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での回線/VCのプロビジョニング Cisco EPN Manager
回線/VCの作成とプロビジョニングのプロセスは、サポートされているすべてのテクノロジー
で類似しており、次の手順が含まれています。

•回線/VCのエンドポイントの指定。

•回線/VCの設定パラメータの定義。

Cisco EPN Managerでのプロビジョニングサポートの詳しい概要については、回線/VCのプロ
ビジョニング（1ページ）参照してください。

新しい回線/VCを作成してプロビジョニングするには、次の手順を実行します。
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ステップ 1 左側のサイドバーから、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネットワークトポ
ロジ（Network Topology）]を選択します。

ステップ 2 [デバイスグループ（DeviceGroups）]ボタンをクリックし、必要なデバイスグループを選択して、[ロー
ド（Load）]をクリックします。

ステップ 3 [デバイスグループ（Device Groups）]ポップアップウィンドウを閉じます。

ステップ 4 [ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウで [回線/VC（Circuits/VCs）]タブをクリック
します。

ステップ 5 [+]アイコンをクリックします。マップ右側の新しいペインにプロビジョニングウィザードが表示されま
す。

または、[設定（Configuration）] > [ネットワーク（Network）] > [サービスプロビジョニング
（Service Provisioning）]を選択してプロビジョニングウィザードを表示します。

（注）

ステップ 6 [テクノロジー（Technology）]ドロップダウンリストから必要なテクノロジーを選択します。たとえば、
光/DWDMネットワークの回線を作成する場合は、[光（Optical）]を選択します。

ステップ 7 [サービスタイプ（ServiceType）]領域で、作成する回線/VCのタイプを選択します。たとえば、光/DWDM
ネットワーク用の回線/VCを作成する場合は、OCHNC WSON、OCHCC WSON、OCH-Trail WSON、
OCH-Trail UNI、ODU UNI、ODUトンネル、OPU over ODUなど、さまざまな回線タイプがあります。

ステップ 8 さまざまなサービスの属性を設定するためにプロファイルを定義している場合は、[プロファイルの選択
（Select Profile）]ドロップダウンリストから必要なプロファイルを選択します。回線/VCプロファイル
（148ページ）を参照してください。

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックして [カスタマーサービスの詳細情報（Customer Service Details）]ページに移
動します。

ステップ 10 （オプション）回線/VCの作成対象顧客を選択します。リストに顧客が表示されない場合は、[インベン
トリ（Inventory）] > [その他（Other）] > [顧客（Customers）]に移動し、プロビジョニングウィザード
に移動して回線/VCのプロビジョニングを開始します。

ステップ 11 サービス名と説明を入力します。

ステップ 12 [展開アクション（DeploymentAction）]ドロップダウンリストから、回線/VCの属性を定義した後に実行
するアクションを選択します。次のオプションがあります。

• [プレビュー（Preview）]：各デバイスで生成された CLIを表示します。CLIを確認して、属性を編
集するか、展開を進めるかを決定できます。

• [展開（Deploy）]：プロビジョニングウィザードの最後のページで [送信（Submit）]をクリックし
た直後に関連するデバイスに設定を展開します。

次のいずれかの展開オプションをクリックします。

• [今すぐ展開（Deploy Now）]：プロビジョニング順序を直接展開します。

• [後で展開（Deploy Later）]：作成されたプロビジョニング順序を保存します。同じ順序は、後
で展開できます。プロビジョニング順序を再展開するには、左側のペインの下部にある回線/VC
のリンクをクリックします。
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• [展開のスケジュール（ScheduleDeployment）]：指定した時間に、今後の展開の順序を保存しま
す。プロビジョニング順序をスケジュールし、スケジュールした時刻に展開するジョブの順序

を作成します。必要に応じて、[ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]ダイアログボックスで
順序をプロビジョニングする日付と時刻を指定できます。

この [展開のスケジュール（Schedule Deployment）]オプションボタンをクリックした場合は、
次を指定します。

• [スケジュール時刻の展開（Deploy Schedule Time）]：プロビジョニング順序の展開のスケ
ジュール時刻を指定します。

• [サーバー時刻（Server Time）]：現在のサーバー時刻を表示します。

プロビジョニング順序をスケジュールし、保存する方法の詳細については、次を参照してください。

プロビジョニング順序の保存とスケジュール（108ページ）

ステップ 13 [次へ（Next）]をクリックしてエンドポイントを選択し、選択したテクノロジーに基づいて属性を定義
します。

ステップ 14 [送信（Submit）]をクリックします。選択した展開アクションに応じて、関連するアクションが実行さ
れます。つまり、設定のプレビューを選択した場合は、設定を表示できるプレビューページが表示され、

その後に [展開（Deploy）]をクリックします。展開を選択した場合、設定は関連するデバイスに直接展
開されます。

ステップ 15 （オプション）[このビューのままにする（Leave this View）]ボタンをクリックして Cisco EPN Manager
を引き続き使用し、サービスの展開をバックグラウンドで続行できるようにします。

デバイスがビジー状態の場合、サービスを展開するCiscoEPNManagerからの要求は、その要求
がタイムアウトする事前に設定された時間まで待機します。この設定を変更するには、サービ

ス展開のタイムアウト値の設定（4ページ）を参照してください。

（注）

回線/VCが、[ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウの [回線/VC
（Circuits/VCs）]ペインのリストに追加されているはずです。プロビジョニング状態を確認す
るには、回線/VC名の横にある [i]アイコンをクリックし、[回線/VC 360（Circuit/VC 360）]
ビューを表示します。

さまざまなテクノロジーに対して回線/VCを作成し、プロビジョニングする方法については、
次を参照してください。

•キャリアイーサネットネットワークの EVCのプロビジョニング（11ページ）
•光/DWDMネットワークの回線のプロビジョニング（37ページ）
• L3VPNサービスのプロビジョニング（72ページ）
•回線エミュレーションサービスのプロビジョニング（99ページ）
• MPLSトラフィックエンジニアリングサービスのプロビジョニング（112ページ）

保存されたプロビジョニング順序は、[管理（Administration）] > [ダッシュボード
（Dashboards）] > [ジョブダッシュボード（Job Dashboard）] > [プロビジョニング
（Provisioning）]から [計画済み回線/VC（Planned Circuits/VCs）]タブに表示できます。
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[最後の実行の統計（Last run stat）]フィールドの [I]アイコンをクリックし、設定とデバイス
の詳細を表示します。

サービス展開のタイムアウト値の設定

デバイスにサービスを展開すると、デバイスが事前に占有されているか、またはビジー状態の

場合は、作成されたサービス要求は事前に設定された時間まで待機して、サービスを展開する

ための「デバイスロック」を取得します。デフォルトでは、タイムアウト値は 60分に設定さ
れます。

デフォルトのタイムアウト値を変更するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 左側のサイドバーから Administration > Settings > System Settingsを選択します。

ステップ 2 [回線/VC（Circuits/VCs）]セクションを展開し、[展開設定（Deployment Settings）]をクリックします。

ステップ 3 必要なタイムアウト値を分単位で設定します。

Cisco EPN Managerは、サービスを展開するためのデバイスロックを取得するために指定された時間まで
待機します。この時間以内にロックが取得されなかった場合、サービス展開操作は失敗します。

回線アクティベーション待機タイムアウト値の設定

回線アクティベーション待機タイムアウトまでプロビジョニングシステムが待機する最大時間

間隔を設定できます。

ステップ 1 左側のサイドバーから Administration > Settings > System Settingsを選択します。

ステップ 2 [回線/VC（Circuits/VCs）]セクションを展開し、[展開設定（Deployment Settings）]をクリックします。

ステップ 3 [回線アクティベーション待機タイムアウト（Circuit Activation Wait Timeout）]フィールドで、必要なタイ
ムアウト値を分単位で設定します。

デフォルトのタイムアウト値は 5分です。

WSON/SSON回線を自動削除するための設定
EPNMが管理する NCS2K TL1ベースのWSON/SSON回線を自動削除するオプションを有効に
できます。回線が他のデバイスまたは CTCから削除されると、EPNMからも削除されます。
WSON/SSON回線の自動削除を設定するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 左側のサイドバーから Administration > Settings > System Settingsを選択します。

ステップ 2 [回線/VC（Circuits/VCs）]セクションを展開し、[展開設定（Deployment Settings）]をクリックします。

回線/VCのプロビジョニング
4

回線/VCのプロビジョニング

サービス展開のタイムアウト値の設定



ステップ 3 [WSON/SSON回線の自動検出（Auto detect WSON/SSON circuits）]チェックボックスをオンにします。

展開が失敗した場合の動作

回線/VCを展開すると、Cisco EPN Managerは回線/VCのタイプに基づいて、参加しているデ
バイスでの設定変更を実行します。設定変更がデバイスに正常に展開された場合にのみ、回

線/VCは正常にプロビジョニングされたと見なされます。参加しているデバイスのいずれかで
設定変更の展開が失敗した場合は、Cisco EPN Managerがこれまでにデバイスで行われたすべ
ての設定変更をロールバックします。

参加しているデバイスのいずれかで設定変更の展開が失敗した場合は、プロビジョニングウィ

ザードで [再展開（Redeploy）]をクリックできます。再展開アクションは、同じ設定で展開を
再試行します。

[再展開（Redeploy）]ボタンは、OCHNCWSON、OCHCCWSON、OCHCC、OCH-TrailWSON、
OCH-Trail、Media Channel NC SSON、Media Channel Trail SSON、Media Channel CC SSON光回
線でサポートされています。

（注）

展開アクションでは、次のシナリオのいずれかが発生する可能性があります。

•参加しているすべてのデバイスで展開が成功し、ロールバックは開始されない：このシナ
リオでは、すべてのデバイスが正常に設定され、回線のプロビジョニングが成功します。

•展開が失敗して、ロールバックが開始され、成功する：このシナリオでは、複数のデバイ
スを設定したときに、デバイスのいずれかで設定が失敗します。障害は、たとえば、デバ

イスが設定を拒否したなど、さまざまな理由が原因となる可能性があります。Cisco EPN
Managerは障害を識別し、すべてのデバイスで行われたすべての設定変更を正常にロール
バックします。このシナリオでは、すべてのデバイス設定が展開前の状態に復元されま

す。

順番に回線をプロビジョニングするように設定された3つのデバイス（A、B、およびC）
を使用した例を以下に示します。デバイスAでは設定変更が正常に展開されますが、デバ
イス Bでは展開が失敗します。Cisco EPN Managerは、失敗を検出して、デバイス Bおよ
びCの以降の設定を中止します。また、プロビジョニングの逆順で設定をロールバックし
ます。つまり、最初にデバイス Bをロールバックしてからデバイス Aをロールバックし
ます。3つのデバイスで順に実行されるアクションを以下に示します。

•デバイスC：まだ変更がデバイスに展開されていないため、デバイスCに対するロー
ルバックは必要ありません。これは、設定変更がデバイスCに送信される前に、デバ
イス Bで設定の失敗が検出されたことを意味します。

•デバイス B：Cisco EPN Managerは、展開が失敗する前にこのデバイスで行われた設
定変更があるかどうかをチェックします。変更がある場合は、このデバイスの部分的

な設定が削除され、デバイスが以前の設定にロールバックされます。
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•デバイスA：CiscoEPNManagerは、デバイスAで完全なロールバックを実行します。
正常に展開されたすべての設定変更が削除され、デバイスは以前の設定にロールバッ

クされます。

•展開が失敗して、ロールバックが開始されたが、失敗した：このシナリオでは、参加して
いるデバイスのいずれかで設定の展開が失敗すると、Cisco EPN Managerがロールバック
を実行しますが、1つ以上のデバイス上のロールバックが失敗します。この場合、ロール
バックが失敗したデバイスには部分的な設定が残ります。

たとえば、デバイス Aおよび Bで設定変更が正常に展開され、デバイス Cで展開が失敗
した場合です。Cisco EPN Managerは、失敗を特定して、プロビジョニングの逆順でロー
ルバックを開始します。つまり、デバイスC、デバイスB、デバイスAの順にロールバッ
クします。3つのデバイスで順に実行されるアクションを以下に示します。

•デバイス C：Cisco EPN Managerはデバイス Cで正常にロールバックを実行します。

•デバイスB：デバイスBでロールバックを試みると、デバイス接続が失われ、デバイ
ス上に部分的な設定が残される可能性があります。

•デバイス A：Cisco EPN Managerは、デバイス Bでロールバックが失敗しても、デバ
イス Aのロールバックを実行します。

ロールバックは、他のさまざまな理由で失敗することがあります。（注）

プロビジョニングウィザードで、設定をプレビューしてから、[展開（Deploy）]をクリックし
ます。展開が失敗すると、参加している各デバイスのロールバック設定とステータスが表示さ

れます。[デバイス（Device(s)）]ドロップダウンリストで、ロールバック設定とステータスを
表示するデバイスを選択します。

次の図に、各デバイスのロールバック設定とロールバックステータスを示します。
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[試みた設定（Attempted Configuration）]：[デバイス（Device(s)）]ドロップダウンリス
トで選択されたデバイスに展開された設定を表示します。

1

[展開ステータス（Deployment Status）]：選択されたデバイスの展開ステータスを表示し
ます。展開が成功すると、[成功（Success）]というステータスが表示されます。展開が
失敗すると、失敗に関する情報が提供されます。

2
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[ロールバック設定（Roll backConfiguration）]：ロールバックが自動的に試みられる設定
を表示します。

3

[ロールバックステータス（Roll back Status）]：選択されたデバイスのロールバックス
テータスを表示します。ロールバックが成功すると、[成功（Success）]というステータ
スが表示されます。ロールバックが失敗すると、失敗に関する情報が提供されます。こ

の情報を使用して、デバイスの部分的な設定を手動でクリーンアップすることができま

す。

4

[削除（Delete）]をクリックして、失敗した展開をこのウィンドウから削除することもできま
す。

また、拡張テーブル内の [回線/VC（Circuits/VCs）]タブと [削除済み回線/VC（Deleted
Circuits/VCs）]タブの [プロビジョニング（Provisioning）]列の横にある [i]アイコンをクリッ
クして回線/VCに参加している各デバイスの設定、設定エラー、ロールバック設定、および
ロールバック設定エラーの詳細を表示することもできます。[i]アイコンは、[なし（None）]
を除くすべてのプロビジョニング状態で使用できます。拡張テーブルへのアクセス方法につい

ては、ネットワークトポロジマップからのアラーム、ネットワークインターフェイス、回

線/VC、およびリンクの詳細テーブルの表示を参照してください。

展開とロールバックの失敗をトラブルシュートする方法については、構成導入の失敗および

ロールバックの失敗のトラブルシューティング（8ページ）を参照してください。

構成導入の失敗およびロールバックの失敗のトラブルシューティング

以下に、導入またはロールバックの失敗をトラブルシューティングするためのヒントを示しま

す。

•導入は失敗するが、ロールバックは成功する場合：構成導入が失敗しても、ロールバック
は自動的に開始され、結果が結果ページに表示されます。各デバイスの結果ページに表示

される試行された設定とエラーメッセージを分析し、展開の失敗の根本原因を特定しま

す。

導入の失敗の原因として、次の問題が考えられますが、これらに限定されません。

•プロビジョニングウィザードでサービスパラメータに無効な値が入力されました。
たとえば、サービス IDはすでに存在しているか、生成された CLIにセマンティック
エラーがある可能性があります。

•デバイスに到達できない、デバイスパスワードが変更された、などのデバイスの問題
があります。

この場合は、導入に失敗した回線を（作成時に指定した名前で）特定し、その回線を編集

してプロビジョニングを再試行する必要があります。値を変更するサービスパラメータが

編集できない場合は、回線を削除して新しい回線を作成します。
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回線を削除する前に、使用されていないことを確認します。（注）

•導入とロールバックの両方が失敗する場合：この場合は、次の手順を実行します。

1. デバイスに到達可能であることを確認し、デバイスの再同期を実行します。

2. 前の導入で報告されたデバイスの問題があれば、問題を修正します。

3. 回線を編集し、必要に応じて属性を更新して、回線の導入を再試行します。

4. 導入が失敗すると、Cisco EPN Managerはロールバックを開始します。

5. ロールが再び失敗した場合は、ロールバックの失敗の原因を特定します。

6. 失敗の原因を特定するには、構成とロールバックトランザクションの詳細、サービス
導入の試行の履歴、および回線/VC 360度ビューに表示されるロールバック試行を使
用できます。回線/VCの情報をすばやく取得する：[回線/VC 360（Circuit/VC 360）]
ビューを参照してください。

7. 手動でデバイスに保存されている部分構成を削除します。

また、シスコ担当者に問い合わせて、設定の展開の失敗とロールバックの失敗の根本原因を分

析し、特定することもできます。

WAN自動化エンジンの統合

Cisco WAN Automation Engineと Cisco EPN Managerの統合

Cisco WAN Automation Engine（WAE）のプラットフォームは、ソフトウェアモジュールを相
互接続し、ネットワークと通信し、外部アプリケーションとインターフェイスするAPIを提供
するオープンでプログラマブルなフレームワークです。

Cisco WAEは、ネットワークの継続的なモニターリングと分析およびネットワーク上のトラ
フィック需要に基づく現在のネットワークのモデルを作成および維持するためのツールを提供

します。このネットワークモデルには、トポロジ、設定、トラフィック情報など、特定の時点

でのネットワークに関するすべての関連情報が含まれています。この情報は、トラフィック要

求、パス、ノードとリンクの障害、ネットワークの最適化、またはその他の変更によるネット

ワークへの影響を分析するための基礎として使用できます。

詳細については、『Cisco WAN Automation Engine (WAE) Installation Guide』と『Cisco WAN
Automation Engine (WAE) User Guide』を参照してください。

（注）

Cisco EPN Managerでは、明示的なパスを持つ単方向トンネルまたは双方向トンネルを作成す
ると、WANAutomationEngine（WAE）との統合により、CiscoEPNManagerから自動的にREST
コールを使用して明示的なパスが提供されます。そのため、明示的なパスを手動で入力する必
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要がなくなります。WAEは、可能なネットワークパスのリストを表示し、適切なパスを選択
できるようにします。

WAEパラメータの設定

WAEパスの詳細を指定するには、次の手順を実行します。

始める前に

WAEパラメータを設定することを確認します。

1. [管理（Administration）] > [設定（Settings）] > [システム設定（System Settings）]を選択
します。

2. 回線 VCを展開し、[WAEサーバー設定（WAE Server Settings）]を選択します。

3. 関連するWAEの詳細（バージョン 7.1.3以降）とフィールドの詳細（[WAEサーバー IP
（WAE Server IP）]、[WAEポートアドレス（WAE Port Address）]、[WAEサーバーユー
ザー名（WAE Server User Name）]、[WAEサーバーパスワード（WAE Server Password）]
など）を入力します。

4. [保存（Save）]をクリックしてWAEサーバーの設定を保存するか、または [デフォルトに
リセット（Reset to Defaults）]をクリックしてすべての入力をクリアします。

ステップ 1 必要なパラメータを持つ単方向トンネルまたは双方向トンネルを作成します。詳細については、MPLS TE
トンネルの作成とプロビジョニング（123ページ）を参照してください。

ステップ 2 [パスの制約の詳細（Path Constraints Details）]領域で、パスのタイプを [動作中（Working）]または [保護
済み（Protected）]のいずれかとして選択します。フィールドと属性の説明については、パスの制約の詳細
に関するフィールド参照：MPLS TEトンネル（134ページ）を参照してください。

ステップ 3 必要に応じて [新しいパス（New Path）]チェックボックスをオンにして、[WAEサーバーからパスを選択
（Choose Path from WAE server）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [WAEサーバーからパスを選択（Choose Path fromWAE server）]チェックボックスをオンにします。EPNM
マネージャは、WAEネットワークを取得するために REST要求をWAEに送信します。
WAEは可能なネットワークのリストを返します。

ステップ 5 [WAEネットワークの選択（Select WAE Network）]ドロップダウンリストから、ネットワークを選択しま
す。

EPNMマネージャは、送信元、宛先、ネットワークなどの必要なすべてのパラメータを持つ REST設定要
求をWAEに送信します。返される最大パスのデフォルト値は 2です。最大パス値はWAEを介して設定さ
れます。WAEは、要求を満たす可能性のあるパスのリストを表示します。

ステップ 6 [WAEパスの選択（Select WAE Path）]ドロップダウンリストから、返された適切なパスを選択します。
EPNMは、マップ上に選択したパスオーバーレイを表示します。

ステップ 7 [パス名（Path Name）]フィールドにパスの名前を入力します。
最後に選択したパスを明示的なパスとして使用して、順序のプロビジョニングを続行できます。
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キャリアイーサネットネットワークのEVCのプロビジョ
ニング

• Cisco EPN Managerキャリアイーサネットプロビジョニングサポートの概要 （11ペー
ジ）

• EVCプロビジョニングの前提条件（12ページ）
•新規キャリアイーサネット EVCの作成およびプロビジョニング（13ページ）
• EVPN VPWS技術を使用した新しいキャリアイーサネット EVCの作成とプロビジョニン
グ（17ページ）

•複数の UNIを使用した EVCの作成およびプロビジョニング（19ページ）

Cisco EPN Managerキャリアイーサネットプロビジョニングサポート
の概要

このトピックでは、Cisco EPNManagerにおけるキャリアイーサネットサービスプロビジョニ
ングサポートの概要を示します。さまざまなタイプの EVCとサポートされる基盤ネットワー
クの詳細については、回線/VCの検出およびプロビジョニングの概要を参照してください。

Cisco EPN Managerは、次のタイプのポートベースおよび VLANベースの VCのプロビジョニ
ングをサポートします。

• E-line：イーサネット専用回線（EPL）とイーサネット仮想専用回線（EVPL）。E-Lineを
参照してください。

• E-LAN：EP-LANと EVP-LAN。E-LANを参照してください。
• E-Access：Access EPLと Access EVPL。E-Accessを参照してください。
• E-TREE：EP-TREEと EVP-TREE。E-Treeを参照してください。
• EVPN仮想プライベートワイヤサービス（VPWS）。EVPN仮想プライベートワイヤサー
ビス（VPWS）を参照してください。

Cisco EPN Managerは、EVCの作成時に使用可能な次の補足プロビジョニング機能をサポート
します。

• UNIのプロビジョニング：EVCごとに、参加するUNIの属性を定義する必要があります。
EVCの作成中にこれを行うか、または EVCの作成プロセスとは無関係に UNIをプロビ
ジョニングできます。UNIとしてのデバイスおよびインターフェイスの設定（28ページ）
を参照してください。

• ENNIのプロビジョニング：E-Access回線の場合、ENNIの属性を定義する必要がありま
す。EVCの作成中にこれを行うか、または EVCの作成プロセスとは無関係に ENNIをプ
ロビジョニングできます。デバイスとインターフェイスをENNIとして設定する（29ペー
ジ）を参照してください。

• QoSプロファイル：QoSプロファイルを作成して VCに適用できます。
• EVC属性のプロファイル：EVCのすべての必須属性を含むプロファイルを作成できます。
これらのプロファイルを EVCの作成中に選択して、EVCの属性を定義できます。各 EVC
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の属性を個別に定義する必要はありません。回線/VCプロファイル（148ページ）を参照
してください。

EVCプロビジョニングの前提条件
EVCをプロビジョニングする前に、次の前提条件を満たしている必要があります。

1. EVCをプロビジョニングする前にデバイスの間の通信をセットアップする必要がありま
す。

• MPLSエンドツーエンドネットワークでは、ラベル配布プロトコル（LDP）をネット
ワーク全体でセットアップし、各デバイスに LDP IDを指定する必要があります。こ
れにより、MPLSネットワークのピアのラベルスイッチルータ（LSR）は、ホップバ
イホップ転送をサポートするためにラベルバインド情報を交換できます。または、

MPLSトラフィックエンジニアリングまたはセグメントルーティングを使用してMPLS
エンドツーエンド接続を実現できます。具体的には、単方向または双方向の TEトン
ネルを介した EVC（P2Pタイプのみ）プロビジョニングがサポートされます。TEト
ンネルを介したCEmプロビジョニングと SRポリシーを介したプロビジョニングもサ
ポートされています。

•イーサネットアクセスがある場合、つまり、すべてのデバイスがMPLSに対応してい
るわけではない場合は、イーサネットアクセススイッチをMPLSスイッチに接続す
るように G.8032リングまたは ICCP-SMを設定する必要があります。

• CDPまたは LLDPは、イーサネットリンク検出を有効にするように、G.8032リング
内のリンク上に設定する必要があります。

2. ICCP-SMとG.8032ネットワーク上に EVCをプロビジョニングするには、すべてのVLAN
（1から 4095まで）をプライマリまたはセカンダリ VLANとして設定する必要がありま
す。

3. EVCをプロビジョニングするデバイスのインベントリ収集の状態は [完了（Completed）]
である必要があります。これを確認するには Inventory > Network Devicesに移動し、[最新
のインベントリ収集ステータス（Last Inventory Collection Status）]列のステータスを確認
します。

4. システムに顧客を作成して、回線/VCの作成およびプロビジョニングプロセス中に顧客に
回線/VCを関連付けられるようにすることができます。左側のサイドバーで Inventory >
Other > Customersを選択し、顧客を作成および管理します。

5. EVCでインターフェイスを使用する場合は、インターフェイスのデフォルト設定をリセッ
トすることをお勧めします。グローバルコンフィギュレーションモードでは、各インター

フェイスで次のコマンドを設定します。

default interface 'interface-name’

6. ME3600とME3800デバイスでは、サービスインスタンスは、VLANが許可されていない
トランクポートでのみ設定できます。インターフェイスで次のコマンドを設定し、Cisco
EPN Managerでデバイスを再同期します。
interface GigabitEthernetXX/XX
switchport trunk allowed vlan none
switchport mode trunk

回線/VCのプロビジョニング
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7. EVPNの使用時に EPLおよび EVPNサービスをプロビジョニングするには、デバイス設定
の [BGP]セクションで次のコマンドを定義します。このコマンドを設定しない場合、EVPN
サービスのプロビジョニング時にデバイスは表示されません。

address-family l2vpn evpn

新規キャリアイーサネット EVCの作成およびプロビジョニング
EVCはトポロジマップのコンテキストで作成します。トポロジマップとプロビジョニング
ウィザードにアクセスするには、左側のサイドバーから [構成（Configuration）]> [ネットワー
ク（Network）] > [サービスプロビジョニング（Service Provisioning）]の順に選択します。ま
たは、次の手順での説明に従ってトポロジマップからプロビジョニングウィザードを開くこ

ともできます。

EVCを作成してプロビジョニングするプロセスは、サポートされているすべての EVCタイプ
で同様であり、次の作業が含まれます。

• EVCのエンドポイント（UNIおよび ENNI）を指定します。

•回線/VCの設定パラメータを定義します。

サービスがプロビジョニングされた後は、サービスを編集し、Aエンドポイントまたは Zエ
ンドポイントを更新または変更できます。

エンドポイントの変更は、EPLやEVPLなどのE回線サービスでサポートされています。変更
できるのは管理対象エンドポイントと、フルサービスまたは部分的サービスのみです。

サービスの変更中に、既存の UNIに異なるデバイスか、または異なるポートを持つ同じデバ
イスがある場合は、既存の他の UNIに変更できます。

これには次のような制約があります。

• 1回のサービス変更で、両端のエンドポイントを変更することはできません。

•スタンドアロンUNIウィザードを使用してUNIを作成し、EPLサービスまたはEVPLサー
ビスの変更に使用します。

•サービスの変更中に新しい UNIを作成することはできません。

始める前に

EVCをプロビジョニングする前に満たす必要がある前提条件については、EVCプロビジョニ
ングの前提条件（12ページ）を参照してください。

新しい EVCを作成するには、次の手順に従います。

ステップ 1 左側のサイドバーから、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネットワークトポ
ロジ（Network Topology）]の順に選択します。

回線/VCのプロビジョニング
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ステップ 2 ツールバーで [デバイスグループ（Device Group）]ボタンをクリックし、マップに表示するデバイスの
グループを選択します。

ステップ 3 [回線/VC（Circuits/VCs）]タブで、[+]アイコンをクリックします。これにより、マップの右側に新しい
ペインが開き、[プロビジョニングウィザード（Provisioning Wizard）]が表示されます。

ステップ 4 [テクノロジー（Technology）]ドロップダウンリストでCarrier Ethernetを選択します。CiscoEPNManager
の [サービスタイプ（Service Type）]領域に、関連する回線/VCタイプのリストが表示されます。たとえ
ば、キャリアイーサネットサービスタイプには EPL、EVPL、EP-LANなどが含まれます。

ステップ 5 [サービスタイプ（Service Type）]リストから、作成する回線/VCのタイプを選択します。

ステップ 6 さまざまなサービスの属性を設定するプロファイルを定義している場合、[プロファイルの選択（Select
Profile）]ドロップダウンリストから必要なプロファイルを選択します。回線/VCプロファイル （148
ページ）を参照してください。

ステップ 7 Nextをクリックして [サービスの詳細（Service Details）]ページに移動します。

ステップ 8 （オプション）EVCの作成対象顧客を選択します。リストに顧客が表示されない場合は Inventory>Other
> Customersに移動し、システムで顧客を作成してからプロビジョニングウィザードを再起動します。

ステップ 9 サービスの詳細を入力します。フィールドと属性の説明については、サービス詳細の参考資料（22ペー
ジ）を参照してください。

ステップ 10 E-Line EVC、E-Tree EVC、E-LAN EVCの場合：必要に応じて、EVCで障害およびパフォーマンスモニ
ターリングを可能にするサービス OAMを設定します。E-Line EVCの場合：[サービス OAM（Service
OAM）]オプションを有効にするには、[CFMの有効化（Enable CFM）]チェックボックスをオンにしま
す。その後、新しい CFMドメインを作成するか、または E回線 EVCの既存のドメインを選択すること
ができます。サービス OAM（27ページ）を参照してください。プラスアイコンをクリックして [サー
ビスOAM（ServiceOAM）]テーブルに行を追加し、該当する列に値を入力します。E-TreeEVCの場合、
方向（リーフからルート、ルートからリーフ、またはルートからルート）を指定する必要があります。

たとえば EVPL/EPLサービスの場合、ポイントツーポイントサービスまたはマルチポイントサービスを
昇格させ、調整する場合は、[CFMドメイン名（CFM Domain name）]、[CFMドメインレベル（CFM
Domain level）]、および [メンテナンス（Maint）]などの CFMパラメータを有効にします。関連付けら
れた[名前のタイプ（Name Type）]フィールド、[ITUキャリアコード（ITU Carrier Code）]フィールド、
[ITUMEG IDコード（ITUMEG IDCode）]フィールド、[継続性チェック間隔（Continuity check interval）]
フィールド。CFMパラメータは、サービス昇格時に検出されたバージョンから読み取られます。検出さ
れたバージョンか、またはプロビジョニングされたバージョンとの調整を実行できます。

デフォルトでは、[メンテナンス関連名（Maint Assoc Name）]として IEEEが選択されていま
す。[メンテナンス（Maint）]で [ITU]が選択されている場合。関連付けられた[名前のタイプ
（Name Type）]ドロップダウンリスト、[ITUキャリアコード（ITU Carrier Code）]、および
[ITU MEG IDコード（ITU MEG ID code）]が表示されます。

（注）

ステップ 11 [展開アクション（Deployment Action）]フィールドに、ECVの作成プロセス完了時のアクションを指定
します。実際に展開する前に、該当するデバイスに展開される設定のプレビューを表示するように指定

することも、完了時にすぐに設定を展開するように指定することもできます。

ステップ 12 Nextをクリックして UNIを定義するページに移動します。E-Accessの場合、ENNIを定義するページも
あります。

ステップ 13 UNIとして機能するデバイスとインターフェイスを識別します。
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エンドポイントのいずれかが、Cisco EPNManagerで管理されないデバイス上のインターフェイ
スである場合、[管理対象外（Unmanaged）]チェックボックスをオンにして、その管理対象外デ
バイスの情報を入力します。アンマネージドエンドポイントを使用した回線/VCのプロビジョ
ニング（150ページ）を参照してください。

（注）

•デバイス上で必要なインターフェイスを既に設定している場合は、Create New UNIチェックボック
スをオフにして、関連する UNI名をリストから選択します。

リスト内の UNI名は、UNIの作成時に選択したサービスとオプションによって異なりま
す。

• EPL、Access EPL、EP LAN、および EP Treeサービスの場合は、作成時に [すべてを1
つにバンドリング（All To One Bundling）]オプションが選択された UNIのみが表示さ
れます。

• EVPL、Access EVPL、およびEVPTreeサービスの場合、[多重化（Multiplexing）]オプ
ションまたは [バンドリング（Bundling）]オプション、またはその両方が作成時に選
択された UNIのみがリストされます。

（注）

•新しい UNIを作成するには、次の手順を実行します。

• Create New UNIチェックボックスがオンになっていることを確認します。

• [UNI名（UNI Name）]フィールドに、UNIを簡単に識別できるような UNI名を入力します。

• [デバイス（Device）]フィールドのリストからデバイスを選択するか、マップ内のデバイスをク
リックして選択し、[デバイス（Device）]フィールドに取り込みます。選択したデバイスのポー
トのリストが表示されます。

• [ポート（Port）]テーブルから必要なポートを選択します。ポートを UNIに使用できない場合
は、[ポート（Port）]テーブルの UNI名の横にアラートアイコンが表示され、ポートが選択で
きない理由が示されます。

UNIの作成時に選択したデバイスは、マップ内でオレンジ色の丸で囲われます。オレンジ
の円の上にUNI名が表示されます。ポイントツーポイントEVCの場合、オレンジの円に、
これが A側または Z側のどちらのエンドポイントであるかを示すラベルが付けられます。

（注）

ステップ 14 新しいUNIを作成している場合は、新しいUNIの詳細を入力します。フィールドと属性の説明について
は、新規 UNIの詳細リファレンス（23ページ）を参照してください。

ステップ 15 UNIサービスの詳細を入力します。フィールドと属性の説明については、UNIサービス詳細の参照（24
ページ）を参照してください。

ステップ 16 H-VPLSをコアテクノロジーとして使用する E-LAN EVCおよび E-TREE EVCの場合、プライマリハブ
とセカンダリハブとして機能するデバイスをそれぞれ選択します。

ステップ 17 E回線 EVCの場合：[疑似回線設定（Pseudowire Settings）]ページで、次のようにして EVCが経由する
TEトンネルを選択できます。

1. [静的優先パス（Static Preferred Path）]チェックボックスをオンにして、サービスの静的ルートを割
り当てます。
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2. [優先パスタイプ（Preferred Path Type）]に [双方向（Bidirectional）]または [単方向（Unidirectional）]
、あるいは [SRポリシー（SR Policy）]を選択します。

3. [優先パス（Preferred Path）]ドロップダウンリストから、必要な双方向 TEトンネルを選択します。
このリストには、EVCのエンドポイント間にすでに存在する双方向 TEトンネルのすべてが示され
ます。

このフィールドが有効になるのは、[優先パスタイプ（Preferred Path Type）]として [双方向
（Bidirectional）]を選択した場合のみです。

（注）

4. [優先パス（A-Z）（Preferred Path (A-Z)）]および [優先パス（Z-A）（Preferred Path (Z-A)）]ドロッ
プダウンリストのそれぞれから、必要な単方向 TEトンネルを選択します。

これらのフィールドは、[優先パスタイプ（PreferredPathType）]に [単方向（Unidirectional）]
を選択したときにのみ使用できます。

（注）

5. 優先パスが使用できない場合にデフォルトパスが使用されるようにするには、[LDPへのフォール
バックを許可（Allow Fallback to LDP）]チェックボックスをオンにします。

エンドポイント間にトンネルが存在しない場合、[優先パス（Preferred Path）]および [LDP
へのフォールバックを許可（Allow Fallback to LDP）]オプションは無効になります。

（注）

6. 接続の両側で疑似回線ペイロートを識別するためにコントロールワードが使用されるようにするに
は、[送信コントロールワード（Send Control Word）]チェックボックスをオンにします。

7. イーサネット、VLAN、または IPのいずれかを使用する相互接続サイトが必要な場合は、[相互接続
オプション（Interworking Option）]を選択します。EVCのいずれかのエンドポイントが管理対象外
デバイスである場合は、このオプションを有効にする必要があります。

8. 疑似回線に必要な帯域幅を入力します。

9. [PW ID]フィールドには、ポイントツーポイントサービスの疑似回線の設定に表示する識別子を入
力します。

疑似回線（PW）の IDは、PW IDのリソースプールから自動的に割り当てられます。PW
ID値は、サービスの作成時にのみ変更できます。EVCサービスの変更時にこの値を編集す
ることはできません。入力された PW IDが既にサービスに割り当てられている場合は、エ
ラーメッセージが表示されます。

（注）

ステップ 18 （オプション）サービスに参加するデバイス上に設定する追加の CLIコマンドをテンプレートに追加す
る場合は、[サービステンプレート（Service Template）]ページを使用します。詳細については、テンプ
レートを使用した回線/VCの拡張（150ページ）を参照してください。

ステップ 19 回線/VCに必要な情報をすべて入力したら、Submitをクリックします。デバイスに展開される CLIのプ
レビューを表示することを選択した場合は、プレビューが表示されます。この場合、属性の編集（Edit
Attributes）]をクリックすることで、属性を変更できます。そうでない場合は、すぐに設定がデバイスに
展開されます。
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ステップ 20 回線/VCが、[ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウの [回線/VC（Circuits/VCs）]タ
ブのリストに追加されているはずです。

設定の展開が失敗した場合は、展開が失敗した場合の動作（5ページ）を参照してください。

EVPN VPWS技術を使用した新しいキャリアイーサネットEVCの作成と
プロビジョニング

EVPNを使用してキャリアイーサネット EVCを作成してプロビジョニングするには、次の手
順を実行します。

始める前に

EVCをプロビジョニングする前に満たす必要がある前提条件については、EVCプロビジョニ
ングの前提条件（12ページ）を参照してください。

ステップ 1 左側のサイドバーから、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネットワークトポ
ロジ（Network Topology）]の順に選択します。

ステップ 2 ツールバーで [デバイスグループ（Device Group）]ボタンをクリックし、マップに表示するデバイスの
グループを選択します。

ステップ 3 [回線/VC（Circuits/VCs）]タブで、[+]アイコンをクリックします。これにより、マップの右側に新しい
ペインが開き、[プロビジョニングウィザード（Provisioning Wizard）]が表示されます。

ステップ 4 [テクノロジー（Technology）]ドロップダウンリストでCarrier Ethernetを選択すると、CiscoEPNManager
は [サービスタイプ（Service Type）]領域に関連する回線/VCタイプのリストを表示します。EVPNは、
キャリアイーサネットのサービスタイプ EPLおよび EVPLでサポートされています。

ステップ 5 [サービスタイプ（Service Type）]リストから、作成する回線/VCのタイプを選択します。

ステップ 6 さまざまなサービスの属性を設定するプロファイルを定義している場合、[プロファイルの選択（Select
Profile）]ドロップダウンリストから必要なプロファイルを選択します。回線/VCプロファイル （148
ページ）を参照してください。

ステップ 7 Nextをクリックして [サービスの詳細（Service Details）]ページに移動します。

ステップ 8 （オプション）EVCの作成対象顧客を選択します。リストに顧客が表示されない場合は Inventory>Other
> Customersに移動し、システムで顧客を作成してからプロビジョニングウィザードを再起動します。

ステップ 9 サービスの詳細を入力します。フィールドと属性の説明については、サービス詳細の参考資料（22ペー
ジ）を参照してください。

ステップ 10 [EVPNを使用（Use EVPN）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 11 E-Line EVCの場合：必要に応じて、EVCで障害およびパフォーマンスのモニターリングを可能にする
サービス OAMを設定します。[CFMの有効化（Enable CFM）]チェックボックスをオンにしてサービス
OAMオプションを有効にします。その後、新しい CFMドメインを作成するか、または E回線 EVCの
既存のドメインを選択することができます。サービス OAM（27ページ）を参照してください。プラス
アイコンをクリックして [サービス OAM（Service OAM）]テーブルに行を追加し、該当する列に値を入
力します。
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ICCベースの CFMは、EVPNではサポートされていません。（注）

ステップ 12 [展開アクション（Deployment Action）]フィールドに、ECVの作成プロセス完了時のアクションを指定
します。実際に展開する前に、該当するデバイスに展開される設定のプレビューを表示するように指定

することも、完了時にすぐに設定を展開するように指定することもできます。

ステップ 13 UNIとして機能するデバイスとインターフェイスを識別します。

EVPNは、管理対象外デバイスをサポートしていません。

[サービスの詳細（Service Detail）]ページの [ EVPNを使用（Use EVPN）]チェックボックスを
オンにすると、EVPNをサポートするデバイスのみが [UNI A]ページと [UNI Z]ページに表示さ
れます。

（注）

•デバイス上で必要なインターフェイスを既に設定している場合は、Create New UNIチェックボック
スをオフにして、関連する UNI名をリストから選択します。

リスト内の UNI名は、UNIの作成時に選択したサービスとオプションによって異なりま
す。

• EPL、Access EPL、EPE LAN、および EP Treeサービスの場合は、作成時に [すべてを1
つにバンドリング（All To One Bundling）]オプションが選択された UNIのみが表示さ
れます。

• EVPL、Access EVPL、およびEVPTreeサービスの場合、[多重化（Multiplexing）]オプ
ションまたは [バンドリング（Bundling）]オプション、またはその両方が作成時に選
択された UNIのみがリストされます。

（注）

•新しい UNIを作成するには、次の手順を実行します。

• Create New UNIチェックボックスがオンになっていることを確認します。

• [UNI名（UNI Name）]フィールドに、UNIを簡単に識別できるような UNI名を入力します。

• [デバイス（Device）]フィールドのリストからデバイスを選択するか、マップ内のデバイスをク
リックして選択し、[デバイス（Device）]フィールドに取り込みます。選択したデバイスのポー
トのリストが表示されます。

• [ポート（Port）]テーブルから必要なポートを選択します。ポートを UNIに使用できない場合
は、[ポート（Port）]テーブルの UNI名の横にアラートアイコンが表示され、ポートが選択で
きない理由が示されます。

UNIの作成時に選択したデバイスは、マップ内でオレンジ色の丸で囲われます。オレンジ
の円の上にUNI名が表示されます。ポイントツーポイントEVCの場合、オレンジの円に、
これが A側または Z側のどちらのエンドポイントであるかを示すラベルが付けられます。

（注）

ステップ 14 新しいUNIを作成している場合は、新しいUNIの詳細を入力します。フィールドと属性の説明について
は、新規 UNIの詳細リファレンス（23ページ）を参照してください。

ステップ 15 UNIサービスの詳細を入力します。フィールドと属性の説明については、UNIサービス詳細の参照（24
ページ）を参照してください。
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ステップ 16 E-Line EVCの場合：[EVPNの設定（EVPN Settings）]ページで、次の手順を実行します。

1. [EVPNインスタンス（EVI）ID（EVPN Instance (EVI ID)]は事前に入力されています。この値は必要
に応じて変更できます。

2. [RD値（RD Value）]を指定するには、[自動 RD（Auto RD）]チェックボックスをオフにします。

3. [RTのインポート（Import RT）]および [RTのエクスポート（Export RT）]の値を指定するには、[自
動 RT（Auto RT）]チェックボックスをオフにします。

[RTのインポート（Import RT）]、[RTのエクスポート（Export RT）]、[RD]、および [コン
トロールワード（Control Word）]は、使用した EVI IDが他のそのサービスにも関連付けら
れていない場合にのみ編集できます。

（注）

4. 接続の両側でペイロートを識別するためにコントロールワードを使用するには、[コントロールワー
ド（Control Word）]チェックボックスをオンにします。

5. ZエンドAC識別子とAエンドAC識別子は事前に入力されています。これらの値は必要に応じて変
更できます。

6. [静的優先パス（Static Preferred Path）]チェックボックスを選択してA～ Zまたは Z～Aの優先パス
を指定し、SRポリシーを指定できます。

7. 優先パスが使用できない場合にデフォルトパスが使用されるようにするには、[LDPへのフォール
バックを許可（Allow Fallback to LDP）]チェックボックスをオンにします。

エンドポイント間にトンネルが存在しない場合、[優先パス（Preferred Path）]および [LDP
へのフォールバックを許可（Allow Fallback to LDP）]オプションは無効になります。

（注）

ステップ 17 （オプション）サービスに参加するデバイス上に設定する追加の CLIコマンドをテンプレートに追加す
る場合は、[サービステンプレート（Service Template）]ページを使用します。詳細については、テンプ
レートを使用した回線/VCの拡張（150ページ）を参照してください。

ステップ 18 回線/VCに必要な情報をすべて入力したら、Submitをクリックします。デバイスに展開される CLIのプ
レビューを表示することを選択した場合は、プレビューが表示されます。この場合、属性の編集（Edit
Attributes）]をクリックすることで、属性を変更できます。そうでない場合は、すぐに設定がデバイスに
展開されます。

ステップ 19 回線/VCが、[ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウの [回線/VC（Circuits/VCs）]タ
ブのリストに追加されているはずです。

複数の UNIを使用した EVCの作成およびプロビジョニング
Cisco EPNManagerでは、マルチポイント EVC（E-LANおよび E-Tree）を作成してプロビジョ
ニングするプロセスで、複数の UNIの作成/選択がサポートされています。

回線/VCのプロビジョニング
19

回線/VCのプロビジョニング

複数の UNIを使用した EVCの作成およびプロビジョニング



VPLSをコアテクノロジーとして使用する EVCの場合、同じデバイス上に複数の UNIを設定
できますが、H-VPLSベースの EVCの場合はその限りではありません。

（注）

始める前に

EVCをプロビジョニングする前に満たす必要がある前提条件については、EVCプロビジョニ
ングの前提条件（12ページ）を参照してください。

新しい EVCを作成するには、次の手順に従います。

ステップ 1 左側のサイドバーのメニューから、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネット
ワークトポロジ（Network Topology）]の順に選択します。

[ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウが開きます。

ステップ 2 ツールバーで [デバイスグループ（Device Groups）]をクリックし、マップ上に表示するデバイスのグ
ループを選択します。

ステップ 3 [回線/VC（Circuits/VCs）]タブをクリックします。

ステップ 4 [回線/VC（Circuits/VCs）]ペインのツールバーで、[+]（作成）アイコンをクリックします。

マップの右側に新しいペインが開き、[プロビジョニングウィザード（ProvisioningWizard）]が表示され
ます。

ステップ 5 [テクノロジーの選択（Select Technology）]ドロップダウンリストで Carrier Ethernet を選択します。

ステップ 6 [サービスタイプ（Service Type）]リストから、マルチポイント EVCタイプを選択します。

ステップ 7 さまざまなサービスの属性を設定するプロファイルを定義している場合、[プロファイルの選択（Select
Profile）]ドロップダウンリストから必要なプロファイルを選択します。回線/VCプロファイル （148
ページ）を参照してください。

ステップ 8 Nextをクリックして [サービスの詳細（Service Details）]ページに移動します。

ステップ 9 EVCを作成する対象の顧客を選択します。リストに顧客が表示されない場合は Inventory > Other >
Customersに移動し、システムで顧客を作成してからプロビジョニングウィザードを再起動します。

ステップ 10 サービスの詳細を入力します。フィールドと属性の説明については、サービス詳細の参考資料（22ペー
ジ）を参照してください。

ステップ 11 [展開アクション（Deployment Action）]フィールドに、ECVの作成プロセス完了時のアクションを指定
します。実際に展開する前に、該当するデバイスに展開される設定のプレビューを表示するように指定

することも、完了時にすぐに設定を展開するように指定することもできます。

ステップ 12 [次へ（Next）]をクリックして UNIを定義するページに進みます。

ステップ 13 [マルチUNI（Multi UNI）]領域でプラスアイコンをクリックし、最初のUNIをテーブルに追加します。
UNIにはデフォルトの名前が付けられて、自動的にテーブル内で選択された状態になります。プラスア
イコンをクリックするたびに、新しい UNIがテーブルに追加されます。

または、マップ内のデバイスをクリックして新しい UNIをテーブルに追加することもできます。この場
合、新規 UNIの詳細の [デバイス（Device）]フィールドに、そのデバイスの名前が取り込まれます。
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ステップ 14 テーブルから、属性を定義または編集する UNIを選択します。

ステップ 15 UNIとして機能するデバイスとインターフェイスを識別します。

•既存のUNIを使用する場合、[新規UNIの作成（CreateNewUNI）]チェックボックスをオフにして、
リストから該当する UNI名を選択します。

リスト内の UNI名は、UNIの作成時に選択したサービスとオプションによって異なりま
す。

• EPL、Access EPL、EP LAN、および EP Treeサービスの場合は、作成時に [すべてを1
つにバンドリング（All To One Bundling）]オプションが選択された UNIのみが表示さ
れます。

• EVPL、Access EVPL、およびEVPTreeサービスの場合、[多重化（Multiplexing）]オプ
ションまたは [バンドリング（Bundling）]オプション、またはその両方が作成時に選
択された UNIのみがリストされます。

（注）

•新しい UNIを定義するには、次の手順に従います。

• [新規UNIの作成（CreateNewUNI）]チェックボックスがオフにされていることを確認します。

• [UNI名（UNI Name）]フィールドに、UNIを簡単に識別できるような UNI名を入力します。

• [デバイス（Device）]フィールドで、リストからデバイスを選択します。選択したデバイスの
ポートのリストが表示されます。

• [ポート（Port）]テーブルから必要なポートを選択します。ポートを UNIに使用できない場合
は、[ポート（Port）]テーブルの UNI名の横にアラートアイコンが表示され、ポートが選択で
きない理由が示されます。

ステップ 16 新しい UNIを作成している場合は、新しい UNIの詳細を入力します。新規 UNIの詳細は、[マルチ UNI
（Multi UNI）]テーブルで現在選択されている UNIに関するものです。フィールドと属性の説明につい
ては、新規 UNIの詳細リファレンス（23ページ）を参照してください。

ステップ 17 UNIサービスの詳細を入力します。フィールドと属性の説明については、UNIサービス詳細の参照（24
ページ）を参照してください。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 18 エンドポイントのいずれかがCiscoEPNManagerで管理されないデバイス上のインターフェイスである場
合、[管理対象外（Unmanaged）]ページでその管理対象外デバイスの情報を入力します。アンマネージド
エンドポイントを使用した回線/VCのプロビジョニング（150ページ）を参照してください。

ステップ 19 これはオプションです。テンプレートに、サービスに参加するデバイス上に設定する追加の CLIコマン
ドを付加する場合は、[サービステンプレート（Service Template）]ページを使用します。詳細について
は、テンプレートを使用した回線/VCの拡張（150ページ）を参照してください。

ステップ 20 回線/VCに必要な情報をすべて入力したら、[送信（Submit）]をクリックします。デバイスに展開される
CLIのプレビューを表示することを選択した場合は、プレビューが表示されます。この場合、属性の編
集（EditAttributes）]をクリックすることで、属性を変更できます。そうでない場合は、すぐに設定がデ
バイスに展開されます。

回線/VCのプロビジョニング
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ステップ 21 回線/VCが、[ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウの [回線/VC（Circuits/VCs）]ペ
インのリストに追加されているはずです。

サービス詳細の参考資料

次の表に、サービスレベルの EVCを定義する属性を示し、それらについて説明します。すべ
ての属性がすべての EVCタイプに関連するわけではないことに注意してください。

表 1 :サービスの詳細

説明属性

回線/VCを特定する一意の名前。サービス名（Service Name）

VCを識別するのに役立つ VCの説明。サービスの説明（Service
Description）

作成するサービスのタイプに基づいて事前に入力されています（EPL、EVPL、EP-LAN
など）。

サービスタイプ（ServiceType）

EVPNベースのコネクションを作成できます。EVPNを使用（Use EVPN）

VCを通過するフレームの最大サイズ（バイト単位）。値は 64～ 65535です。サー
ビスMTUは、サービスのすべてのUNIで定義されたMTU以下である必要がありま
す。

サービスMTU

VPLSまたは H-VPLS。マルチポイント EVCのコアテクノロジーを参照してくださ
い。

VPLSまたは H-VPLSの場合は、プロビジョニングウィザードを使用して
最大 20台のデバイスをプロビジョニングできます。

（注）

コアテクノロジー

マルチポイント EVCに関連します（VPLSと H-VPLSの両方）。このフィールドに
は、次の使用可能な擬似回線の IDが自動的に入力されます。この IDは、EVCの作
成プロセス中に変更できます（有効な値の範囲：1～ 4294967295）。EVCの変更時
には、IDは編集できません。

VPNIDはネットワーク全体で一意に使用されます。つまり、2つのサービ
スで同じ VPN IDが使用されることはありません。また、擬似回線の競合
を回避するため、ネットワークですでに設定されている擬似回線 IDをVPN
IDに使用することはできません。VPN ID値が [PW ID]フィールドに表示
されます。サービスの作成および変更時にマルチポイントサービスの PW
ID値を変更することはできません。

（注）

VPN ID
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説明属性

マルチポイント EVCおよびポイントツーポイント EVCに関連します。このフィー
ルドには、次の使用可能な擬似回線の IDが自動的に入力されます。この IDを編集
し、EVC作成プロセス時にポイントツーポイント EVCの場合にのみ値（有効値範
囲：1～ 4294967295）を割り当てることができます。EVCの変更時には、IDは編集
できません。

PW IDはネットワーク全体で一意に使用されます。つまり、2つのサービ
スで同じ PW IDが使用されることはありません。

（注）

PW ID

このVCで複数のVLANを有効にします。複数の CE-VLAN IDは、1つの EVCにバ
ンドルされます。

バンドリング

出力サービスフレームのCE-VLANIDが対応する入力サービスフレームのCE-VLAN
IDと同じ値であることを確認します。バンドリングが有効な場合、これを有効にす
る必要があります。

CE-VLAN IDの保持

出力サービスフレームのCE-VLANCoSが対応する入力サービスフレームのCE-VLAN
CoSと同じ値であることを確認します。CoSマーキングは変更できません。

CE-VLAN ID CoSの保持

新規 UNIの詳細リファレンス

次の表に、UNIとして指定されているポートに関連する属性とその説明をリストします。すべ
ての属性がすべての EVCタイプに関連するわけではないことに注意してください。

表 2 :新規 UNIの詳細（New UNI Details）

説明属性

インターフェイスを通過するパケットの最大伝送サイズ（バイト単位）。UNIのMTUは、サー
ビスレベルで定義されたMTU以上でなければなりません。

[ MTU]

速度とデュプレックスモードを自動的にネゴシエートするには、このチェックボックスをオン

にします。

自動ネゴシエーショ

ン（Auto
Negotiation）

ポートの速度。ポートでサポートされている場合は、速度を下げることができます。

[自動ネゴシエーション（Auto Negotiation）]チェックボックスをオンにすると、この
フィールドは使用できません。

（注）

速度
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説明属性

• [全二重（Full Duplex）]：UNIと顧客のアクセススイッチ間で、どちらの側も全二重をサ
ポートしていると仮定して、双方向の同時通信を使用します。一方の側が全二重をサポー

トしていない場合、ポートはダウンします。

• [自動ネゴシエーション（Auto-Negotiation）]：サポートされている内容に応じて、2つのデ
バイス間で合意されたモードを使用します。全二重が試行されますが、一方のデバイスが

それをサポートしていない場合、半二重が使用されます。

[自動ネゴシエーション（Auto Negotiation）]チェックボックスをオンにすると、この
フィールドは使用できません。

（注）

デュプレックスモー

ド（Duplex Mode）

UNIが複数の EVCインスタンスに参加できるようにします。[サービス多重化
（Service
Multiplexing）]

バンドルを有効にして、UNIが VCに参加できるようにします。バンドルについては、以下を
参照してください：サービス詳細の参考資料（22ページ）

[UNI許可バンドリン
グ（UNI Allows
Bundling）]

タグなしトラフィックに割り当てられた CE-VLANの ID。[タグなし CE-VLAN
ID（Untagged
CE-VLAN ID）]

UNIの入力または出力トラフィックに必須のQoSプロファイルを選択します。プロファイルの
一覧には、デバイスで設定され、システムによって検出されるポリシーマップおよびユーザー

定義の QoSプロファイルが含まれます。

[入力/出力 QoSプロ
ファイル

（Ingress/Egress QoS
Profile）]

UNI自体の QoSプロファイルを適用して、UNIの帯域幅プロファイルおよびその他の QoS属
性を定義します。UNIレベルで QoSプロファイルを適用する場合は、サービスレベルで QoS
プロファイルを適用しないでください。

[UNI QoSプロファイ
ル（UNI QoS
Profile）]

IEEE 803.1ahリンクの操作とメンテナンスを有効にします。リンク OAMが有効になっている
場合は、このUNIと顧客のアクセススイッチ間のリンクの状態に関連するイベントが表示され
ます。

[リンク OAMの有効
化（Enable Link
OAM）]

顧客アクセススイッチがこのUNI、VLAN ID、UNI上のサービスなどに関する情報を取得でき
るようにします。

[リンク管理の有効化
（Enable Link
Management）]

UNIサービス詳細の参照

次の表に、UNIに関連する EVCの属性（EVCがこのUNIでどのように動作するか、など）の
一覧と説明を示します。すべての属性がすべてのEVCタイプに関連しているとは限りません。
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QinQ属性については、選択したデバイスでサポートされている属性のみがウィザードに表示
されます。

（注）

表 3 : UNIサービス詳細

その他の情報説明属性

UNIの入力または出力トラフィックに必須の QoSプロファイルを
選択します。プロファイルの一覧には、デバイスで設定され、シス

テムによって検出されるポリシーマップおよびユーザー定義のQoS
プロファイルが含まれます。

リリース 4.0.0以降では、独立した列（[Sub-Policy]）は、
値 Trueを表示することによって、特定のポリシーがサブ
ポリシーであるかどうかを示します。サブポリシーでは

ないポリシーの場合は、関連付けられている [Sub-Policy]
列に値 NAが表示されます。

（注）

入力/出力サービスQoSプ
ロファイル（Ingress/Egress
Service QoS Profile）

さまざまな通信プロトコルの処理方法を決定するプロファイル。さ

まざまなプロトコルを使用するフレームは、トンネル化、ドロッ

プ、またはピアリングされます。詳細については、MEF 6.1を参照
してください。

レイヤ 2制御プロトコル
プロファイル（Layer 2
Control Protocol Profile）

E-Treeの場合：VCのUNIのロール（リーフまたはルート）を選択
します。

指定

E-Treeの場合：UNIがリーフとして指定された場合、このチェック
ボックスを選択して、ルートとリーフ間のアクティブな疑似回線を

作成できます。このチェックボックスは、単一デバイスに複数のエ

ンドポイントが存在する場合またはサービスに複数のルートが存在

する場合は表示されません。

ルートを指定したポイン

トツーポイント接続の使

用（Use point to point
connection with Root）

Dot1ADは、15.3(3)ソ
フトウェアバージョ

ンを実行している

ME3600デバイスでは
サポートされません。

UNIを入力するためにトラフィックに必要なタギングのタイプを選
択します。

• Dot1q：サービスインスタンスへのインターフェイスの 802.1q
フレーム入力のマッピング。

• Dot1ad：サービスインスタンスへのインターフェイスの802.1ad
フレーム入力のマッピング。

•デフォルト（Default）：このポートの他のどのVCにも割り当
てられないトラフィック。

•タグなし（Untagged）：VLANタグがないフレーム

一致（Match）

UNIに VLAN IDを自動的に割り当てるには、このチェックボック
スをオンにします。

VLANの自動割り当て
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その他の情報説明属性

[VLANの自動割り当
て（Auto Allocate
VLAN）]チェック
ボックスをオンにした

場合、このフィールド

は使用できません。

VLAN ID。1～ 4094の整数。ハイフンまたはカンマで区切られた
一連の VLAN IDを使用して VLAN IDの範囲を入力できます。

VLAN

VLANタギングの第 2レベルの VLAN ID。1～ 4094の整数。ハイ
フンまたはカンマで区切られた一連の VLAN IDを使用して VLAN
IDの範囲を入力できます。

内部 VLAN（Inner
VLAN(s)）

VLANタグのないトラフィックを VLANタグ付きのフレームとと
もにバンドルできます。

タグなしバンドル

（Untagged Bundled）

優先順位タグ付きトラフィックを VLANタグ付きフレームととも
にバンドルできます。

優先順位タグ付きバンド

ル（Priority Tagged
Bundled）

IOS-XRデバイスにの
み適用されます。

サービスによる伝送対象として一致していない追加の VLANタグ
が付けられたトラフィックのアドミタンスを防止します。

完全一致（Exact）

IOSデバイスにのみ適
用されます。

フレームに関連付ける必要がある外部 VLANサービスクラス ID。
CoS IDは、0～ 7の範囲の整数です。

外部 VLAN CoS（Outer
VLAN CoS）

IOSデバイスにのみ適
用されます。

フレームに関連付ける必要がある内部 VLANサービスクラス ID。
CoS IDは、0～ 7の範囲の整数です。

内部 VLAN CoS（Inner
VLAN CoS）

IOSデバイスにのみ適
用されます。

サービスを指定された EtherTypeのフレームのみ伝送するように制
限します。

• IPv4
• IPv6
• PPPoE-All
• PPPoE-Discovery
• PPPoE-Session

E-Type
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その他の情報説明属性

変換アクションは、

IOS-XRデバイスにの
みに適用されます。

フレームが UNIに入ったときに実行するカプセル化調整。

•なし
•ポップ（Pop）：入力のフレームから 1個または 2個の VLAN
タグを削除し、出力で追加します。

•プッシュ（Push）：入力のフレームから1個または2個のVLAN
タグ（Dot1qまたは Dot1adタグ）を追加し、出力で削除しま
す。

•変換（Translate）：VLANタグを新しい VLANタグ（Dot1qま
たはDot1adタグ）で置き換えます。変換は、1:1、1:2、2:1、ま
たは 2:2です。

定義書き換えアクション

（Rewrite Definition
Action）

サービス OAM

サービスレベルで、EVCのモニターリングとトラブルシューティングを可能にする EOAM
（Ethernet Operations, Administration and Management）パラメータを定義できます。実際には、
EVCのエンドポイント上の接続障害管理（CFM）コンポーネントを設定することになります。

ポイントツーポイント EVCでは、一方向（UNI Aから UNI Zへなど）または双方向で OAM
パラメータを定義できます。マルチポイントEVCでは、送信元と送信先のMEPグループを定
義してから、EVCエンドポイントを特定のMEPグループに関連付けることができます。

CFMの詳細とデバイスレベルの CFM設定については、EOAMの障害とパフォーマンスのモ
ニターリングを設定するを参照してください。

次のように、プロビジョニングウィザードの [カスタマーサービスの詳細（Customer Service
Details）]ページの [サービスOAM（ServiceOAM）]セクションを使用して、モニターするサー
ビスフレームの仕様を定義し、そのフレームに適用する OAMプロファイルを定義します。

• [送信元（From）]：EVCを経由するトラフィックフローの送信元。
• [送信先（To）]：EVCを経由するトラフィックフローの送信先。
• [方向（Direction）]（Eツリーのみ）：リーフとルート間またはルートからルートへのト
ラフィックフローの方向。

[送信元（From）]フィールドと [送信先（To）]フィールドに入力すると、MEPグループ、つ
まり、順序付けされた UNIのセットが作成されます。ウィザードの次のページで、UNIをこ
れらのMEPグループの 1つに関連付けます。

（注）

• [CoS]：フレームに関連付ける必要のあるサービスクラス識別子。
• [OAMプロファイル（OAM Profile）]：パフォーマンスモニターリングを有効にするため
にフレームに適用する必要のある OAM属性のセット。次の OAMプロファイルを選択に
使用できます。
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パフォーマンスモニターリング1：コミュニティチェックと合成損失測定を有効にし
ます。このプロファイルは、ポイントツーポイントとマルチポイントの両方の EVC
をサポートします。

•

• [パフォーマンスモニターリング 2（PerformanceMonitoring 2）]：コミュニティチェッ
ク、合成損失測定、およびシングルエンド遅延測定を有効にします。このプロファイ

ルは、ポイントツーポイントとマルチポイントの両方の EVCをサポートします。
• [パフォーマンスモニターリング 3（PerformanceMonitoring 3）]：コミュニティチェッ
ク、合成損失測定、およびデュアルエンド遅延測定を有効にします。このプロファイ

ルは、ポイントツーポイントとマルチポイントの両方の EVCをサポートします。
• [パフォーマンスモニターリング 3（PerformanceMonitoring 3）]：コミュニティチェッ
ク、合成損失測定、およびデュアルエンド遅延測定を有効にします。このプロファイ

ルは、フレームサイズ64（損失および遅延）、履歴間隔2（遅延）および5（損失）、
集約間隔 60をサポートします。

• [パフォーマンスモニターリング 4（PerformanceMonitoring 4）]：コミュニティチェッ
ク、合成損失測定、およびデュアルエンド遅延測定を有効にします。このプロファイ

ルは、フレームサイズ 152（損失および遅延）、履歴間隔 10、集約間隔 300（5分間
のサンプル）をサポートします。

• [コミュニティチェック間隔（Continuity Check Interval）]：コミュニティチェックメッ
セージの間隔。

UNIとしてのデバイスおよびインターフェイスの設定
ユーザーネットワークインターフェイス（UNI）は、サブスクライバ（カスタマーエッジ
（CE））の責任とサービスプロバイダ（プロバイダエッジ（PE））の責任とを分ける、物理
的な責任分界点です。

UNIは EVCのエンドポイントの境界を定めるため、デバイスのインターフェイスを UNIとし
て設定することは、VCプロビジョニングで不可欠の部分となります。UNIは、VCの作成時
に設定できます。あるいは、VCの作成とは別の UNIを設定することもできます。設定した
UNIは、VCの作成時に使用可能になります。

UNIを設定するには、次の手順に従います。

ステップ 1 新規キャリアイーサネット EVCの作成およびプロビジョニング（13ページ）の説明に従って、プロビ
ジョニングウィザードにアクセスします。

ステップ 2 [テクノロジーの選択（Select Technology）]ドロップダウンリストから Carrier Ethernetを選択します。

ステップ 3 [サービスタイプ（Service Types）]リストから UNIを選択します。

ステップ 4 Nextをクリックして [カスタマーサービスの詳細（Customer Service Details）]ページに移動します。

ステップ 5 UNIの一意の名前と説明を入力し、必要に応じて顧客を関連付けます。

ステップ 6 UNIのサービス属性を次のように定義します。

• [すべてを 1つにバンドル（All to One Bundling）]：UNIを VC専用にするポートベースの VCの場
合。有効にすると、すべての CE-VLAN IDが 1つの VCにバンドルされます。[すべてを 1つにバン
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ドル（All to One Bundling）]を選択すると、[多重化（Multiplexing）]と [バンドリング（Bundling）]
は選択できなくなります。

• [サービス多重化（ServiceMultiplexing）]：UNIを複数のVCで共有するVLANベースのVCの場合。
有効にすると、UNIを複数の EVCインスタンスに参加させることができます。

• [バンドリング（Bundling）]：UNIに複数の VLANを使用することができます。複数 CE-VLAN ID
が 1つの EVCにバンドルされます。

ステップ 7 [展開（Deploy）]で、完了時にただちに UNIを展開するか、デバイスに展開する前に CLIのプレビュー
を表示するかを選択します。

ステップ 8 Nextをクリックして [UNIの詳細（UNI Details）]定義ページに移動します。

ステップ 9 UNIとして設定するデバイスとポートを選択します。

ステップ 10 新規 UNIの詳細リファレンス（23ページ）の説明に従って、UNIの属性を設定します。

ステップ 11 Submitをクリックします。完了時に回線を展開するように選択していた場合は、ジョブが作成され、必
要な CLIがデバイスに展開されます。実際にデバイスに展開する前に CLIのプレビューを表示すること
を選択した場合、この時点でプレビューが表示されます。CLIを確認します。属性のいずれかを変更す
る場合は、[属性の編集（Edit Attributes）]をクリックします。それ以外の場合は、Deployをクリックし
ます。

デバイスとインターフェイスを ENNIとして設定する
External Network to Network Interface（ENNI）は、各オペレータネットワークが別々の管理認
証局の制御下にある 2つのMetro Ethernet Network（MEN）間のインターフェイスである参照
ポイントを指定します。ENNIは、サービスの特性を維持しながら、複数のオペレータMEN
全体でのイーサネットサービスの拡張をサポートするように設計されています。

Eアクセス VCをプロビジョニングする場合は、隣接するネットワーク経由でトラフィックを
伝送する ENNIを定義する必要があります。ENNIの設定は VC作成プロセスで行うことがで
きます。または、VC作成とは無関係に ENNIを設定できます。このような ENNIは VC作成
中に選択できます。

ENNIを設定するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 新規キャリアイーサネット EVCの作成およびプロビジョニング（13ページ）の説明に従って、プロビ
ジョニングウィザードにアクセスします。

ステップ 2 [テクノロジーの選択（Select Technology）]ドロップダウンリストから Carrier Ethernetを選択します。

ステップ 3 [サービスタイプ（Service Types）]リストから ENNIを選択します。

ステップ 4 Nextをクリックして [カスタマーサービスの詳細（Customer Service Details）]ページに移動します。

ステップ 5 ENNIの一意の名前と説明を入力し、必要に応じて、顧客/オペレータに関連付けます。

ステップ 6 [展開（Deploy）]で、ENNIを完了時にすぐに展開するか、最初にデバイスに展開するCLIのプレビュー
を表示するかを選択します。
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ステップ 7 Nextをクリックして、[ENNIの詳細（ENNI Details）]定義ページに移動します。

ステップ 8 ENNIとして設定するデバイスとポートを選択します。

ステップ 9 ENNIに関する次のパラメータを定義します。

• MTU：インターフェイスを通過するパケットのバイト単位の最大伝送サイズ。ENNIのMTUは1526
より大きくする必要があります。

•速度：これがサポートされていれば、必要に応じて、ポートの速度を抑えることができます。

ステップ 10 Submitをクリックします。完了時に回線を展開するように選択していた場合は、ジョブが作成され、必
要な CLIがデバイスに展開されます。実際にデバイスに展開する前に、CLIのプレビューを表示するよ
うに選択していた場合は、ここでプレビューが表示されます。CLIを確認します。属性のいずれかを変
更する場合は、[属性の編集（Edit Attributes）]をクリックします。それ以外の場合は、Deployをクリッ
クします。

セグメントルーティング

セグメントルーティングの設定

セグメントルーティング（SR）は、送信元ルーティングを実行するための柔軟でスケーラブ
ルな方法です。送信元ルータは、明示的パスまたは内部ゲートウェイプロトコル（IGP）最短
パスのいずれかを選択し、パケットヘッダー内のパスをセグメントの順序付きリストとしてエ

ンコードします。セグメントは、ネットワークの宛先への完全なルートを形成するためにルー

タを組み合わせることができるサブパスを表しています。各セグメントは、新しい IGP拡張機
能を使用してネットワーク全体に配布されるセグメント識別子（SID）で識別されます。

各ルータ（ノード）と各リンク（隣接関係）には関連付けられた SIDがあります。ノードセ
グメント識別子はグローバルに一意であり、IGPで決定されたルータへの最短パスを表しま
す。ネットワーク管理者は各ルータに予約されたブロックからノード IDを割り当てます。一
方、隣接関係セグメント IDはローカルで有効なものであり、出力インターフェイスなどの隣
接ルータに固有の隣接関係を表します。ルータは、ノード IDの予約済みブロック外の隣接関
係識別子を自動的に生成します。MPLSネットワークでは、セグメント識別子はMPLSラベル
スタックエントリとしてエンコードされます。セグメント IDは指定したパスに沿ってデータ
を移動します。ノードセグメントはマルチホップパスを使用できますが、隣接関係セグメン

トはワンホップパスです。

SRポリシー可視化オーバーレイは、サブインターフェイスではサポートされていません。（注）

セグメントルーティングポリシーの作成とプロビジョニング

SRポリシーを作成し、プロビジョニングするには、次の手順を実行します。
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始める前に

SRポリシーのプロビジョニングの前に、次の前提条件が満たされていることを確認します。

•デバイス上とルータプロトコルレベル（ISIS / OSPF）でMPLS TEが有効になっている。

• SR-TEは、traffic-engの優先オプションとして設定されていなければならない。

•ブロックレベルとループバックインターフェイスのラベル割り当て

ステップ 1 左側のプレーンで、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネットワークトポロジ
（Network Topology）]を選択します。

ステップ 2 ツールバーで [デバイスグループ（Device Group）]ボタンをクリックし、マップに表示されるデバイス
のグループを選択します。

ステップ 3 [回線/VC（Circuits/VCs）]タブで、[+]アイコンをクリックします。これにより、マップの右側に新しい
ペインが開き、[プロビジョニングウィザード（Provisioning Wizard）]が表示されます。

ステップ 4 [テクノロジー（Technology）]ドロップダウンリストでSegment Routingを選択すると、CiscoEPNManager
は [サービスタイプ（Service Type）]領域に関連する回線/VCタイプのリストを表示します。

ステップ 5 [サービスタイプ（Service Type）]リストで、[SRポリシー（SR Policy）]を選択します。

ステップ 6 さまざまなサービスの属性を設定するプロファイルを定義している場合、[プロファイルの選択（Select
Profile）]ドロップダウンリストから必要なプロファイルを選択します。回線/VCプロファイル （148
ページ）を参照してください。

ステップ 7 Nextをクリックして [サービスの詳細（Service Details）]ページに移動します。

ステップ 8 （オプション）ポリシーの作成対象の顧客を選択します。リストに顧客が表示されない場合は Inventory
> Other > Customersに移動し、システムで顧客を作成してからプロビジョニングウィザードを再起動し
ます。

ステップ 9 サービスの詳細を入力します。

サービスの詳細は、[Activate]チェックボックス、[Name]、および [Description]で構成されます。[Activate]
チェックボックスを使用して、ポリシーの動作ステータスを [Up]または [Down]に設定します。

ステップ 10 ポリシーの詳細を入力します。詳細については、[ポリシーの詳細（PolicyDetails）]のフィールドリファ
レンス：SRポリシー（32ページ）を参照してください。

ステップ 11 [自動ルートの設定（Autoroute Settings）]の詳細を入力します。詳細については、[自動ルート設定の詳
細（Autoroute Settings Details）]のフィールドリファレンス：SRポリシー（32ページ）を参照してくだ
さい。

ステップ 12 [デプロイアクション（Deployment Action）]フィールドに、ポリシー作成プロセス終了時のアクション
を指定します。実際に展開する前に、該当するデバイスに展開される設定のプレビューを表示するよう

に指定することも、完了時にすぐに設定を展開するように指定することもできます。詳細については、

プロビジョニング順序の保存とスケジュール（108ページ）を参照してください。

ステップ 13 Nextをクリックして、[パスおよび制約の詳細（Path and Constraint Details）]ページに移動します。

ステップ 14 [候補パス（Candidate Paths）]、[パスの詳細（Path Details）]、および [パスの制約の詳細（Path Constraint
Details）]を指定します。詳細については、パスおよび制約の詳細のフィールド参照：SRポリシー（33
ページ）を参照してください。
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ステップ 15 Nextをクリックし、[テンプレートの詳細（Template Details）]ページに移動します。テンプレートの詳
細については、テンプレートを使用した回線/VCの拡張（150ページ）を参照してください。

ステップ 16 [送信（Submit）]をクリックします。選択した展開アクションに応じて、関連するアクションが実行さ
れます。つまり、設定のプレビューを選択した場合は、設定を表示できるプレビューページが表示され、

その後に [展開（Deploy）]をクリックします。展開を選択した場合、設定は関連するデバイスに直接展
開されます。

[ポリシーの詳細（Policy Details）]のフィールドリファレンス：SRポリシー

次の表に、セグメントルーティングポリシーを作成するためのポリシーの詳細を定義する属

性のリストを示し、説明します。

表 4 : [ポリシーの詳細（Policy Details）]セクションの参照：SRポリシー

説明属性

ポリシー名を入力します。ポリシー名

ドロップダウンリストからヘッドエンドを選択します。ヘッドエンド（Head
End）

カラー値の範囲は 1～ 4294967295です。カラー

ドロップダウンリストからエンドポイントを選択します。エンドポイント（End
Point）

明示的なバインド SID（Explicit Binding SID）の範囲は 16～ 1048575
です。

明示的なバインド SID

帯域幅の値の範囲は [帯域幅の単位（Bandwidth Unit）]フィールドで
選択した値によって異なります。

帯域幅（Bandwidth）

ドロップダウンリストから値を選択します。使用可能なオプション

は、[Kbps]、[Mbps]、および [Gbps]です。
帯域幅の単位

（Bandwidth Unit）

[帯域幅（Bandwidth）]フィールドと [帯域幅の単位（Bandwidth Unit）]フィールドは [ダイナ
ミックとPCE（Dynamic With PCE）]パスタイプにのみ適用されます。

（注）

[自動ルート設定の詳細（Autoroute Settings Details）]のフィールドリファレンス：SRポ
リシー

次の表に、セグメントルーティングポリシーを作成するための自動ルート設定の詳細を定義

する属性のリストを示し、説明します。
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表 5 : [自動ルート設定の詳細（Autoroute Settings Details）]セクションの参照：SRポリシー

説明属性

ドロップダウンリストから値を選択します。使用可能なオプションは

[一定（Constant）]および [相対（Relative）]です。
自動メトリックモード

（Auto Metric Mode）

[自動メトリックモード（Auto Metric Mode）]フィールドで選択した
値に応じて、自動メトリック値（Auto Metric Value）の範囲が変わり
ます。[一定（Constant）]の場合、範囲は 1～ 2147483647です。[相
対（Relative）]の場合、範囲は -10～ 10です。

自動メトリック値

（Auto Metric Value）

すべての IPプレフィックスを許可する場合は、このチェックボック
スをオンにします。

すべてのプレフィック

スを許可（Allow All
Prefixes）

このフィールドは [すべてのプレフィックスを許可（Allow All
Prefixes）]チェックボックスをオンにしていない場合にのみ表示され
ます。必要なプレフィックスをテーブルに追加します。

許可プレフィックス

（Allowed Prefixes）

パスおよび制約の詳細のフィールド参照：SRポリシー

次の表に、セグメントルーティングポリシーを作成するためのパス制約の詳細を定義する属

性のリストを示し、説明します。

表 6 : [パス制約の詳細（Path Constraint Details）]セクションの参照：SRポリシー

説明属性

候補パス（Candidate Paths）

SRポリシーに必要なパスを選択します。値は、[ダイナミック
（Dynamic）]、[明示的（Explicit）]、および [ダイナミックとPCE
（Dynamic With PCE）]です。

Path Type

候補パスの設定値の範囲は 1～ 65535です。設定

[ダイナミック（Dynamic）]および [ダイナミックとPCE（DynamicWith PCE）]パスタイプの
パスの詳細：

必要な [メトリックタイプ（Metric Type）]を選択します。値は、
[IGP]、[遅延（Latency）]、[TE]、および [ホップ数（HopCount）]で
す。

メトリックタイプ

必要な [メトリックマージンタイプ（Metric Margin Type）]を選択し
ます。値は [絶対（Absolute）]および [相対（Relative）]です。

メトリックマージンタ

イプ（Metric Margin
Type）

[メトリックマージン値（Metric Margin Value）]の範囲は 0～
2147483647です。

メトリックマージン値

（Metric Margin
Value）

回線/VCのプロビジョニング
33

回線/VCのプロビジョニング

パスおよび制約の詳細のフィールド参照：SRポリシー



説明属性

[SIDの上限（Max SID Limit）]は 1～ 255です。SIDの上限（Max SID
Limit）

[明示的（Explicit）]パスタイプのパスの詳細：

新しいセグメントリストを作成する場合は、このチェックボックスを

オンにします。

新しいセグメントリス

ト（New Segment
List）

このフィールドは [新しいセグメントリスト（New Segment List）]
チェックボックスがオンになっている場合に表示されます。

セグメントリスト名

（Segment List Name）

このフィールドは [New Segment List]チェックボックスがオフになっ
ている場合に表示されます。ドロップダウンリストからセグメントリ

ストを選択します。

既存のセグメントリス

ト（Existing Segment
List）

重みの範囲は 1～ 4294967295です。Weight

パスの詳細を入力する場合は、[+]アイコンをクリックし、[セグメントリスト名
（Segment List Name）]と [重み（Weight）]を入力して、セグメントリストに詳細
を追加する必要があります。

[新しいセグメントリスト（New Segment List）]チェックボックスがオンになって
いる場合は、セグメントテーブルがアクティブになり編集できます。

（注）

• [+]をクリックしてセグメントを追加できます。[インデックス（Index）]の値
を入力し、[デバイス（Device）]、[セグメントタイプ（Segment Type）]、およ
び [インターフェイス（Interface）]をそれぞれのドロップダウンリストから選
択します。

•セグメントを複数追加した場合は、セグメントウィンドウで上矢印または下矢
印を使用して目的のキューに配置できます。

•セグメントを作成中の場合にのみ、セグメントウィンドウでセグメントを編集
または削除することもできます。作成したセグメントリストは、その後変更で

きません。

•また、ラベルが割り当てられていないインターフェイスにラベルを割り当てる
こともできます。

パスの制約の詳細（Path Constraint Details）

適切なアフィニティ操作を個別に選択し、関連する詳細を指定しま

す。値は、[いずれかを除外する（Exclude-Any）]、[いずれかを含め
る（Include-Any）]、および [すべて含める（Include-All）]です。

アフィニティ操作

（Affinity Operation）
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説明属性

ドロップダウンリストから名前を選択します。いずれかのアフィニ

ティ名を除外する

（Exclude Any Affinity
Names）

このフィールドは [いずれかを含める（Include-Any）]が選択されてい
る場合に表示されます。ドロップダウンリストから、追加するアフィ

ニティ名を選択します。

いずれかのアフィニ

ティ名を含める

（Include Any Affinity
Names）

このフィールドは [すべて含める（Include-All）]が選択されている場
合に表示されます。ドロップダウンリストから、追加するアフィニ

ティ名を選択します。

すべてのアフィニティ

名を含める（Include
All Affinity Names）

[SIDアルゴリズム（SID Algorithm）]の範囲は 128～ 255です。SIDアルゴリズム
（SID Algorithm）

ドロップダウンリストから値を選択します。値は、[リンク（Link）]、
[ノード（Node）]、[Srlg]、および [Srlg-Node]です。

ディスジョイントグ

ループのタイプ

（Disjoint Group
Type）

[グループIDの分離（Disjoint Group Id）]の範囲は 1～ 65535です。ディスジョイントグ

ループ ID（Disjoint
Group Id）

[ディスジョイントサブグループID（Disjoint Sub Group Id）]の範囲は
1～ 65535です。

ディスジョイントサブ

グループ ID（Disjoint
Sub Group Id）

セグメントルーティングポリシーを使用したキャリアイーサネット

サービスの作成とプロビジョニング

Cisco EPNManagerは、セグメントルーティングトラフィックエンジニアリング（SR-TE）ポ
リシーを使用して、EPLのプロビジョニング、EVPL、アクセス EPL、アクセス EVPLキャリ
アイーサネットのポイントツーポイントサービスをサポートしています。CEサービスの変更
時に SR-TEポリシーを変更できます。回線/VC 360*の [関連回線/VC（Related Circuits/VC）]
タブを使用して、このサービスに関連付けられたSRポリシーを表示できます。SRポリシーの
場合、バックアップパスの可視化はオーバーレイで使用できます。[バックアップパスの表示
（ShowBackupPath）]を展開し、除外するノードまたはリンクを選択できます。[適用（Apply）]
をクリックすると、新しいバックアップパスが表示されます。

SRポリシーを使用して EVPLサービスを作成およびプロビジョニングするには、次の手順を
実行します。
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ステップ 1 左側のプレーンで、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネットワークトポロジ
（Network Topology）]を選択します。

ステップ 2 ツールバーで [デバイスグループ（Device Group）]ボタンをクリックし、マップに表示するデバイスの
グループを選択します。

ステップ 3 [回線/VC（Circuits/VCs）]タブで、[+]アイコンをクリックします。これにより、マップの右側に新しい
ペインが開き、[プロビジョニングウィザード（Provisioning Wizard）]が表示されます。

ステップ 4 [テクノロジー（Technology）]ドロップダウンリストでCarrier Ethernetを選択すると、CiscoEPNManager
は [サービスタイプ（Service Type）]領域に関連する回線/VCタイプのリストを表示します。たとえば、
キャリアイーサネットサービスタイプには EPL、EVPL、EP-LANなどが含まれます。

ステップ 5 [サービスタイプ（Service Type）]リストから、作成する回線/VCのタイプを選択します。たとえば、
EVPLなどです。

ステップ 6 さまざまなサービスの属性を設定するプロファイルを定義している場合、[プロファイルの選択（Select
Profile）]ドロップダウンリストから必要なプロファイルを選択します。回線/VCプロファイル （148
ページ）を参照してください。

ステップ 7 Nextをクリックして [サービスの詳細（Service Details）]ページに移動します。

ステップ 8 （オプション）EVPLの作成対象顧客を選択します。リストに顧客が表示されない場合は Inventory >
Other>Customersに移動し、システムで顧客を作成してからプロビジョニングウィザードを再起動しま
す。

ステップ 9 サービスの詳細を入力します。フィールドと属性の説明については、サービス詳細の参考資料（22ペー
ジ）を参照してください。

ステップ 10 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 11 [展開アクション（DeploymentAction）]フィールドに、EVPL作成プロセス完了時のアクションを指定し
ます。実際に展開する前に、該当するデバイスに展開される設定のプレビューを表示するように指定す

ることも、完了時にすぐに設定を展開するように指定することもできます。詳細については、プロビジョ

ニング順序の保存とスケジュール（108ページ）を参照してください。

ステップ 12 Nextをクリックして UNIを定義するページに移動します。E-Accessの場合、ENNIを定義するページも
あります。

ステップ 13 UNIとして機能するデバイスとインターフェイスを識別します。

エンドポイントのいずれかが、Cisco EPNManagerで管理されないデバイス上のインターフェイ
スである場合、[管理対象外（Unmanaged）]チェックボックスをオンにして、その管理対象外デ
バイスの情報を入力します。アンマネージドエンドポイントを使用した回線/VCのプロビジョ
ニング（150ページ）を参照してください。

（注）

ステップ 14 新しいUNIを作成している場合は、新しいUNIの詳細を入力します。フィールドと属性の説明について
は、新規 UNIの詳細リファレンス（23ページ）を参照してください。

ステップ 15 UNIサービスの詳細を入力します。フィールドと属性の説明については、UNIサービス詳細の参照（24
ページ）を参照してください。

ステップ 16 エンドポイントのいずれかが、Cisco EPNManagerで管理されないデバイス上のインターフェイスである
場合、[管理対象外（Unmanaged）]チェックボックスをオンにして、その管理対象外デバイスの情報を入
力します。詳細については、アンマネージドエンドポイントを使用した回線/VCのプロビジョニング
（150ページ）を参照してください。
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ステップ 17 H-VPLSをコアテクノロジーとして使用する E-LAN EVCおよび E-TREE EVCの場合、プライマリハブ
とセカンダリハブとして機能するデバイスをそれぞれ選択します。

ステップ 18 E回線 EVC、Eアクセス EVCの場合：[疑似回線の設定（Pseudowire Settings）]ページで、次のようにし
て EVCが経由するセグメントルーティングの SR-TEポリシーを選択できます。

1. [静的優先パス（Static Preferred Path）]チェックボックスをオンにして、サービスの静的ルートを割
り当てます。

Eアクセスの場合、このチェックボックスは表示されません。（注）

2. [SRポリシー（SR Policy）]オプションボタンをクリックします。

3. [優先パス（A-Z）（Preferred Path (A-Z)）]および [優先パス（Z-A）（Preferred Path (Z-A)）]ドロッ
プダウンリストのそれぞれから SR-TEポリシーを選択します。

[優先パス（A～Z）（Preferred Path (A-Z)）]と [優先パス（Z～A）（Preferred Path (Z-A)）]
はどちらもオプションのフィールドです。

（注）

4. 新規キャリアイーサネット EVCの作成およびプロビジョニング（13ページ）でステップ 5～ 8を
繰り返します。

ステップ 19 新規キャリアイーサネット EVCの作成およびプロビジョニング（13ページ）でステップ 20～ 22を繰
り返します。

光/DWDMネットワークの回線のプロビジョニング
• Cisco EPN Manager光/DWDMネットワークプロビジョニングサポートの概要（38ペー
ジ）

•光回線のプロビジョニングの前提条件（39ページ）

• OCH回線の作成とプロビジョング（40ページ）

• IOS-XRプラットフォームベースのデバイスを直接接続するOCHトレール回線の作成とプ
ロビジョニング（51ページ）

•互いに異なる 2つのOCHトレールUNI回線の作成およびプロビジョニング（53ページ）

•メディアチャネルグループ SSON回線の作成とプロビジョニング（55ページ）

•メディアチャネル SSON回線の作成とプロビジョニング（56ページ）

• OTN回線の作成とプロビジョング（61ページ）

• ODU回線の作成とプロビジョング（69ページ）
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Cisco EPN Manager光/DWDMネットワークプロビジョニングサポート
の概要

Cisco EPNManagerは、高密度波長分割多重（DWDM）光チャネル（OCH）の回線タイプのプ
ロビジョニングをサポートします。DWDMの光技術は、既存の光ファイババックボーン上の
帯域幅を広げるために使用されます。これは同じ光ファイバ上で異なる波長の複数の信号を同

時に結合して送信します。実際には、1つの光ファイバが複数の仮想光ファイバに変換されま
す。

Cisco EPN Managerは、次の光回線をサポートします。

•高密度波長分割多重（DWDM）光チャネルの（OCH）回線：以下は、光チャネルのさま
ざまな回線タイプです。

•光チャネルネットワーク接続（OCHNC）WSON：OCHNC WSON回線は、指定され
た Cバンド波長で 2つの光ノード間の接続を確立します。詳細については、Optical
Channel Network Connection（OCHNC）WSONを参照してください。

•光チャネルクライアント接続（OCHCC）WSON：OCHCC WSON回線は、OCHNC
WSONを拡張して、送信元クライアントポートからTXP/MXPカードの接続先クライ
アントポートへの光接続を作成します。詳細については、光チャネルクライアント

接続（OCHCC）WSONを参照してください。

•光チャネル（OCH）トレールWSON：OCHトレールWSON回線は、OCHCC WSON
回線を伝送します。詳細については、光チャネル（OCH）トレイルWSONを参照し
てください。

• NCS1002、NCS55xx、およびASR9Kデバイスを接続する光チャネル（OCH）トレー
ル：この OCHトレール回線は、NCS 1002、NCS 55xx、または ASR 9Kデバイスの送
信元トランクポートから別の同様なデバイスの宛先トランクポートへの光接続を作

成します。詳細については、NCS 1002、NCS 55xx、および ASR 9Kデバイスを接続
する光チャネル（OCH）トレールを参照してください。

•光チャネル（OCH）トレールのユーザー/ネットワーク間インターフェイス（UNI）：
OCHトレールの UNI回線は、Cisco NCS 2000シリーズのデバイスと Cisco NCS 4000
シリーズのデバイス間の接続を確立します。詳細については、光チャネル（OCH）ト
レールのユーザー/ネットワーク間インターフェイス（UNI）を参照してください。

•スペクトラムスイッチド光ネットワーク（SSON）：SSON回線を使用すると、スパ
ン内のより多くのチャンネルを表示できます。SSON機能を使用すると、回線をメ
ディアチャネルグループ内に作成した場合に、回線が互いに近くに配置されます。

詳細については、Spectrum Switched Optical Network（SSON）回線を参照してくださ
い。

•光トランスポートネットワーク（OTN）：OTN回線は、Resource Reservation Protocol
（RSVP）シグナリングを使用して、イングレスとイーグレスのノード間に静的または動
的に確立できます。詳細については、光トランスポートネットワーク（OTN）回線を参
照してください。
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•光チャネルデータユニットユーザー/ネットワーク間インターフェイス（ODUUNI）：
ODU UNI回線は、OTNアーキテクチャを経由する実際のエンドツーエンドのクライ
アントサービスを表します。詳細については、光チャネルデータユニットのユー

ザー/ネットワーク間インターフェイス（ODU UNI）を参照してください。

•光チャネルデータユニット（ODU）トンネル：ODUトンネル回線は、ODU UNIを
伝送します。詳細については、光チャネルデータユニット（ODU）トンネルを参照
してください。

•光チャネルデータユニット（ODU）を介した光チャネルペイロードユニット
（OPU）：ODUを介した OPU回線は、2つの顧客指定宅内間の高帯域幅のポイント
ツーポイント接続を提供します。これらの回線は、ODU UNI回線を使用して、ネッ
トワーク経由でクライアント信号を伝送します。詳細については、Optical Channel
Payload Unit（OPU）Over Optical Channel Data Unit（ODU）を参照してください。

•光チャネルデータユニットのユーザー/ネットワークインターフェイス（ODUUNI）
ヘアピン：ODUUNIヘアピン回線はODUUNI回線に似ていますが、管理プレーンで
作成され、送信元と宛先は同じデバイスですが、インターフェイスが異なる内部ノー

ド回線です。詳細については、光チャネルデータユニットのユーザー/ネットワーク
間インターフェイス（ODU UNI）ヘアピンを参照してください。

•光チャネルデータユニット（ODU）：光チャネルデータユニット（ODU）は、OTU
コントローラのサブコントローラとして作成されます。ODUには、光チャネルをサ
ポートするメンテナンス機能と操作機能の情報が含まれています。詳細については、

光チャネルデータユニット（ODU）を参照してください。

光回線のプロビジョニングの前提条件

以下は光回線をプロビジョニングするための前提条件です。

• Cisco EPN Managerは、Wavelength Switched Optical Network（WSON）回線と非WSON回
線の両方をサポートします。ただし、非WSON回線については、Cisco EPNManagerは、
回線オーバーレイ、回線 360度ビュー、マルチレイヤトレースビュー、および回線の詳
細が含まれる回線検出のみをサポートします。Cisco EPNManagerは、非WSON回線のプ
ロビジョニング、有効化、非アクティブ化、保護スイッチアクション、および変更をサ

ポートしません。

•デバイス間の通信は、光回線をプロビジョニングする前にセットアップする必要がありま
す。

•光回線をプロビジョニングするデバイスのインベントリ収集の状態は [完了（Completed）]
である必要があります。これを確認するには、[インベントリ（Inventory）] > [デバイス
管理（Device Management）] > [ネットワークデバイス（Network Devices）]に移動し、
[最後のインベントリ収集ステータス（Last Inventory Collection Status）]列でステータスを
確認します。

• DWDMグリッドユニットは、波長または周波数に設定する必要があります。これには、
[管理（Administration）] > [設定（Settings）] > [システム設定（System Settings）] > [回
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線/VC表示（Circuits/VCs Display）]を選択し、、[DWDMグリッド単位（DWDM Grid
Unit）]エリアで [波長（ナノメートル（nm））（Wavelength (Nanometer (nm))）]または
[周波数（テラヘルツ（THz））（Frequency (Terahertz (THz))）]を選択します。

•ソフトウェアバージョン 10.7以降で動作しているNCS 2000シリーズのデバイスを使用し
てOCHNCまたはメディアチャネルNC回線をプロビジョニングする前に、シスコのトラ
ンスポートコントローラ（CTC）またはCisco EPNManagerのいずれかでUNI設定を必ず
作成してください。

•必要に応じて、システムに顧客を作成し、回線/VCの作成およびプロビジョニングプロセ
ス中に顧客に回線/VCを関連付けられるようにする必要があります。左のサイドバーから
[インベントリ（Inventory）] > [その他（Other）] > [顧客（Customers）]を選択して、顧
客を作成および管理します。

• NC57-18DD-SEカードの場合、次のコマンド形式を使用して、ポート 0〜 17および 24〜
29を 400Gモードで再利用します。

hw-module port-range <start port> <end port> location <loc> mode
<port_mode>

例：hw-module port-range 8 9 location 0/1/CPU0 mode 400

OCH回線の作成とプロビジョング
OCH回線をプロビジョニングするには、次の手順を実行します。

始める前に

オプティカル回線をプロビジョニングする前の前提条件については、光回線のプロビジョニン

グの前提条件（39ページ）を参照してください。

ステップ 1 左側のサイドバーのメニューから、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネット
ワークトポロジ（Network Topology）]の順に選択します。

ステップ 2 [デバイスグループ（Device Groups）]をクリックして、OCH回線を作成する場所を選択します。

ステップ 3 [デバイスグループ（Device Groups）]ポップアップウィンドウを閉じます。

ステップ 4 [ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウで [回線/VC（Circuits/VCs）]をクリックしま
す。

ステップ 5 [回線/VC（Circuits/VCs）]タブをクリックし、[回線/VC（Circuits/VCs）]ペインツールバーで [+]（[作成
（Create）]）アイコンをクリックします。マップの右側の新しいペインでプロビジョニングウィザード
が開きます。

（プロビジョニングウィザードを表示するもう1つの方法として、[設定（Configuration）]> [ネットワー
ク（Network）] > [サービスプロビジョニング（Service Provisioning）]の順に選択する方法がありま
す。）

ステップ 6 [テクノロジー（Technology）]ドロップダウンリストから [光（Optical）]を選択すると、Cisco EPN
Managerは関連する回線タイプのリストを [サービスタイプ（Service Type）]領域に表示します。たとえ
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ば、OCH回線の [光（Optical）]サービスタイプには、[OCHNC]、[OCHCC]、[OCH-Trail]、[OCHNC
WSON]、[OCHCC WSON]、[OCH-Trail WSON]、および [OCH-Trail UNI]があります。

ステップ 7 [サービスタイプ（Service Type）]エリアで、作成する OCH回線のタイプを選択します。

ステップ 8 さまざまなサービスの属性を設定するためにプロファイルを定義している場合は、[プロファイルの選択
（Select Profile）]ドロップダウンリストから必要なプロファイルを選択します。回線/VCプロファイル
（148ページ）を参照してください。

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックして [顧客セクション（Customer Section）]ページに移動します。

ステップ 10 （オプション）回線の作成対象顧客を選択します。リストに顧客が表示されない場合は、[インベントリ
（Inventory）] > [その他（Other）] > [顧客（Customers）]の順に移動し、システムで顧客を作成してか
ら、プロビジョニングウィザードを再起動します。

ステップ 11 [顧客セクション（Customer Section）]ページに回線名とその説明を入力します。

ステップ 12 [次へ（Next）]をクリックして [回線セクション（Circuit Section）]ページに移動します。

光サービスタイプとして OCH-Trail UNIを選択すると、[エンドポイントセクション（Endpoint
Section）]ページが最初に表示され、その後 [回線セクション（Circuit Section）]ページが表示
されます。

（注）

ステップ 13 回線の詳細を入力します。フィールドと属性の説明については、OCH回線タイプの [回線（Circuit）]セ
クションリファレンス（43ページ）を参照してください。

ステップ 14 [次へ（Next）]をクリックして [エンドポイントセクション（Endpoint Section）]ページに移動します。

ステップ 15 [帯域幅（Bandwidth）]ドロップダウンリストから帯域幅を選択します。

ステップ 16 [エンドポイント（Endpoint）]テーブルの行を選択し、マップでデバイスをクリックします。選択したデ
バイスの名前が [デバイス名（Device Name）]列に読み込まれます。[エンドポイント（Endpoint）]テー
ブルの行をクリックして、[デバイス名（Device Name）]、[終端ポイント（Termination Point）]、[ポート
の追加/ドロップ（Add/Drop Port）]、[OCHトレール（OCH-Trail）]、および [サイド（Side）]の各列を編
集することもできます。[サイド（Side）]列は、選択したポートに基づいて自動的に設定されます。選択
した回線タイプと互換性があり、使用可能なネットワーク要素だけが表示されます。

同じFECモードのエンドポイントを選択します。異なるFECモードのエンドポイントを選択すると、エ
ラーメッセージが表示されます。

[ポートの追加（Add Port）]列と [ポートのドロップ（Drop Port）]列は、OCHNCWSON回線の
場合にのみ使用可能です。[ポートの追加（AddPort）]列に追加する必要があるポートを選択す
ると、[ポートのドロップ（DropPort）]列と [サイド（Side）]列の値が自動的に設定されます。
また、[ポートのドロップ（Drop Port）]列の値を手動で編集することもできます。

（注）

ステップ 17 OCH回線のトレールの多様性を選択します。作成する OCH回線と選択するトレールは異なります。

作成したトレールの多様性を変更または削除することはできません。

OCHNC回線では、[PSMのダイバーシティ（Diversity for PSM）]チェックボックスをオンにし
て、ダイバーシティを追加します。

（注）

ステップ 18 [次へ（Next）]をクリックして [制約セクション（Constraints Section）]ページに進みます。

ステップ 19 マップでデバイスノードまたはリンクをクリックし、[制約（Constraints）]テーブルに追加します。ある
いは、テーブルツールバーで [+]ボタンをクリックし、新しい行をテーブルに追加し、[ノード/リンク名
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（Node/Link Name）]、[包含/除外（Include/Exclude）]、および [ルート（Route）]列を編集することもで
きます。選択した回線タイプと互換性があるネットワーク要素とリンクだけが表示されます。

行が編集モードになっている場合は、マップのデバイスまたはリンクをクリックして [制約
（Constraints）]テーブルの列にデータを読み込むことはできません。OCHCCトレールWSON
回線には、次のルートの制約条件が適用されます。

（注）

•変更されたルートの制約事項は、すぐには回線に適用されませんが、再ルーティングが必要になる
場合があります。ただし、変更は次回のルート操作または復元時に適用されます。

• [回線オーバーレイ（Circuit Overlay）]には現在のルートに適用可能な制約事項のみが表示され、回
線の編集ウィザードには現在設定されている制約事項が表示されます。

•回線の編集ウィザードには、回線オーバーレイを使用して表示される制約事項アイコンとは異なる
制約事項を表示する制約事項テーブルが含まれています。

•回線の変更中に、ドロップダウンリストから [アクションの再ルーティング（Reroute Actions）]を
選択できます。リストから [なし（None）]、[動作パス（WorkingPath）]、または [保護パス（Protection
path）]を選択できます。

•関連する OTSリンクを作業パスに含めたり除外したりするには、ソースリンクターミネーション
ポイントを選択し、光学次数を制約として OTSリンクターミネーションポイントを選択します。
たとえば、3つのノード（A、B、および C）がすべて接続されており、回線の送信元ノードと宛先
ノードがそれぞれ Aと Bである 3ノードトポロジについて考えてみます。Bと Cを接続する作業パ
スリンクを含める場合は、制約を選択するときに、Cに接続する光学次数とともにリストされてい
るリンクターミネーションポイントを選択します。たとえば、ノード Bの光学次数 1を使用して C
を接続する場合、制約として B-1を選択します。このシナリオは、作業パスにリンクを含めるか除
外する場合に適用できます。

ステップ 20 [次へ（Next）]をクリックして [異種波長セクション（AlienWavelength Section）]ページに移動します。
送信元ノードと宛先ノードのカード、トランクモード、FECモードなどの現在の異種波長の設定が表示
されます。送信元ノードと宛先ノードの異種波長に新しい設定を作成できます。

[異種波長セクション（Alien Wavelength Section）]は、OCHNCWSON回線を作成する場合にの
み使用できます。

（注）

ステップ 21 [今すぐ作成（Create Now）]をクリックして回線を作成します。デバイスに展開される TL1または CLI
コマンドのプレビューを表示することを選択した場合、[プレビュー（Preview）]をクリックするとプレ
ビューが表示されます。設定をデバイスに展開するかキャンセルするかを選択できますが、属性を編集

することはできません。

「回線のアクティブ化を検証できません。タイムアウトの期限が切れました（Cannot validate the
activation of the circuit. Time out expired）」というエラーメッセージを受信した場合、デバイスが
コントロールプレーンの回路をアクティブにするのに時間がかかっていることを意味します。

EPNMでは回線が欠落した状態になります。EPNMで削除しても、ネットワーク上の回線は削
除されません。回線を [動作中（UP）]として表示し、EPNMで検出する必要がある場合は、
EPNMからのデバイスの完全同期を実行する必要があります。EPNMから再度作成できるよう
に、CTCから削除する必要があります。

（注）
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ステップ 22 [ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウの [回線/VC（Circuits/VCs）]ペインのリスト
に、回線が追加されます。プロビジョニング状態を確認するには、回線/VC名の横にある [i]アイコンを
クリックし、[回線/VC 360（Circuit/VC 360）]ビューを表示します。

OCH-Trailのみが作成された場合、[回線/VC 360（Circuit/VC 360）]の [関連する回線（Related
Circuits）]タブにはデータが表示されません。OCHCCが作成されると、OCH-Trailも作成され
ます。これらの回線の場合、[関連する回線（Related Circuits）]タブで、OCHCC-WSONには
OCH-Trail WSONが含まれ、OCH-Trail WSONには OCHCC-WSONが含まれます。

（注）

OCH回線タイプの [回線（Circuit）]セクションリファレンス

次の表に、OCH回線タイプを定義する属性とその説明をリストします。

表 7 : [回線（Circuit）]セクションリファレンス：OCH回線タイプ

有効説明属性

[回線詳細（Circuit Details）]

回線を識別する一意の名前。ラベル（Label）

すべての OCH回線
タイプ。

回線の管理状態。値は次のとおりです。

• [サービス中（InService）]：回線はサービス中で、
トラフィックを伝送できます。

• [サービス停止中（Out of Service）]：回線が停止
し、トラフィックを伝送できません。

状態

OCHCCWSONおよ
び OCH Trail WSON
回線タイプ。

双方向回線を作成するには、このチェックボックスを

オンにします。

双方向

OCHCCWSONおよ
び OCH Trail WSON
回線タイプ。

回線アクティベーションの設定時間を待機するには、

このチェックボックスをオンにします。

[アクティベー
ションの待機

（Wait For
Activation）]
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有効説明属性

OCHNCWSON回線
タイプ。

回線の保護機構。Cisco EPN Managerは、選択した回
線タイプに基づいて、次の保護メカニズムをサポート

します。

• [なし（None）]：保護されていない回線の場合、
この値はすべての OCH回線タイプに使用できま
す。

• [PSM]：保護スイッチモジュール（PSM）カード
がTXPカードに接続されている場合。この値は、
回線タイプが OCHNC WSONまたは OCHCC
WSONであるときに使用できます。

• [Y字型ケーブル（Y-Cable）]：トランスポンダま
たはマックスポンダカードが回線を保護する場

合。この値は回線タイプがOCHCCWSONである
ときに使用できます。

• [スプリッタ（Splitter）]：MXPP/TXPPカードが
使用されている場合。回線の送信元と宛先は、

MXPP_MR_2.5Gカードおよび TXPP_MR_2.5G
カード上にあります。これらのカードは、スプ

リッタ（回線レベル）の保護（通常はTXPPまた
はMXPPトランスポンダカード上のトランク保
護）を提供します。この値は回線タイプがOCHCC
WSONであるときにのみ使用できます。

Protection

[ルートプロパティ（Route Properties）]

[相互ダイバーシ
ティ（Mutual
Diversity）]チェッ
クボックスがオフの

場合の OCH-Trail
UNI回線タイプ。

トンネルを選択し、プロビジョニングする回線でその

トンネルが使用されないことを確認します。これによ

り、トンネルに障害がある場合に、同じトンネルが他

の回線で使用されなくなります。

[トンネルと異な
る（Diverse From
Tunnel）]

すべての OCH回線
タイプ。

回線の検証モード。値は次のとおりです。

• [フル（Full）]：回線の検証結果が承認しきい値
以上になると回線が作成されます。

• [なし（None）]：承認しきい値を考慮せずに回線
が作成されます。

検証
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有効説明属性

[検証（Validation）]
フィールドが [フル
（Full）]に設定さ
れている場合のすべ

ての OCH回線タイ
プ。

OCH保護回線に設定された保護承認しきい値。値は
次のとおりです。

• [緑（Green）]：復元失敗の危険性が0%であるこ
とを示します。

• [黄（Yellow）]：復元失敗の危険性が 0 %～ 16 %
の間であることを示します。

• [オレンジ（Orange）]：復元失敗の危険性が 16%
～ 50 %の間であることを示します。

• [赤（Red）]：復元失敗の危険性が 50 %を超えて
いることを示します。

[承認しきい値
（Acceptance
Threshold）]

次の場合のOCHNC
WSON回線タイプ:

• [保護
（Protection）]
フィールドが

[PSM]、[Y字型
ケーブル

（Y-Cable）]、
または [スプ
リッタ

（Splitter）]に
設定されてい

る。

• [検証
（Validation）]
フィールドが

[フル（Full）]
に設定されてい

る。

OCH保護回線に設定された保護承認しきい値。値は
次のとおりです。

• [緑（Green）]：復元失敗の危険性が0%であるこ
とを示します。

• [黄（Yellow）]：復元失敗の危険性が 0 %～ 16 %
の間であることを示します。

• [オレンジ（Orange）]：復元失敗の危険性が 16%
～ 50 %の間であることを示します。

• [赤（Red）]：復元失敗の危険性が 50 %を超えて
いることを示します。

[保護の承認しき
い値（Protect
Acceptance
Threshold）]

OCHCC WSON、
OCHNCWSON、お
よび OCH-Trail
WSON回線タイ
プ。

パスアラームを無視するには、このチェックボック

スをオンにします。

[パスアラームを
無視（Ignore Path
Alarms）]

すべての OCH回線
タイプ。

ネットワーク要素が信号を再生成できるようにするに

は、このチェックボックスをオンにします。

[再生成を許可
（Allow
Regeneration）]
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有効説明属性

[元に戻す
（Revert）]が [手動
（Manual）]または
[自動（Automatic）]
に設定されている場

合の OCHCC
WSON、OCHNC
WSON、および
OCH-TrailWSON回
線タイプ。

障害が修正された後、元のパスに切り替わるまでに、

復元されたパス上の回線が待機する期間。

[ソーク時間
（Soak Time）]

すべての OCH回線
タイプ。

障害が発生した OCH回線を新しいルートに復元する
には、このチェックボックスをオンにします。

[復元
（Restoration）]

[復元
（Restoration）]
チェックボックスが

オンの場合の

OCH-Trail回線タイ
プ。

[優先（Preferred）]または [必須（Required）]オプショ
ンボタンをオンにして、周波数タイプを選択します。

復元頻度

[復元
（Restoration）]
チェックボックスが

オンの場合のすべて

の OCH回線タイ
プ。

障害が発生した OCH回線の復元操作に優先順位を付
けます。値は [高（High）]、[プライオリティ 1
（Priority 1）]、[プライオリティ 2（Priority 2）]、[プ
ライオリティ 3（Priority 3）]、[プライオリティ 4
（Priority 4）]、[プライオリティ 5（Priority 5）]、[プ
ライオリティ 6（Priority 6）]、および [低（Low）]で
す。

[プライオリティ
（Priority）]

[復元
（Restoration）]
チェックボックスが

オンの場合のすべて

の OCH回線タイ
プ。

復元操作の検証モード。値は次のとおりです。

• [なし（None）]：復元の承認しきい値を考慮せず
に回線が作成されます。

• [継承（Inherited）]：復元される回線は、プライ
マリ回線から検証と承認のしきい値を継承しま

す。

• [フル（Full）]：復元の検証結果が復元の承認し
きい値以上になると回線が作成されます。

[復元の検証
（Restoration
Validation）]
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有効説明属性

次の場合のすべての

OCH回線タイプ：

• [復元
（Restoration）]
チェックボック

スがオンになっ

ている。

• [復元検証
（Restoration
Validation）]
フィールドが

[フル（Full）]
に設定されてい

る。

OCH回線の復元操作に設定された承認しきい値。値
は次のとおりです。

• [緑（Green）]：復元失敗の危険性が0%であるこ
とを示します。

• [黄（Yellow）]：復元失敗の危険性が 0 %～ 16 %
の間であることを示します。

• [オレンジ（Orange）]：復元失敗の危険性が 16%
～ 50 %の間であることを示します。

• [赤（Red）]：復元失敗の危険性が 50 %を超えて
いることを示します。

[復元の承認しき
い値（Restoration
Acceptance
Threshold）]

次の場合のOCHNC
WSON回線タイプ:

• [保護
（Protection）]
フィールドが

[PSM]、[Y字型
ケーブル

（Y-Cable）]、
または [スプ
リッタ

（Splitter）]に
設定されてい

る。

• [復元
（Restoration）]
チェックボック

スがオンになっ

ている。

• [復元検証
（Restoration
Validation）]
フィールドが

[フル（Full）]
に設定されてい

る。

OCH回線の復元操作に設定された保護の承認しきい
値。値は次のとおりです。

• [緑（Green）]：復元失敗の危険性が0%であるこ
とを示します。

• [黄（Yellow）]：復元失敗の危険性が 0 %～ 16 %
の間であることを示します。

• [オレンジ（Orange）]：復元失敗の危険性が 16%
～ 50 %の間であることを示します。

• [赤（Red）]：復元失敗の危険性が 50 %を超えて
いることを示します。

[復元保護の承認
しきい値

（Restoration
Protect Acceptance
Threshold）]
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有効説明属性

[復元
（Restoration）]が
選択されている場合

のOCH-Trailおよび
OCH-NC。

障害アラームの発生後、新しいパスに復元されるまで

に、オプティカルパス上の回線が待機する期間。

デフォルトの復元ソーク時間は 2分です。

[復元ソーク時間
（RestorationSoak
Time）]

[復元
（Restoration）]
チェックボックスが

オンになっている場

合の OCHCC
WSON、OCHNC
WSON、
OCH-Trail、および
OCH-TrailWSON回
線タイプ。

障害が修正された後、復元されたパスから元のパスに

回線を戻します。値は [なし（None）]、[手動
（Manual）]、および [自動（Automatic）]です。

[元に戻す
（Revert）]

[元に戻す
（Revert）]が [自動
（Automatic）]に設
定されている場合の

OCH-Trailおよび
OCH-NC。

障害が修正された後、元のパスに戻すまでに、オプ

ティカルパス上の回線が待機する期間。

デフォルトの元に戻すソーク時間は 1分です。

[元に戻すソーク
時間（Revert
Soak Time）]

OCH-Trail UNI回線
タイプ。

回線の管理状態として [アップ（Up）]または [ダウン
（Down）]を選択します。これは、回線の動作可能性
に影響を及ぼし、回線を有効化するか無効化するかが

決定されます。

[管理状態
（Admin State）]

光プロパティ（Optical Properties）

OCH-Trail回線タイ
プ。

ドロップダウンリストから必要なグリッドタイプを選

択します。[フレックス 6.25 GHz（Flex 6.25 GHz）]、
[固定 50 GHz（Fixed 50 GHz）]、[フレックス 100 MHz
（Flex 100 MHz）]、[固定 75 GHz（Fixed 75 GHz）]
から選択できます

グリッドタイプ

OCH-Trail回線タイ
プ。

ドロップダウンリストから波長を選択します。波長（nm）/周波
数（THz）

OCH-Trail回線タイ
プ。

[優先（Preferred）]または [必須（Required）]オプショ
ンボタンをオンにして、周波数タイプを選択します。

主周波数

[優先波長プロパティ（Preferred Wavelength Properties）]
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有効説明属性

OCH-Trail UNI回線
タイプ。

回線の波長オプション。値は [設定しない（Do Not
Set）]、[デフォルトに設定（Set ToDefault）]、および
[優先波長を設定（Set Preferred Wavelength）]です。

[波長オプション
（Wavelength
Options）]

[作業ポートのプロパティ（Work Port Properties）]

すべての OCH回線
タイプ

自動プロビジョニング機能を有効にするには、この

チェックボックスをオンにします。

[自動プロビジョ
ニング（Auto
Provisioning）]

• [自動プロビ
ジョニング

（Restoration）]
チェックボック

スがオンになっ

ている場合のす

べての OCHCC
WSON、
OCHNC
WSON、および
OCH-Trail
WSON回線タ
イプ。

• [波長オプショ
ン（Wavelength
Options）]が
[優先波長を設
定（Set
Preferred
Wavelength）]
に設定されてい

る場合の
OCH-Trail UNI
回線タイプ。

回線をプロビジョニングするための従来の波長ウィン

ドウ。値は次のとおりです。

• [奇数（Odd）]：ITUグリッドの奇数位置。
• [偶数（Even）]：ITUグリッドの偶数位置。

[Cバンド（C
Band）]

回線/VCのプロビジョニング
49

回線/VCのプロビジョニング

OCH回線タイプの [回線（Circuit）]セクションリファレンス



有効説明属性

[Cバンド（C
Band）]フィールド
が [奇数（Odd）]ま
たは [偶数（Even）]
に設定されている場

合のすべての OCH
回線タイプ。

回線の波長または周波数。この値は、選択したCバン
ドに適用されます。

DWDMグリッド単位を波長または周波数に
設定する必要があります。これには、[管理
（Administration）] > [設定（Settings）] >
[システム設定（System Settings）] > [回
線/VC表示（Circuits/VCs Display）]を選択
し、、[DWDMグリッド単位（DWDM Grid
Unit）]エリアで [波長（ナノメートル
（nm））（Wavelength (Nanometer (nm))）]
または [周波数（テラヘルツ（THz））
（Frequency (Terahertz (THz))）]を選択し
ます。

（注）

[波長/周波数
（Wavelength/Frequency）]

[自動プロビジョニ
ング（Auto
Provisioning）]
チェックボックスが

オフの場合のすべて

の OCH回線タイ
プ。

[Cバンド（C Band）]フィールドと [波長/周波数
（Wavelength/Frequency）]フィールドで設定した値
が、回線をプロビジョニングするときに優先される値

であるか必須の値であるかを決定するために選択しま

す。

[優先/必須
（Preferred/Required）]

[保護ポートのプロパティ（Protect Port Properties）]

[保護（Protection）]
フィールドが

[PSM]、[Y字型ケー
ブル（Y-Cable）]、
または [スプリッタ
（Splitter）]に設定
されている場合のす

べての OCH回線タ
イプ。

[作業ポートのプロパティ（Work Port Properties）]セ
クションで設定した値をコピーするには、このチェッ

クボックスをオンにします。

[作業ポートから
コピー（Copy
fromWork Port）]
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EPNMは、OCH-Trailの作成中に従来の回線の色を検証するために、次のパラメータをサポー
トしています。

• AmpliGainRange

• ChPwr

•ゲイン

• Tilt

• WkgMode - OpticalAmplificationSettings tableVoaAttenuation

• Attenuator - OpticalTransportSettings table

これらのポートパラメータがデバイスで変更された場合、リアクティブインベントリはトリ

ガーされません。EPNMでパラメータを更新するには、同期操作をトリガーする必要がありま
す。

（注）

IOS-XRプラットフォームベースのデバイスを直接接続するOCHトレー
ル回線の作成とプロビジョニング

IOS-XRプラットフォームベースのデバイスを直接接続するOCHトレール回線を作成およびプ
ロビジョニングするには、次の手順を実行します。

始める前に

光回線をプロビジョニングする前に満たす必要がある前提条件については、光回線のプロビ

ジョニングの前提条件（39ページ）を参照してください。

ステップ 1 左側のサイドバーから、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネットワークトポ
ロジ（Network Topology）]の順に選択します。

ステップ 2 [デバイスグループ（Device Groups）]をクリックして、OCH回線を作成する場所を選択します。

ステップ 3 [デバイスグループ（Device Groups）]ポップアップウィンドウを閉じます。

ステップ 4 [ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウで [回線/VC（Circuits/VCs）]をクリックしま
す。

ステップ 5 [回線/VC（Circuits/VCs）]タブをクリックし、[回線/VC（Circuits/VCs）]ペインツールバーで [+]（[作成
（Create）]）アイコンをクリックします。マップの右側の新しいペインでプロビジョニングウィザード
が開きます。

プロビジョニングウィザードを表示するもう 1つの方法として、[設定（Configuration）] > [ネットワー
ク（Network）]> [サービスプロビジョニング（Service Provisioning）]の順に選択する方法があります。

ステップ 6 [テクノロジー（Technology）]ドロップダウンリストから [光（Optical）]を選択すると、Cisco EPN
Managerは関連する回線タイプのリストを [サービスタイプ（Service Type）]領域に表示します。たとえ

回線/VCのプロビジョニング
51

回線/VCのプロビジョニング

IOS-XRプラットフォームベースのデバイスを直接接続する OCHトレール回線の作成とプロビジョニング



ば、OCH回線の [光（Optical）]サービスタイプには、[OCHNC WSON]、[OCHCC WSON]、[OCH-Trail
WSON]、および [OCH-Trail UNI]があります。

ステップ 7 [サービスタイプ（Service Type）]エリアで、作成する OCH回線のタイプを選択します。

ステップ 8 さまざまなサービスの属性を設定するためにプロファイルを定義している場合は、[プロファイルの選択
（Select Profile）]ドロップダウンリストから必要なプロファイルを選択します。回線/VCプロファイル
（148ページ）を参照してください。

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックして [顧客セクション（Customer Section）]ページに移動します。

ステップ 10 （オプション）回線の作成対象顧客を選択します。リストに顧客が表示されない場合は、[インベントリ
（Inventory）] > [その他（Other）] > [顧客（Customers）]の順に移動し、システムで顧客を作成してか
ら、プロビジョニングウィザードを再起動します。

ステップ 11 [顧客セクション（Customer Section）]ページに回線名とその説明を入力します。

ステップ 12 [次へ（Next）]をクリックして [回線セクション（Circuit Section）]ページに移動します。

光サービスタイプとして OCH-Trail UNIを選択すると、[エンドポイントセクション（Endpoint
Section）]ページが最初に表示され、その後 [回線セクション（Circuit Section）]ページが表示
されます。

（注）

ステップ 13 回線の詳細を入力します。フィールドと属性の説明については、OCH回線タイプの [回線（Circuit）]セ
クションリファレンス（43ページ）を参照してください。

ステップ 14 [次へ（Next）]をクリックして [エンドポイントセクション（Endpoint Section）]ページに移動します。

ステップ 15 [エンドポイント（Endpoint）]テーブルの行を選択し、マップでデバイスをクリックします。選択したデ
バイスの名前が [デバイス名（Device Name）]列に読み込まれます。あるいは、[エンドポイント
（Endpoint）]テーブルの行をクリックして、[デバイス名（DeviceName）]、[終端ポイント（Termination
Point）]、[ポートの追加/ドロップ（Add/Drop Port）]、[OCHトレール（OCH-Trail）]、および [サイド
（Side）]の各列を編集できます。[サイド（Side）]列は、選択したポートに基づいて自動的に設定され
ます。選択した回線タイプと互換性があり、使用可能なネットワーク要素だけが表示されます。

[ポートの追加（Add Port）]列と [ポートのドロップ（Drop Port）]列は、OCHNCWSON回線の
場合にのみ使用可能です。[ポートの追加（AddPort）]列に追加する必要があるポートを選択す
ると、[ポートのドロップ（DropPort）]列と [サイド（Side）]列の値が自動的に設定されます。
また、[ポートのドロップ（Drop Port）]列の値を手動で編集することもできます。

（注）

ステップ 16 OCH回線のトレールの多様性を選択します。作成する OCH回線と選択するトレールは異なります。

作成後にトレールの多様性を変更または削除することはできません。（注）

ステップ 17 [次へ（Next）]をクリックして [制約セクション（Constraints Section）]ページに進みます。

ステップ 18 マップでデバイスノードまたはリンクをクリックし、[制約（Constraints）]テーブルに追加します。ある
いは、テーブルツールバーで「+」ボタンをクリックし、新しい行をテーブルに追加し、[ノード/リンク
名（Node/Link Name）]、[包含/除外（Include/Exclude）]、および [ルート（Route）]列を編集することも
できます。選択した回線タイプと互換性があるネットワーク要素とリンクだけが表示されます。

行が編集モードになっている場合は、マップのデバイスまたはリンクをクリックして [制約
（Constraints）]テーブルの列にデータを読み込むことはできません。OCHCCトレールWSON
回線には、次のルートの制約条件が適用されます。

（注）
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•変更されたルートの制約事項は、すぐには回線に適用されませんが、再ルーティングが必要になる
場合があります。ただし、変更は次回のルート操作または復元時に適用されます。

• [回線オーバーレイ（Circuit Overlay）]には現在のルートに適用可能な制約事項のみが表示され、回
線の編集ウィザードには現在設定されている制約事項が表示されます。

•回線の編集ウィザードには、回線オーバーレイを使用して表示される制約事項アイコンとは異なる
制約事項を表示する制約事項テーブルが含まれています。

ステップ 19 [次へ（Next）]をクリックして [異種波長セクション（AlienWavelength Section）]ページに移動します。
送信元ノードと宛先ノードのカード、トランクモード、Fecモードなどの現在の異種波長の設定が表示
されます。送信元ノードと宛先ノードの異種波長に新しい設定を作成できます。

[異種波長セクション（Alien Wavelength Section）]は、OCHNCWSON回線を作成する場合にの
み使用できます。

（注）

ステップ 20 [今すぐ作成（CreateNow）]をクリックして回線を作成します。デバイスに展開する前にTL1またはCLI
コマンドのプレビューを表示することを選択した場合、[プレビュー（Preview）]をクリックするとプレ
ビューが表示されます。この場合、設定をデバイスに展開するかキャンセルするかを選択できますが、

属性を編集することはできません。

ステップ 21 [ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウの [回線/VC（Circuits/VCs）]ペインのリスト
に、回線が追加されます。プロビジョニング状態を確認するには、回線/VC名の横にある [i]アイコンを
クリックし、[回線/VC 360（Circuit/VC 360）]ビューを表示します。

互いに異なる 2つの OCHトレール UNI回線の作成およびプロビジョニ
ング

互いに異なる 2つの OCHトレール UNI回線を作成するには、この手順を使用します。両方の
回線の始点は同じデバイスにする必要があります。プロビジョニングウィザードを使用して、

1つのウィンドウで両方の回線を迅速に作成することができます。

始める前に

オプティカル回線をプロビジョニングする前に満たす必要がある前提条件については、光回線

のプロビジョニングの前提条件（39ページ）を参照してください。

ステップ 1 左側のサイドバーから、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネットワークトポ
ロジ（Network Topology）]の順に選択します。

ステップ 2 [デバイスグループ（Device Groups）]をクリックして、OCH回線を作成する場所を選択します。

ステップ 3 [デバイスグループ（Device Groups）]ポップアップウィンドウを閉じます。

ステップ 4 [ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウで [回線/VC（Circuits/VCs）]をクリックしま
す。
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ステップ 5 [回線/VC（Circuits/VCs）]タブをクリックし、[回線/VC（Circuits/VCs）]ペインツールバーで [+]（[作成
（Create）]）アイコンをクリックします。マップの右側の新しいペインでプロビジョニングウィザード
が開きます。

プロビジョニングウィザードを表示するもう 1つの方法として、[設定（Configuration）] > [ネットワー
ク（Network）]> [サービスプロビジョニング（Service Provisioning）]の順に選択する方法があります。

ステップ 6 [テクノロジー（Technology）]ドロップダウンリストから、[オプティカル（Optical）]を選択します。

ステップ 7 [サービスタイプ（Service Type）]領域で、[OCHトレール UNI（OCH-Trail UNI）]を選択します。

ステップ 8 さまざまなサービスの属性を設定するためにプロファイルを定義している場合は、[プロファイルの選択
（Select Profile）]ドロップダウンリストから必要なプロファイルを選択します。回線/VCプロファイル
（148ページ）を参照してください。

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックして [顧客セクション（Customer Section）]ページに移動します。

ステップ 10 互いに異なる 2つの OCHトレール UNI回線を作成するには、[相互ダイバーシティ（Mutual Diversity）]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 11 [顧客セクション（Customer Section）]ページで、回線の名前と説明を入力します。

ステップ 12 [次へ（Next）]をクリックして [エンドポイントセクション（Endpoint Section）]ページに移動します。

ステップ 13 [エンドポイント（Endpoint）]テーブルの行を選択し、マップでデバイスをクリックします。選択したデ
バイスの名前が [デバイス名（DeviceName）]列に読み込まれます。または、[エンドポイント（Endpoint）]
テーブル内の行をクリックしてデバイス名とインターフェイスを編集することもできます。

行が編集モードになっていると、マップ内のデバイスをクリックしても、[デバイス名（Device
Name）]列に名前は取り込まれません。

（注）

ステップ 14 [次へ（Next）]をクリックして [回線セクション（Circuit Section）]ページに進みます。

ステップ 15 回線の詳細を入力します。フィールドと属性の説明については、OCH回線タイプの [回線（Circuit）]セ
クションリファレンス（43ページ）を参照してください。

ステップ 16 [次へ（Next）]をクリックして [制約セクション（Constraints Section）]ページに進みます。

ステップ 17 マップでデバイスノードまたはリンクをクリックし、[制約（Constraints）]テーブルに追加します。ある
いは、テーブルツールバーで「+」ボタンをクリックし、新しい行をテーブルに追加し、[ノード/リンク
名（Node/Link Name）]、[包含/除外（Include/Exclude）]、および [ルート（Route）]列を編集することも
できます。選択した回線タイプと互換性があるネットワーク要素とリンクだけが表示されます。

行が編集モードになっている場合は、マップのデバイスまたはリンクをクリックして [制約
（Constraints）]テーブルの列にデータを読み込むことはできません。

（注）

ステップ 18 [次へ（Next）]をクリックします。2番目の回線の [顧客セクション（Customer Section）]ページが表示
されます。

ステップ 19 ステップ 11からステップ 17を繰り返して 2番目の回線を作成します。

ステップ 20 [今すぐ作成（CreateNow）]をクリックして回線を作成します。デバイスに展開する前にTL1またはCLI
コマンドのプレビューを表示することを選択した場合、[プレビュー（Preview）]をクリックするとプレ
ビューが表示されます。この場合、設定をデバイスに展開するかキャンセルするかを選択できますが、

属性を編集することはできません。
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ステップ 21 回線が、[ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウの [回線/VC（Circuits/VCs）]ペイン
のリストに追加されているはずです。プロビジョニングの状態を確認するには、回線/VC名の横にある
[i]アイコンをクリックして [回線/VC 360（Circuit/VC 360）]ビューを表示します。

メディアチャネルグループ SSON回線の作成とプロビジョニング
メディアチャネルグループの SSON回線を作成し、プロビジョニングするには、次の手順を
実行します。

始める前に

光回線をプロビジョニングする前に満たす必要がある前提条件については、光回線のプロビ

ジョニングの前提条件（39ページ）を参照してください。

ステップ 1 左側のサイドバーから、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネットワークトポ
ロジ（Network Topology）]を選択します。

ステップ 2 [デバイスグループ（Device Groups）]をクリックして、メディアチャネルグループの SSON回線を作成
する場所を選択します。

ステップ 3 [デバイスグループ（Device Groups）]ポップアップウィンドウを閉じます。

ステップ 4 [ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウで [回線/VC（Circuits/VCs）]をクリックしま
す。

ステップ 5 [回線/VC（Circuits/VCs）]タブをクリックし、[回線/VC（Circuits/VCs）]ペインツールバーで [+]（[作成
（Create）]）アイコンをクリックします。マップの右側の新しいペインでプロビジョニングウィザード
が開きます。

プロビジョニングウィザードを表示するもう 1つの方法として、[設定（Configuration）] > [ネットワー
ク（Network）]> [サービスプロビジョニング（Service Provisioning）]の順に選択する方法があります。

ステップ 6 [テクノロジー（Technology）]ドロップダウンリストから [光（Optical）]を選択すると、Cisco EPN
Managerは関連する回線タイプのリストを [サービスタイプ（Service Type）]領域に表示します。

ステップ 7 [サービスタイプ（Service Type）]領域で、[メディアチャネルグループの SSON（Media Channel Group
SSON）]を選択します。

ステップ 8 さまざまなサービスの属性を設定するためにプロファイルを定義している場合は、[プロファイルの選択
（Select Profile）]ドロップダウンリストから必要なプロファイルを選択します。回線/VCプロファイル
（148ページ）を参照してください。

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックして [顧客セクション（Customer Section）]ページに移動します。

ステップ 10 （オプション）回線の作成対象顧客を選択します。リストに顧客が表示されない場合は、[インベントリ
（Inventory）] > [その他（Other）] > [顧客（Customers）]の順に移動し、システムで顧客を作成してか
ら、プロビジョニングウィザードを再起動します。

ステップ 11 [顧客セクション（Customer Section）]ページに回線名とその説明を入力します。

[回線名（Circuit Name）]フィールドには最大 80文字を使用することができます。（注）
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ステップ 12 [次へ（Next）]をクリックして [エンドポイントセクション（Endpoint Section）]ページに移動します。

ステップ 13 [エンドポイント（Endpoint）]テーブルの行を選択し、マップでデバイスをクリックします。選択したデ
バイスの名前が [デバイス名（Device Name）]列に読み込まれます。あるいは、[エンドポイント
（Endpoint）]テーブルの行をクリックして、[デバイス名（DeviceName）]、[終端ポイント（Termination
Point）]、[ポートの追加（Add Port）]、および [ポートのドロップ（Drop Port）]の各列を編集します。
選択した回線タイプと互換性があり使用可能なネットワーク要素だけが表示されます。

行が編集モードになっていると、マップ内のデバイスをクリックしても、[デバイス名（Device
Name）]列に名前は取り込まれません。

（注）

ステップ 14 [次へ（Next）]をクリックして [回線セクション（Circuit Section）]ページに進みます。

ステップ 15 必要な回線幅を選択します。

ステップ 16 [中央波長/周波数のプロパティ（Central Wavelength/Frequency Properties）]を設定するには、次のいずれ
かを実行します。

• [自動プロビジョニング（Auto Provisioning）]チェックボックスをオンにします。
•回線に必要な波長を選択して、[優先（Preferred）]オプションまたは [必須（Required）]オプション
を選択し、[波長（Wavelength）]フィールドに設定した値が回線をプロビジョニングするために優先
されるか、または必須であるかを特定します。

ステップ 17 [次へ（Next）]をクリックして [制約セクション（Constraints Section）]ページに進みます。

ステップ 18 マップでデバイスノードまたはリンクをクリックし、[制約（Constraints）]テーブルに追加します。ある
いは、テーブルツールバーで「+」ボタンをクリックし、新しい行をテーブルに追加し、[ノード/リンク
名（Node/Link Name）]、[包含/除外（Include/Exclude）]、および [ルート（Route）]列を編集することも
できます。選択した回線タイプと互換性があるネットワーク要素とリンクだけが表示されます。

行が編集モードになっている場合は、マップのデバイスまたはリンクをクリックして [制約
（Constraints）]テーブルの列にデータを読み込むことはできません。

[光プロパティ（Optical Properties）]で、[復元（Restoration）]チェックボックスがオンになって
おり、 [元に戻す（Revert）]が [なし（None）]に設定されている場合は、[代替制約事項（Alternate
Constraints）]チェックボックスを選択できます。

（注）

ステップ 19 [今すぐ作成（CreateNow）]をクリックして、回線を作成します。デバイスに展開されるTL1またはCLI
コマンドのプレビューを表示する場合、[プレビュー（Preview）]をクリックするとプレビューが表示さ
れます。この時点で、設定をデバイスに展開するか、またはキャンセルすることができますが、属性を

編集することはできません。

[ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウの [回線/VC（Circuits/VCs）]ペイン
のリストに、回線が追加されます。プロビジョニング状態を確認するには、回線/VC名の横に
ある [i]アイコンをクリックし、[回線/VC 360（Circuit/VC 360）]ビューを表示します。

メディアチャネル SSON回線の作成とプロビジョニング
メディアチャネルの SSON回線を作成し、プロビジョニングするには、次の手順を実行しま
す。
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始める前に

•メディアチャネル SSON回線をメディアチャネルグループに関連付けるために、メディ
アチャネルグループの SSONが既に作成されていることを確認します。メディアチャネ
ルグループ SSON回線の作成とプロビジョニング（55ページ）を参照してください。

•光回線をプロビジョニングする前に満たす必要がある前提条件については、光回線のプロ
ビジョニングの前提条件（39ページ）を参照してください。

ステップ 1 左側のサイドバーから、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネットワークトポ
ロジ（Network Topology）]を選択します。

ステップ 2 [デバイスグループ（Device Groups）]をクリックして、メディアチャネルの SSON回線を作成する場所
を選択します。

ステップ 3 [デバイスグループ（Device Groups）]ポップアップウィンドウを閉じます。

ステップ 4 [ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウで [回線/VC（Circuits/VCs）]をクリックしま
す。

ステップ 5 [回線/VC（Circuits/VCs）]タブをクリックし、[回線/VC（Circuits/VCs）]ペインツールバーで [+]（[作成
（Create）]）アイコンをクリックします。プロビジョニングウィザードが新しいペインで開きます。

プロビジョニングウィザードを表示するもう 1つの方法として、[設定（Configuration）] > [ネットワー
ク（Network）]> [サービスプロビジョニング（Service Provisioning）]の順に選択する方法があります。

ステップ 6 [テクノロジー（Technology）]ドロップダウンリストから [光（Optical）]を選択すると、Cisco EPN
Managerは関連する回線タイプのリストを [サービスタイプ（Service Type）]領域に表示します。たとえ
ば、メディアチャネルSSON回線の光サービスタイプには、[メディアチャネルNCSSON（MediaChannel
NC SSON）]、[メディアチャネルトレール SSON（Media Channel Trail SSON）]、および [メディアチャ
ネル CC SSON（Media Channel CC SSON）]などがあります。

ステップ 7 [サービスタイプ（Service Type）]領域で、作成するメディアチャネルの SSON回線のタイプを選択し
ます。

ステップ 8 さまざまなサービスの属性を設定するためにプロファイルを定義している場合は、[プロファイルの選択
（Select Profile）]ドロップダウンリストから必要なプロファイルを選択します。回線/VCプロファイル
（148ページ）を参照してください。

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックして [顧客セクション（Customer Section）]ページに移動します。

ステップ 10 （オプション）回線の作成対象顧客を選択します。リストに顧客が表示されない場合は、[インベントリ
（Inventory）] > [その他（Other）] > [顧客（Customers）]の順に移動し、システムで顧客を作成してか
ら、プロビジョニングウィザードを再起動します。

ステップ 11 [顧客セクション（Customer Section）]ページで、回線の名前と説明を入力します。

メディアチャネルNCSSONおよびメディアチャネルトレールSSON回線の場合、[回線名（Circuit
Name）]フィールドには最大77文字を使用できます。77文字のうち、3文字はキャリアサフィッ
クス用に予約されています。

メディアチャネルCC SSON回線の場合、[回線名（Circuit Name）]フィールドには最大 71文字
を使用できます。

（注）
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ステップ 12 [次へ（Next）]をクリックして [エンドポイントセクション（Endpoint Section）]ページに移動します。

ステップ 13 [エンドポイント（Endpoint）]テーブルの行を選択し、マップでデバイスをクリックします。選択したデ
バイスの名前が [デバイス名（Device Name）]列に読み込まれます。あるいは、[エンドポイント
（Endpoint）]テーブルの行をクリックして、[デバイス名（Device Name）]列および [終端ポイント
（Termination Point）]列を編集します。[サイド（Side）]列は、終端ポイントに基づいて自動的に設定さ
れます。選択した回線タイプと互換性があり、使用可能なネットワーク要素だけが表示されます。

[MCHトレール名（MCH-Trail Name）]列は、メディアチャネル CC SSON回線を作成する場合
にのみ使用できます。

（注）

ステップ 14 MCH回線のメディアチャネルの種類を選択します。作成するMCH回線と選択するメディアチャネル
は異なります。

作成後にメディアチャネルの種類を変更または削除することはできません。（注）

ステップ 15 [次へ（Next）]をクリックして [回線セクション（Circuit Section）]ページに移動します。

メディアチャネルCC SSON回線では、[エンドポイント（Endpoints）]テーブルにMCHトレー
ル名を入力した場合、[回線セクション（Circuit Section）]ページは使用できません。

（注）

ステップ 16 メディアチャネル SSON回線を関連付けるメディアチャネルグループを選択します。

ステップ 17 回線の詳細を入力します。フィールドと属性の説明については、メディアチャネル SSON回線タイプの
回線セクションリファレンス（58ページ）を参照してください。

ステップ 18 [次へ（Next）]をクリックして [制約セクション（Constraints Section）]ページに進みます。

MCHNC SSON回線の場合、NCS1Kおよび NCS2Kデバイスを Regenモードで制約として追加
できます。

（注）

ステップ 19 マップでデバイスノードまたはリンクをクリックし、[制約（Constraints）]テーブルに追加します。ある
いは、テーブルツールバーで [+]ボタンをクリックし、新しい行をテーブルに追加し、[ノード/リンク名
（Node/Link Name）]、[包含/除外（Include/Exclude）]、および [ルート（Route）]列を編集することもで
きます。選択した回線タイプと互換性があるネットワーク要素とリンクだけが表示されます。

行が編集モードになっている場合は、マップのデバイスまたはリンクをクリックして [制約
（Constraints）]テーブルの列にデータを読み込むことはできません。

（注）

ステップ 20 [今すぐ作成（CreateNow）]をクリックして、回線を作成します。デバイスに展開されるTL1またはCLI
コマンドのプレビューを表示することを選択した場合、[プレビュー（Preview）]をクリックします。設
定をデバイスに展開するかキャンセルするかを選択できますが、属性を編集することはできません。

[ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウの [回線/VC（Circuits/VCs）]ペイン
のリストに、回線が追加されます。プロビジョニング状態を確認するには、回線/VC名の横に
ある [i]アイコンをクリックし、[回線/VC 360（Circuit/VC 360）]ビューを表示します。

メディアチャネル SSON回線タイプの回線セクションリファレンス

次の表に、メディアチャネルSSON回線のタイプを定義する属性のリストと説明を示します。
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表 8 : [回線セクション（Circuit Section）]のリファレンス：メディアチャネル SSON回線のタイプ

有効説明属性

中心波長/周波数のプロパティ

すべてのメディア

チャネルSSON回線
のタイプ。

このチェックボックスをオンにすると、回線の波長ま

たは周波数のプロパティが自動的に設定されます。

自動プロビジョ

ニング（Auto
Provisioning）

[自動プロビジョニ
ング（Auto
Provisioning）]
チェックボックスが

オフの場合のすべて

のメディアチャネ

ルSSON回線のタイ
プ。

回線の波長または周波数。

DWDMグリッド単位を波長または周波数に
設定する必要があります。これには、[管理
（Administration）] > [設定（Settings）] >
[システム設定（System Settings）] > [回
線/VC表示（Circuits/VCs Display）]を選択
し、[DWDMグリッド単位（DWDM Grid
Unit）]エリアで [波長（ナノメートル
（nm））（Wavelength (Nanometer (nm))）]
または [周波数（テラヘルツ（THz））
（Frequency (Terahertz (THz))）]を選択しま
す。

（注）

波長（nm）
（Wavelength
(nm)）

[自動プロビジョニ
ング（Auto
Provisioning）]
チェックボックスが

オフの場合のすべて

のメディアチャネ

ルSSON回線のタイ
プ。

[波長（Wavelength）]フィールドで設定した値が、回
線をプロビジョニングするときに優先される値である

か必須の値であるかを決定するために選択します。

優先/必須
（Preferred/Required）

光プロパティ（Optical Properties）

すべてのメディア

チャネルSSON回線
のタイプ。

回線の検証モード。値は次のとおりです。

• [フル（Full）]：回線の検証結果が承認しきい値
以上になると回線が作成されます。

• [なし（None）]：承認しきい値を考慮せずに回線
が作成されます。

検証

回線/VCのプロビジョニング
59

回線/VCのプロビジョニング

メディアチャネル SSON回線タイプの回線セクションリファレンス



有効説明属性

[検証（Validation）]
フィールドが [フル
（Full）]に設定さ
れている場合のすべ

てのメディアチャ

ネルSSON回線タイ
プ。

回線に設定された保護承認しきい値。値は次のとおり

です。

• [緑（Green）]：復元失敗の危険性が0%であるこ
とを示します。

• [黄（Yellow）]：復元失敗の危険性が 0 %～ 16 %
の間であることを示します。

• [オレンジ（Orange）]：復元失敗の危険性が 16%
～ 50 %の間であることを示します。

• [赤（Red）]：復元失敗の危険性が 50 %を超えて
いることを示します。

承認しきい値

（Acceptance
Threshold）

すべてのメディア

チャネルSSON回線
のタイプ。

パスアラームを無視するには、このチェックボック

スをオンにします。

[パスアラームを
無視（Ignore Path
Alarms）]

すべてのメディア

チャネルSSON回線
のタイプ。

ネットワーク要素が信号を再生成できるようにするに

は、このチェックボックスをオンにします。

[再生成を許可
（Allow
Regeneration）]

すべてのメディア

チャネルSSON回線
のタイプ。

障害が発生したメディアチャネル SSON回線を新し
いルートに復元するには、このチェックボックスをオ

ンにします。

復元

（Restoration）

[復元
（Restoration）]
チェックボックスが

オンの場合のすべて

のメディアチャネ

ル SSON回線タイ
プ。

障害が発生した回線の復元操作に優先順位を付けま

す。値は [高（High）]、[プライオリティ 1（Priority
1）]、[プライオリティ 2（Priority 2）]、[プライオリ
ティ 3（Priority 3）]、[プライオリティ 4（Priority
4）]、[プライオリティ 5（Priority 5）]、[プライオリ
ティ 6（Priority 6）]、および [低（Low）]です。

プライオリティ

（Priority）

[復元
（Restoration）]
チェックボックスが

オンの場合のすべて

のメディアチャネ

ル SSON回線タイ
プ。

復元操作の検証モード。値は次のとおりです。

• [なし（None）]：復元の承認しきい値を考慮せず
に回線が作成されます。

• [継承（Inherited）]：復元された回線は、プライ
マリ回線から検証と承認のしきい値を継承しま

す。

• [フル（Full）]：復元の検証結果が復元の承認し
きい値以上になると回線が作成されます。

[復元の検証
（Restoration
Validation）]

回線/VCのプロビジョニング
60

回線/VCのプロビジョニング

メディアチャネル SSON回線タイプの回線セクションリファレンス



有効説明属性

次の場合のすべての

メディアチャネル

SSON回線タイプ。

• [復元
（Restoration）]
チェックボック

スがオンになっ

ている。

• [復元検証
（Restoration
Validation）]
フィールドが

[フル（Full）]
に設定されてい

る。

回線の復元操作に設定された承認しきい値。値は次の

とおりです。

• [緑（Green）]：復元失敗の危険性が0%であるこ
とを示します。

• [黄（Yellow）]：復元失敗の危険性が 0 %～ 16 %
の間であることを示します。

• [オレンジ（Orange）]：復元失敗の危険性が 16%
～ 50 %の間であることを示します。

• [赤（Red）]：復元失敗の危険性が 50 %を超えて
いることを示します。

[復元の承認しき
い値（Restoration
Acceptance
Threshold）]

[復元
（Restoration）]
チェックボックスが

オンの場合のすべて

のメディアチャネ

ル SSON回線タイ
プ。

障害が修正された後、復元されたパスから元のパスに

回線を戻します。値は [なし（None）]、[手動
（Manual）]、および [自動（Automatic）]です。

[元に戻す
（Revert）]

[元に戻す
（Revert）]オプ
ションが [手動
（Manual）]または
[自動（Automatic）]
に設定されている場

合、すべてのメディ

アチャネル SSON
回線タイプ。

障害が修正された後、元のパスに切り替わるまでに、

復元されたパス上の回線が待機する期間。

[ソーク時間
（Soak Time）]

OTN回線の作成とプロビジョング
OTN回線をプロビジョニングするには、次の手順に従います。

始める前に

光回線をプロビジョニングする前に満たしている必要がある前提条件については、光回線のプ

ロビジョニングの前提条件（39ページ）を参照してください。
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ステップ 1 左側のサイドバーのメニューから、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネット
ワークトポロジ（Network Topology）]の順に選択します。

ステップ 2 [デバイスグループ（Device Groups）]をクリックして、OTN回線を作成する場所を選択します。

ステップ 3 [ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウで [回線/VC（Circuits/VCs）]をクリックしま
す。

ステップ 4 [回線/VC（Circuits/VCs）]タブをクリックし、[回線/VC（Circuits/VCs）]ペインツールバーで [+]（[作成
（Create）]）アイコンをクリックします。マップの右側の新しいペインでプロビジョニングウィザード
が開きます。

プロビジョニングウィザードを表示するもう 1つの方法として、[設定（Configuration）] > [ネットワー
ク（Network）]> [サービスプロビジョニング（Service Provisioning）]の順に選択する方法があります。

ステップ 5 [テクノロジー（Technology）]ドロップダウンリストから、[オプティカル（Optical）]を選択します。
Cisco EPN Managerの [サービスタイプ（Service Type）]エリアに、関連する回線タイプのリストが表示
されます。たとえば、OTN回線のサービスタイプには、[ODUUNI]、[ODUトンネル（ODUTunnel）]、
[OPU over ODU]、および [ODU UNIヘアピン（ODU UNI Hairpin）]があります。

ステップ 6 [サービスタイプ（Service Type）]エリアで、作成する OTN回線のタイプを選択します。

ステップ 7 さまざまなサービスの属性を設定するためにプロファイルを定義している場合は、[プロファイルの選択
（Select Profile）]ドロップダウンリストから必要なプロファイルを選択します。回線/VCプロファイル
（148ページ）を参照してください。

ステップ 8 [次へ（Next）]をクリックして [顧客の詳細（Customer Details）]ページに移動します。

ステップ 9 （オプション）回線の作成対象顧客を選択します。リストに顧客が表示されない場合は、[インベントリ
（Inventory）] > [その他（Other）] > [顧客（Customers）]の順に移動し、システムで顧客を作成してか
ら、プロビジョニングウィザードを再起動します。

ステップ 10 [顧客の詳細（Customer Details）]ページに回線名とその説明を入力します。

ステップ 11 [次へ（Next）]をクリックして [回線の詳細（Circuit Details）]ページに移動します。

ステップ 12 回線の詳細を入力します。フィールドと属性の説明については、OTN回線タイプの回線セクション参照
（63ページ）を参照してください。

ステップ 13 [次へ（Next）]をクリックして [エンドポイントセクション（Endpoint Section）]ページに移動します。

ステップ 14 [エンドポイント（Endpoint）]テーブルの行を選択し、マップでデバイスをクリックします。選択したデ
バイスの名前が [デバイス名（Device Name）]列に読み込まれます。あるいは、[エンドポイント
（Endpoint）]テーブルの行をクリックして、[デバイス名（Device Name）]および [インターフェイス/終
端ポイント（Interface/TerminationPoint）]列を編集します。選択した回線タイプと互換性があり使用可能
なネットワーク要素だけが表示されます。

行が編集モードになっている場合は、マップのデバイスをクリックして [デバイス名（Device
Name）]列にデータを読み込むことはできません。

（注）

ステップ 15 回線の保護タイプとパスオプションを入力します。フィールドと属性の説明については、OTN回線タイ
プの [エンドポイント（Endpoint）]セクションリファレンス（65ページ）を参照してください。

ステップ 16 [今すぐ作成（Createe Now）]をクリックして、回線を作成します。デバイスに展開される TL1または
CLIコマンドのプレビューを表示することを選択した場合、[プレビュー（Preview）]をクリックすると
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プレビューが表示されます。TL1または CLIコマンドのプレビューを確認したら、設定をデバイスに展
開するか、またはプロビジョニング操作をキャンセルできます。

[ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウの [回線/VC（Circuits/VCs）]タブの
リストに、回線が追加されます。プロビジョニング状態を確認するには、回線/VC名の横にあ
る [i]アイコンをクリックし、[回線/VC 360（Circuit/VC 360）]ビューを表示します。

OTN回線タイプの回線セクション参照

次の表に、OTN回線タイプを定義する属性の一覧と説明を示します。

表 9 :回線セクション参照：OTN回線タイプ

有効説明属性

回線プロパティ

すべての

OTN回線タ
イプ。

OTN回線をプロビジョニングするために必要な帯域幅。

帯域幅とサービスタイプフィールドの値のマッピングについ

ては、表 11 :値のマッピング：ODU UNI回線の帯域幅とサー
ビスタイプを参照してください。

Bandwidth

帯域幅フィー

ルドが

ODU0、
ODU1、
ODU2、また
は ODU2Eに
設定されてい

る場合、ODU
UNI回線タイ
プ。

送信元エンドポイントがクライアントのペイロードコントロー

ラではなく ODUサブコントローラに接続されているオープン
エンド回線を作成するには、このチェックボックスをオンにし

ます。

このチェックボックスをオンにすると、Cisco NCS
4000デバイスにODUサブコントローラが展開されま
せん。デバイスを Cisco EPNManagerに追加する前に
Cisco NCS 4000デバイスで ODUサブコントローラを
設定する必要があります。オープンエンドODUUNI、
および Cisco NCS 4000デバイスで ODUサブコント
ローラを設定する方法については、オープンエンド

の ODU UNIを参照してください。

（注）

Aエンド：
オープンエン

ド（A-End
Open Ended）
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有効説明属性

帯域幅フィー

ルドが

ODU0、
ODU1、
ODU2、また
は ODU2Eに
設定されてい

る場合、ODU
UNI回線タイ
プ。

宛先エンドポイントがクライアントのペイロードコントロー

ラではなく ODUサブコントローラに接続されているオープン
エンド回路を作成するには、このチェックボックスをオンにし

ます。

このチェックボックスをオンにすると、Cisco NCS
4000デバイスにODUサブコントローラが展開されま
せん。デバイスを Cisco EPNManagerに追加する前に
Cisco NCS 4000デバイスで ODUサブコントローラを
設定する必要があります。オープンエンドODUUNI、
および Cisco NCS 4000デバイスで ODUサブコント
ローラを設定する方法については、オープンエンド

の ODU UNIを参照してください。

（注）

Zエンド：
オープンエン

ド（Z-End
Open Ended）

ODU UNI回
線タイプ。

選択した帯域幅でサポートされているサービスタイプ。

帯域幅とサービスタイプフィールドの値のマッピングについ

ては、表 11 :値のマッピング：ODU UNI回線の帯域幅とサー
ビスタイプを参照してください。

サービスタイ

プ（Service
Type）

ルートプロパティ（Route Properties）

帯域幅フィー

ルドが

ODUFLEXに
設定されてい

る場合、すべ

ての OTN回
線タイプ

（ODU UNI
ヘアピンを除

く）。

1秒あたりのビット数の合計。ビットレート

帯域幅フィー

ルドが

ODUFLEXに
設定されてい

る場合、すべ

ての OTN回
線タイプ

（ODU UNI
ヘアピンを除

く）。

要求されたサービスの基本信号。値は次のとおりです。

• CBR：固定ビットレート。
• GFP-F固定（GFP-F-Fixed）：固定のフレームマップ型ジェ
ネリックフレーミングプロシージャ。

フレーミング

タイプ

（Framing
Type）
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有効説明属性

すべての

OTN回線タ
イプ（ODU
UNIヘアピン
を除く）。

回線ルートを記録するには、このチェックボックスをオンにし

ます。

ルートを記録

（Record
Route）

OTN回線タイプの [エンドポイント（Endpoint）]セクションリファレンス

次の表に、OTN回線タイプの保護タイプおよびパスオプションを定義する属性をリストして
説明します。

表 10 : [エンドポイント（Endpoint）]セクションリファレンス：OTN回線タイプ

有効説明属性

エンドポイント

すべての

OTN回線タ
イプ。

回線の Aエンドデバイスと Zエンドデバイス。

ODU UNIヘアピン回線では、Aエンドと Zエンドが
同じデバイスになりますが、終端地点が異なります。

（注）

デバイス名

（Device
Name）

ODU UNI回
線。

AエンドデバイスとZエンドデバイスのインターフェイス名。インターフェ

イス

（Interface）

OPU over
ODUおよび
ODU UNIヘ
アピン回線。

カードの終端地点。終端地点
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有効説明属性

すべての

OTN回線タ
イプ（ODU
UNIヘアピン
を除く）。

OTN回線の保護タイプ。値は次のとおりです。

• [1+0]：非保護カード。現用パスで障害が検出されると、
データが失われます。

• [1+1]：プライマリパスとセカンダリパスの両方がトラ
フィックをエンドツーエンドで伝送し、受信者は両方のト

ラフィックを受信して比較します。あるパスで出力ノード

が障害を検出すると、トラフィックは影響を受けていない

パスに切り替えられます。

• [1+R]：プライマリパスで障害が発生すると、復元された
パスが計算され、トラフィックは復元されたパスに切り替

えられます。プライマリパスが復帰不可能な場合、復元さ

れたパスは新しいプライマリパスになります。

• [1+1+R]：プライマリパスとセカンダリパスの両方でトラ
フィックが伝送されます。あるパスで出力ノードが障害を

検出すると、トラフィックは影響を受けていないパスに切

り替えられます。復元されたパスが計算され、トラフィッ

クは復元されたパスに切り替えられます。プライマリパス

またはセカンダリパスが復帰不可能な場合、復元されたパ

スは新しいプライマリパスまたはセカンダリパスになり

ます。

この保護タイプは、Cisco NCS 4000シリーズデ
バイスではサポートされていません。

（注）

[保護タイプ
（Protection
Type）]

すべての

OTN回線タ
イプ（ODU
UNIヘアピン
を除く）。

トンネルを選択し、プロビジョニングする回線でそのトンネル

が使用されないことを確認します。これにより、トンネルに障

害がある場合に、同じトンネルが他の回線で使用されなくなり

ます。

[トンネル ID
と異なる

（Diverse
From Tunnel
ID）]

[動作中のパス（Working Path）]、[保護パス（Protected Path）]、および [復元パス（Restored
Path）]

[保護パス（Protected Path）]フィールドグループは、[保護タイプ（Protection Type）]フィー
ルドが [1+1]または [1+1+R]に設定されている場合に限り、すべてのOTN回線タイプ（ODU
UNIヘアピンを除く）で使用できます。

[復元パス（Restored Path）]フィールドグループは、[保護タイプ（Protection Type）]フィー
ルドが [1+R]または [1+1+R]に設定されている場合に限り、すべてのOTN回線タイプ（ODU
UNIヘアピンを除く）で使用できます。

回線/VCのプロビジョニング
66

回線/VCのプロビジョニング

OTN回線タイプの [エンドポイント（Endpoint）]セクションリファレンス



有効説明属性

すべての

OTN回線タ
イプ（ODU
UNIヘアピン
を除く）。

回線の現用パスまたは保護パスのタイプを選択します。値は

[ダイナミック（Dynamic）]および [明示的（Explicit）]です。
タイプ

（Type）

[タイプ
（Type）]
フィールドが

[明示的
（Explicit）]
に設定されて

いる場合のす

べての OTN
回線タイプ

（ODU UNI
ヘアピンを除

く）。

回線の新しい明示的な作業パスまたは保護パスを作成するに

は、このチェックボックスをオンにします。

新規作成

（New）

[タイプ
（Type）]
フィールドが

[明示的
（Explicit）]
に設定されて

おり、[新規
作成（New）]
チェックボッ

クスがオフに

なっている場

合のすべての

OTN回線タ
イプ（ODU
UNIヘアピン
を除く）。

回線の既存の明示的な現用パスまたは保護パスを選択します。[既存の EPを
選択（Select
Existing EP）]
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有効説明属性

[タイプ
（Type）]
フィールドが

[明示的
（Explicit）]
に設定されて

おり、[新規
作成（New）]
チェックボッ

クスがオンに

なっている場

合のすべての

OTN回線タ
イプ（ODU
UNIヘアピン
を除く）。

作成する明示的なパスの名前を入力します。[新しい名前（New
Name）]フィールドの下のテーブルで、[+]ボタンをクリック
してテーブルに新しい行を追加し、デバイスを選択して、その

デバイスのインターフェイスとして明示的なパスコントローラ

を選択します。

新しい名前

（New
Name）

[保護のプロファイル（Protection Profile）]

[保護プロファイル（Protection Profile）]フィールドグループは、[保護タイプ（Protection
Type）]フィールドが [1+1]、[1+R]、または [1+1+R]に設定されており、有効な Aエンドデ
バイスが選択されている場合に限り、すべてのOTN回線タイプ（ODUUNIヘアピンを除く）
で使用できます。

回線の保護を管理するために使用されるプロファイル。この保

護プロファイルは、回線の Aエンドノードで設定する必要が
あります。

デバイスに設定されている保護プロファイルを入力で

きます。

（注）

保護タイプ、SNC、ホールドオフ、復元待ち、回線復帰などの
保護プロファイルの詳細が表示されます。

[保護のプロ
ファイル

（Protection
Profile）]

ODU UNI回線の帯域幅とサービスタイプの値のマッピング

次の表に、ODU UNI回線の帯域幅とサービスタイプフィールドの値のマッピングを示しま
す。

表 11 :値のマッピング：ODU UNI回線の帯域幅とサービスタイプ

サービスタイプ（Service Type）Bandwidth

•イーサネット OPU0 GMPODU0
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サービスタイプ（Service Type）Bandwidth

• OTN OPU1
• Sonet OPU1 BMP
• SDH OPU1 BMP

ODU1

•イーサネット OPU1e BMP
• OTN OPU1e

ODU1E

• OTN OPU1fODU1F

•イーサネット OPU2 GFP_F
•イーサネット OPU2 GFP_F_EXT
•イーサネット OPU2 WIS
• OTN OPU2
• Sonet OPU2 AMP
• Sonet OPU2 BMP
• SDH OPU2 AMP
• SDH OPU2 BMP

ODU2

•イーサネット OPU2e BMP
• OTN OPU2e

ODU2E

• OTN OPU2fODU2F

• OTN OPU4
•イーサネット OPU4 GFP_F
•イーサネット OPU4 GMP

ODU4

• OTN OPUFlex
•イーサネット OPUFlex GFP_F

ODUFLEX

ODU回線の作成とプロビジョング
ODU回線を作成し、プロビジョングするには、次の手順を実行します。

始める前に

•光回線をプロビジョニングする前に満たす必要がある前提条件については、光回線のプロ
ビジョニングの前提条件（39ページ）を参照してください。

•デバイス間に管理対象リンクを作成するには、トポロジマップへのリンクの手動による追
加を参照してください。

ステップ 1 左側のサイドバーから、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネットワークトポ
ロジ（Network Topology）]を選択します。
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ステップ 2 [デバイスグループ（Device Groups）]をクリックして、ODU回線を作成する場所を選択します。

ステップ 3 [デバイスグループ（Device Groups）]ポップアップウィンドウを閉じます。

ステップ 4 [ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウで [回線/VC（Circuits/VCs）]をクリックしま
す。

ステップ 5 [回線/VC（Circuits/VCs）]タブをクリックし、[回線/VC（Circuits/VCs）]ペインツールバーで [+]（[作成
（Create）]）アイコンをクリックします。プロビジョニングウィザードが新しいペインで開きます。

プロビジョニングウィザードを表示するもう 1つの方法として、[設定（Configuration）] > [ネットワー
ク（Network）]> [サービスプロビジョニング（Service Provisioning）]の順に選択する方法があります。

ステップ 6 [テクノロジー（Technology）]ドロップダウンリストから [光（Optical）]を選択すると、Cisco EPN
Managerは関連する回線タイプのリストを [サービスタイプ（Service Type）]領域に表示します。

ステップ 7 [サービスタイプ（Service Type）]領域で、[ODU]を選択します。

ステップ 8 さまざまなサービスの属性を設定するためにプロファイルを定義している場合は、[プロファイルの選択
（Select Profile）]ドロップダウンリストから必要なプロファイルを選択します。回線/VCプロファイル
（148ページ）を参照してください。

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックして [顧客セクション（Customer Section）]ページに移動します。

ステップ 10 （オプション）回線の顧客を選択します。リストに顧客が表示されない場合は、[インベントリ
（Inventory）] > [その他（Other）] > [顧客（Customers）]の順に移動し、システムで顧客を作成して、
プロビジョニングウィザードを再起動します。

ステップ 11 [顧客セクション（Customer Section）]ページで、回線の名前と説明を入力します。

ステップ 12 [次へ（Next）]をクリックして [回線セクション（Circuit Section）]ページに進みます。

ステップ 13 ここでは、リモート ODU回線とローカル ODU回線の 2種類の ODU回線を作成できます。

リモート ODU回線（2つの異なるデバイス間の ODU回線）を作成するには、次の手順を実行します。

a) [ローカルクロスコネクト（Local Cross Connect）]チェックボックスをオフにします。
b) 回線には、次のいずれかの保護タイプを選択します。

[なし（None）]：回線の保護タイプなし。

[1+1]：プライマリパスとセカンダリパスの両方でトラフィックをエンドツーエンドに伝送します。
受信側はプライマリパスとセカンダリパスからトラフィックを受信し、両方のトラフィックを比較

します。あるパスで出力ノードが障害を検出すると、トラフィックは影響を受けていないパスに切

り替えられます。

保護タイプとして [1+1]を選択した場合、[接続モード（ConnectionMode）]はデフォルトで
[SNC-N]に設定されます。

（注）

c) 回線に必要な [復帰時間（Reversion Time）]と [保留タイマー（Hold off Timer）]を選択します。

これらのフィールドは、保護タイプとして [1+1]を選択した場合にのみ使用できます。（注）

d) [次へ（Next）]をクリックして [エンドポイントセクション（Endpoint Section）]ページに移動しま
す。

e) [エンドポイント（Endpoint）]テーブルの行を選択し、マップでデバイスをクリックします。選択し
たデバイスの名前が [デバイス名（Device Name）]列に読み込まれます。あるいは、[エンドポイン
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ト（Endpoint）]テーブルの行をクリックして、[デバイス名（Device Name）]列および [終端ポイン
ト（Termination Point）]列を編集します。選択した回線タイプと互換性があり、使用可能なネット
ワーク要素だけが表示されます。

行が編集モードになっていると、マップ内のデバイスをクリックしても、[デバイス名（Device
Name）]列に名前は取り込まれません。

（注）

f) [次へ（Next）]をクリックして [制約セクション（Constraints Section）]ページに移動します。
g) マップでデバイスノードをクリックし、[制約（Constraints）]テーブルに追加します。あるいは、
テーブルツールバーで [+]ボタンをクリックし、新しい行をテーブルに追加し、[ノード/リンク名
（Node/Link Name）]、[包含/除外（Include/Exclude）]、および [ルート（Route）]列を編集すること
もできます。ODU回線タイプと互換性があるネットワーク要素のみが表示されます。

ODU回線の制約事項としてリンクを指定することはできません。（注）

h) （オプション）[パスの計算（CalculatePath）]をクリックして、選択したエンドポイント間に有効な
動作中のパスがあるかどうかを確認します。選択したエンドポイント間に有効な動作中のパスが存

在する場合、パスはトポロジマップに「W」ラベルで表示されます。選択したエンドポイント間に
有効な動作中のパスが存在しない場合は、選択したエンドポイント間に動作中のパスを確立できな

い理由を表示する [パスの計算結果（Path Calculation Result）]セクションが表示されます。
i) [今すぐ作成（CreateNow）]をクリックして、回線を作成します。デバイスに展開されるTL1または

CLIコマンドのプレビューを表示する場合、[プレビュー（Preview）]をクリックします。設定をデ
バイスに展開するかキャンセルするかを選択できますが、属性を編集することはできません。

ローカル ODU回線（同じデバイス内の相互接続）を作成するには、次の手順を実行します。

a) [ローカルクロスコネクト（Local Cross Connect）]チェックボックスをオンにします。
b) [帯域幅（Bandwidth）]や [サービスタイプ（Service type）]などの回線プロパティを選択します。
c) 回線には、次のいずれかの保護タイプを選択します。

[なし（None）]：回線の保護タイプなし。

[1+1]：プライマリパスとセカンダリパスの両方でトラフィックをエンドツーエンドに伝送します。
受信側はプライマリパスとセカンダリパスからトラフィックを受信し、両方のトラフィックを比較

します。あるパスで出力ノードが障害を検出すると、トラフィックは影響を受けていないパスに切

り替えられます。

保護タイプとして [1+1]を選択した場合、[接続モード（ConnectionMode）]はデフォルトで
[SNC-N]に設定されます。

（注）

d) 回線に必要な [復帰時間（Reversion Time）]と [保留タイマー（Hold off Timer）]を選択します。

これらのフィールドは、保護タイプとして [1+1]を選択した場合にのみ使用できます。（注）

e) [次へ（Next）]をクリックして [エンドポイントセクション（Endpoint Section）]ページに移動しま
す。

f) ODU回線をプロビジョニングするデバイス名を選択します。
g) [ソース（Source）]、[セカンダリソース/宛先（Secondary Source/Destination）]、および [宛先
（Destination）]ポートを選択します。[ODU]スライスを選択します。
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[セカンダリソース/宛先（Secondary Source/Destination）]は、保護タイプとして [1+1]を選
択した場合にのみ使用できます。

（注）

h) [今すぐ作成（Create Now）]をクリックして回線を作成します。回線のプレビューを表示する場合
は、[プレビュー（Preview）]をクリックします。設定をデバイスに展開するかキャンセルするかを
選択できますが、属性を編集することはできません。

[ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウの [回線/VC（Circuits/VCs）]ペイン
のリストに、回線が追加されます。プロビジョニング状態を確認するには、回線/VC名の横に
ある [i]アイコンをクリックし、[回線/VC 360（Circuit/VC 360）]ビューを表示します。

L3VPNサービスのプロビジョニング
•サポートされている L3VPNサービス

• L3VPNプロビジョニングの機能と制限事項（73ページ）

• L3VPNプロビジョニングの前提条件 （75ページ）

• L3VPNサービスの検出 （76ページ）

•新規 L3VPNサービスの作成およびプロビジョニング（77ページ）

• L3VPNサービスの詳細表示（94ページ）

• L3VPNおよび VRFの変更（97ページ）

• L3VPNサービスへの VRFの追加およびコピー（98ページ）

•設定例：L3VPNサービスのプロビジョニング（92ページ）

サポートされている L3VPNサービス
MPLSレイヤ 3 VPNはプライベート IPネットワークを形成します。顧客はプロバイダエッジ
（PE）ルータの IPピアとして機能するカスタマーエッジ（CE）ルータを介してネットワーク
に接続します。

仮想ルーティングおよび転送（VRF）

PEでは、仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスがL3VPNサービスのトラフィッ
ク転送専用の仮想 IPルータとして機能します。VRFは、マルチプロトコルボーダーゲート
ウェイプロトコル（MP-BGP）を介して相互にルートを学習し、MPLSを使用してトラフィッ
クを転送します。

VPNは少なくとも 1つ、通常は複数の VRFで構成されます。Cisco EPN Managerは VPN IDを
使用して、単一の VPNを一緒に形成する VRFを検出します。VPN IDがプロビジョニングさ
れていない既存のネットワークを Cisco EPNManagerが検出すると、同じ名前のすべての VRF
を取得し、それらを 1つの VPNに関連付けます。バージョン番号プレフィックスと異なるサ
フィックスによる命名規則を使用する Cisco PRIMEプロビジョニングを使用して作成された
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VPNの場合、Cisco EPN Managerは異なる VRFを 1つの VPNに属しているものとして認識し
ます。

一般に、さまざまな命名規則を受け入れるように設定できる正規表現があります。

ルートターゲット（RT）

VRF間の接続は VRFによってインポートおよびエクスポートされるルートターゲット（RT）
を使用して定義されます。Cisco EPN Managerは、フルメッシュ接続のセットアップを容易に
し、使用するルートターゲットを自動的に割り当てます。ルートターゲットは、AS番号また
は IPv4アドレスのいずれかのプレフィックス（フルメッシュプレフィックス、100 [681682]
など）で構成されます。プレフィックスは、ネットワーク内の既存のBGP自律システム（AS）
番号から選択することも、手動で入力することもできます。プレフィックスに続く2番目の番
号は Cisco EPN Managerによって自動的に割り当てられます。

あるいは、ルートターゲットを手動で選択することもでき、また、フルメッシュに加えてこ

れを行うこともできます。VPNの作成時にVPN内で使用するルートターゲットを入力する初
期画面が表示され、VRFごとにインポートおよびエクスポートするルートターゲットを選択
できます。また、ルートターゲットを使用するアドレスファミリ（IPv4または IPv6）も指定
します。これは、他の VPNで使用されるルートターゲットをインポートすることによって、
エクストラネットを設定する場合などに使用できます。

ルートの再配布

PEと CEの間で交換されるルートは、リモートエンドポイントが各 VRFで到達できるプレ
フィックスがわかるようにMP-BGPルーティングプロトコルに再配布する必要があります。
ルートの再配布を制御するため、Cisco EPNManagerでは必要なプロトコル（OSPF、静的、接
続済み、または RIP）、プロトコルのメトリック値、および必要に応じて適用可能なルートポ
リシーを定義できます。

エンドポイント

Cisco EPNManagerは、イーサネットサブインターフェイス上の IPエンドポイントの作成をサ
ポートします。タグなしカプセル化の選択、あるいは 802.1qまたは 802.1adのカプセル化を使
用した、外部 VLANと、必要に応じて内部 VLANの指定をサポートします。エンドポイント
上の IPv4アドレスと IPv6アドレスの両方を指定できます。また、BGPおよび OSPFネイバー
の詳細を指定して、CEと PEの間で BGPおよび OSPFネイバーをプロビジョニングすること
もできます。

CiscoEPNManagerを使用してL3VPNサービスをプロビジョニングする方法については、L3VPN
サービスのプロビジョニング（72ページ）を参照してください。

L3VPNプロビジョニングの機能と制限事項

Cisco EPN Managerは次の L3VPN機能をサポートしています。

• VRFの作成

•ルートターゲット IDの自動割り当て。

•ルート識別子の自動割り当て
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•複数の条件（VPN ID、共通名、およびプライムプロビジョニングの命名規則）に基づい
て、複数の VRFで構成された VPNの検出。

• L3VPNプロビジョニング用のデバイスは、プロビジョニングをポイントアンドクリック
の手法を使用して選択できます。

• VRFに付加された IPエンドポイントの定義。VRFとのイーサネットサブインターフェイ
スの関連付け。

• CEと PE間での BGPまたは OSPF、あるいはその両方のネイバーのプロビジョニング。

•エンドポイントインターフェイスへの QoSプロファイルのアタッチ。

•既存の VPNへの新しい VRFの追加。

• Cisco EPN Managerを使用して作成し、展開された（または検出し、昇格させた）VPNと
関連する VRFの変更。

• L3VPNサービスのネットワークトポロジのオーバーレイ。

•デバイスから直接検出された L3VPNサービスの昇格。これは、検出されたサービスの変
更と削除にさらに役立ちます。

• OSPFデュアル ASルーティングによるルートターゲットの使用。

• BDI/BVIインターフェイス（サブインターフェイス）を使用した L3VPNサービスをプロ
ビジョニングするための、統合ルーティングとブリッジングの使用。

• IPサービスレベル契約（SLA）および CLIテンプレートと L3VPNサービスとの関連付
け。

•接続されたルート、静的ルート、RIPルート、またはOSPFルートを使用した PE-CEリン
クとMP-BGPコア間でのルートの再配布。

• LAGインターフェイスを使用した L3VPNサービスのプロビジョニング。

• HSRPを使用している L3VPNサービスのプロビジョニング。

Cisco EPN Managerには、L3VPNに次の制限事項があります。

• VRFをサポートするデバイスのリストについては、Cisco Evolved Programmable Network
Managerのサポート対象デバイスを参照してください。

•マルチキャスト VPNをプロビジョニングすることはできません。サポートされているの
は、ユニキャスト VPNのみです。

• L3VPNサービスの作成時、VPNに任意の数の VRFを追加できます。ただし、5つを超え
る VRFを追加することはお勧めしません。[VRFの変更（Modify VRF）]オプションと
[VRFの追加（Add VRF）]オプションを使用して、後でより多くの VRFを VPNに追加で
きます。L3VPNサービスには、緑色のフィールドを使用してプロビジョニングされてい
る場合、最大 15個のエンドポイントを含めることができます。
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•デバイスごとにサポートされているのは 1つの VRFのみです。複数の VRFを作成できま
すが、異なるデバイス上で同じ VRF名か、または異なる VRF名を使用できます。

•ルートポリシーは選択できますが、L3VPNサービス内で定義することはできません。

• PE-CEでは、BGP、OSPF、および OSPFv3ルーティングプロトコルのみがサポートされ
ています。

•複数の接続されたPEはサポートされていないため、SiteofOriginサポートもありません。

• L3VPNサービスを削除すると、サービスに関連付けられている IP SLA操作がデバイスか
ら削除されます。また、関連付された操作が削除されると、その操作はそれ以降は使用で

きなくなります。

•統合ルーティングおよびブリッジング（IRB）は、CiscoCatalyst 6500シリーズスイッチで
はサポートされていません。

• [Modify VRF]フローによるルート識別子の変更は、IOS XRデバイスでのみサポートされ
ています。

•最大 15個のエンドポイントが、完全に検出された L3VPNサービスの昇格後の変更/削除
でサポートされます。L3VPNプロモーションの[最大エンドポイント数（MaximumNumber
of Endpoints）]を設定するには、[管理（Administration）] > [設定（Settings）] > [システ
ム設定（System Settings）]に移動し、[回線/VC（Circuits/VCs）]で [検出設定（Discovery
Settings）]を選択します。

L3VPNプロビジョニングの前提条件

L3VPNサービスのプロビジョニングを開始する前に、次の前提条件に従っていることを確認
します。

L3VPNサービスをプロビジョニングするための前提条件は次のとおりです。

• BGPは、すべてのデバイス上に設定する必要があります。通常、すべてのデバイスは、
ルートリフレクタのペアを介して相互に通信する必要があります。

• BGPのセットアップに必要な構成前の変更：

次の例に示すように、BGPルータ IDを設定します。
router bgp 65300

bgp router-id 10.1.1.1

次のコマンドを使用して、Vpn4と Vpn6を親アドレスファミリとして設定します。

router bgp 100
address-family vpnv4 unicast
address-family vpnv6 unicast

• MPLS到達可能性は、デバイス間で設定する必要があります。MPLSコアネットワーク設
定をセットアップする必要があります。
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• L3VPNサービスがプロビジョニングされるデバイスのインベントリ収集ステータスが [完
了済み（Completed）]である必要があります。デバイスのステータスを確認するには、[イ
ンベントリ（Inventory）] > [ネットワークデバイス（Network Devices）]に移動し、[最新
のインベントリ収集ステータス（Last Inventory Collection Status）]列のステータスを確認
します。

• XEデバイスで IPv6アドレスファミリを使用して L3VPNサービスをプロビジョニングす
る前に、IPv6ルーティングを有効にする必要があります。IPv6ルーティングを有効にす
るには、次のコマンドを設定します。

ipv6 unicast-routing

•（オプション）L3VPNサービスのプロビジョニング時に L3VPNサービスを顧客に関連付
けられるように、システム内に顧客を作成する必要があります。顧客を作成し、管理する

には、[インベントリ）Inventory）] > [その他（Other）] > [顧客（Customers）]を選択しま
す。

L3VPNサービスの検出

Cisco EPN Managerは、複数の条件を使用して複数の VRFを 1つの VPNに関連付けます。

• VRFがVPN IDで設定されている場合：VPNサービスはVPN IDを使用して検出され、同
じ VPNに属している VRFを識別します。検出する必要がある VPNがあり、1つの VPN
内で異なる VRF名が使用されている場合、Cisco EPN Managerは VRF名によって VRFを
検出します。

デバイスごとに作成される VRFが 1つのみの場合は、VPN上のあらゆる場所で同じ VRF
名を使用するのが一般的です。CiscoEPNManagerが同じ名前でVPNIDのない複数のVRF
を確認した場合は、それらを単一の VPNと見なし、VPN名は VRFの名前になります。

•最初にプライムプロビジョニングを使用してプロビジョニングされたVPNの場合：Cisco
EPN Managerはプライムプロビジョニング VRF命名規則も認識します。プライムプロビ
ジョニングで使用される命名規則は、次の形式です。

V<number>:<VPN name><optional suffix, one of -s -h -etc>

同じ名前と番号を持つVRFは、同じVPNに属しています。たとえば、「ABC」と呼ばれ
る VPNに属している VRFは次のとおりです。

V1:ABC、V2:ABC、V4:ABC-s、V22:ABC-h、V001:ABCなど

• VRFにVPN IDがなく、プライムプロビジョニング規則に従って他の名前と一致しない一
意の名前を持つ場合は、単独でVPNに配置されます。VPNの名前はVRFの名前になりま
す。

プライムプロビジョニング命名規則機能は、製品に埋め込まれた正規表現によって駆動されま

す。VPNの設定がオプションではなく、正規表現と一致する可能性がある命名規則がある場合
は、その正規表現を変更できます。正規表現を変更するには、シスコアドバンストサービス

担当者にお問い合わせください。
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新規 L3VPNサービスの作成およびプロビジョニング
ユニキャスト L3VPNの作成およびプロビジョニングプロセスには、次の作業が含まれます。

•（オプション）顧客を VPNに関連付ける。

• L3VPNを経由してエンドポイントまで伝送されるトラフィックの処理方法に影響する属
性の定義。

• L3VPNのエンドポイントおよびルート再配布値の指定。

•（オプション）IPv4または IPv6を使用するデバイス間のエンドツーエンド応答所要時間
をモニターするための IPサービスレベル契約（SLA）動作を設定する。

•（オプション）ユーザー定義の CLIテンプレートを L3VPNサービスと関連付ける。

注：このリリースではユニキャスト L3VPNサービスのみがサポートされます。

新しい L3VPNサービスを作成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 左側のペインから、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネットワークトポロジ
（Network Topology）]を選択します。

[ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウが開きます。

ステップ 2 ツールバーで [デバイスグループ（Device Groups）]をクリックし、マップ上に表示するデバイスのグ
ループを選択します。

ステップ 3 [回線/VC（Circuits/VCs）]タブをクリックし、[回線/VC（Circuits/VCs）]ペインツールバーで [+]（[作成
（Create）]）アイコンをクリックします。

マップの右側の新しいペインでプロビジョニングウィザードが開きます。あるいは、[設定（Configuration）]
> [ネットワーク（Network）] > [サービスのプロビジョニング（Service Provisioning）]を選択してL3VPN
プロビジョニングウィザードにアクセスすることもできます。

ステップ 4 [テクノロジー（Technology）]ドロップダウンリストから [L3VPN]を選択します。サポートされている
L3VPNサービスタイプの一覧が表示されます。

ステップ 5 [サービスタイプ（Service Type）]セクションで、[ユニキャスト（Unicast）]を選択し、[次へ（Next）]
をクリックして顧客とサービスの詳細を入力します。このリリースでサポートされているサービスタイ

プは、ユニキャスト L3VPNのみです。

ステップ 6 さまざまなサービスの属性を設定するためにプロファイルを定義している場合は、[プロファイルの選択
（Select Profile）]ドロップダウンリストから必要なプロファイルを選択します。

ステップ 7 （オプション）VPNに関連付ける顧客を選択します。ドロップダウンリストに顧客が表示されていない
場合は、[インベントリ（Inventory）] > [その他（Other）] > [顧客（Customers）]を選択して顧客を作成
し、この手順に戻ります。

ステップ 8 基本的な L3VPNパラメータを次のように指定します。

a) [アクティブ化（Activate）]チェックボックスを使用して、サービスをアクティブ状態にするか（チェッ
クボックスがオン）、それとも非アクティブにするか（チェックボックスがオフ）を指定します。

アクティブ状態の場合、トラフィックが回線を通過できるようになり、関連付けられているすべて
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の IPエンドポイントのサービス状態が自動的にTrueに設定されます。非アクティブ状態の場合は、
IPエンドポイントのサービス状態を Trueまたは Falseに設定できます。

b) 一意のサービス名を指定し、オプションで説明を入力します。
c) サービスの一意のVPN IDを入力します。VPN IDは、OUI:VPNインデックス形式である必要があり
ます。たとえば、36B:3などです。ここでは、36Bは組織固有識別子（OUI）であり、3はVPNイン
デックスです。

d) [IP MTU]フィールドに、値を 1500（デフォルト）～ 9216の範囲で入力します。サービスMTUは、
L3VPN経由で非フラグメント化された状態で伝送できる最大 IPパケットサイズ（バイト数）です。
これにはレイヤ 2ヘッダーは含まれません。

設定されるインターフェイスMTUは、サービスMTUにすべてのレイヤ 2ヘッダーのサイズを追加
したものです。イーサネットの場合は、これによって 14バイトおよびVLANヘッダーごとに 4バイ
トが追加されます。

UNI MTUの値は、サービスMTUと外部および内部の VLAN値によって異なります。

•外部および内部 VLANの両方が存在する場合、UNI MTU値はサービスMTU + 14 +（4*2）より
大きくなります。

•外部VLANのみが存在する場合、UNIMTU値はサービスMTU + 14 +（4 *1）より大きくなりま
す。

• VLANが存在しない場合、UNI MTU値はサービスMTU + 14より大きくなります。

e) （オプション）このサービスのフルメッシュトポロジを作成するには、[フルメッシュの作成（Create
Full Mesh）]チェックボックスをオンにし、フルメッシュプレフィックスを [新規プレフィックス
（New Prefix）]フィールドに手動で入力するか、[既存のプレフィックス（Existing Prefix）]ドロッ
プダウンリストから値を選択します。使用可能なオプションは、選択されたデバイスで検出された

フルメッシュプレフィックス値によって異なります。

f) アドレスファミリを [フルメッシュアドレスファミリ（FullMeshAddress Family）]ドロップダウンリ
ストで [IPv4]、[IPv6]、または [両方（Both）]として選択します。

ステップ 9 [ルートターゲットの割り当て（Route Target Allocation）]セクションを使用して、ルートターゲットア
ドレスファミリ（[IPv4]、[IPv6]、または [両方（Both）]）および関連付けられているルートターゲット
値を手動で指定します。1つのL3VPNサービスに複数のルートターゲットを作成できます。次の手順で
この L3VPNサービスに接続させる任意の VRFに、これらのルートターゲットを関連付けることができ
ます。

また、VRFに関連付けられたルートターゲットを、VRFが属する L3VPNにも関連付ける必要
があります。

（注）

設定されたルートポリシーが、ルートポリシーの [エクスポート（Export）]ドロップダウンリ
ストに表示されます。

（注）

ステップ 10 [展開アクション（Deployment Action）]ドロップダウンリストで、サービス作成プロセスの完了時に実
行する必要があるタスクを指定します。選択できるオプションは、次のとおりです。

• [プレビュー（Preview）]：デバイスに展開する前に、生成された設定を確認できます。

• [展開（Deploy）]：完了したらすぐに、該当するデバイスに設定を展開できます。
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ステップ 11 [次へ（Next）]をクリックして、VRFを L3VPNサービスに関連付けます。

ステップ 12 [VRF（VRFs）]ドロップダウンリストから必要な VRFを選択するか、または以下の説明に従って新し
い VRFを追加し、[次へ（Next）]をクリックします。L3VPNサービスの作成中に、最大 5つの VRFを
VPNに関連付けることができます。さらに多くのVRFをVPNに関連付けるには、L3VPNサービスへの
VRFの追加およびコピー（98ページ）を参照してください。新しい VRFを作成するには、次の手順を
実行します。

1. [+]アイコンをクリックして、VRFの詳細を手動で追加します。VRFの詳細を自動入力するには、
マップ上で該当するデバイスをクリックします。デバイスの詳細および VRFの新しい名前が自動的
に [VRFの追加（Add VRFs）]ページに入力されます。

2. 手動で VRFの詳細を指定するには、[デバイス（Device）]ドロップダウンリストで必要なデバイス
を選択します。その後、VRF名と説明を手動で入力し、[RD自動]チェックボックスをオンにしま
す。

同じデバイスに複数のVRFを作成する場合は、それらが同じVPNに属さないようにするた
めに、それぞれ異なる名前を付ける必要があります。同じデバイス上に同じ名前で複数の

VRFを作成することはできません。

（注）

ステップ 13 IPv4および IPv6ルートターゲットとルート配布詳細を次のように指定します。

1. ルートターゲット：[ルートターゲット（Route Target）]ドロップダウンリストで、この VRFのルー
トターゲットを選択します。このドロップダウンリストに表示されるオプションは、ステップ 7で
このサービスに関連付けられたルートターゲットによって決まります。

2. ルートターゲットを適用する方向を選択します。選択したデバイスに応じて、[インポート（Import）]、
[エクスポート（Export）]、[両方（Both）]、または [なし（None）]を選択します。

選択したデバイスのタイプに従って方向を選択します。たとえば Cisco IOS-XRデバイスの場合は、
ルートターゲットの方向として [なし（None）]を選択できません。

3. [ルートポリシー（Route Policy）]セクションで、ルートターゲットのインポートおよびエクスポー
トポリシーを指定します。

オペーク拡張コミュニティ（Opaque Extended Community）が接続されている [ルートポリ
シー（Route Policy）]は、エクスポートにのみ適用されます。

（注）

4. [ルート配布（Route Distribution）]セクションで、VRFに関連付ける必要があるプロトコル、プロト
コルのメトリック値、ルーティングプロセス ID、関連するルートポリシー、およびルート一致タイ
プを指定します。

• [プロトコル（Protocol）]：ルートの再配布元となる必要がある送信元プロトコルを選択します。
選択できるオプションは、[静的（Static）]、[接続（Connected）]、[RIP]、および [OSPF]です。

• [メトリック（Metric）]：（オプション）同じルータ上のルーティングプロセス間で再配布時に
使用するメトリックの数値を入力します。

• [ルーティングプロセス ID（Routing Process ID）]：（OSPFおよび RIPのみに適用可能）デバイ
ス上のルーティングプロセスのインスタンスを識別する一意の数値を指定します。
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• [ルートポリシー（Route Policy）]：（オプション）選択したデバイス上に存在するいずれかの
ルートポリシーを選択します。CiscoEPNManagerを使用してルートポリシーを作成することは
できません。

オペーク拡張コミュニティ（OpaqueExtendedCommunity）が接続されている [ルートポ
リシー（Route Policy）]は、再配布では使用できません。

（注）

• [ルート一致タイプ（RouteMatch Type）]（OSPFにのみ適用可能）：選択したルートポリシーに
関連付けられている一致タイプをドロップダウンリストで指定します。

ステップ 14 IPエンドポイントおよび UNIの値を、次のように手動で指定します。

•エンドポイントインターフェイスがすでに UNIとして設定されている場合は、[新規 UNI（New
UNI）]チェックボックスをオフにし、[UNI名（UNIName）]ドロップダウンリストから必要なUNI
を選択します。

•新しい UNIを作成するには、次の手順を実行します。

1. [新規 UNI（New UNI）]チェックボックスをオンにします。

2. [UNI名（UNI Name）]フィールドに、UNIの一意の名前を入力します。

3. [デバイス（Device）]ドロップダウンで、デバイス、およびデバイスに必要なインターフェイス
を選択して、UNIの説明を入力します。

4. [サービス多重化（Service Multiplexing）]チェックボックスをオンにして、複数の L3VPNまた
はキャリアイーサネットサービスを UNIでサポートできるようにします。

5. UNIの IP最大伝送ユニット（MTU）（UNIの速度とデュプレックスの設定）を指定します。

6. [自動ネゴシエーション（Auto Negotiation）]チェックボックスをオンにして UNIの速度とデュ
プレックスの設定を自動的に調整するか、[自動ネゴシエーション（AutoNegotiation）]チェック
ボックスをオフにして速度とデュプレックスの設定を手動で指定します。

7. UNIでの入力または出力トラフィック用の UNI QoSプロファイルを選択します。プロファイル
の一覧には、デバイスで設定され、システムによって検出されるポリシーマップおよびユーザー

定義の QoSプロファイルが含まれます。UNI QoSプロファイルを選択した場合は、これ以降の
手順でサービスエンドポイントに個別の QoSポリシーを追加できません。エンドポイントに特
定の QoSポリシーを追加するには、[UNI入力 QoSプロファイル（UNI Ingress QoS Profile）]お
よび [UNI出力 QoSプロファイル（Egress QoS Profile）]フィールドの両方を空のままにしてく
ださい。

入力および出力方向に対し、検出された 2つの異なる QoSプロファイルを選択できま
すが、ユーザー定義 QoSプロファイルの場合は両方の方向に 1つの QoSプロファイル
だけを選択できます。

（注）

8. [リンク OAMの有効化（Enable Link OAM）]を選択して IEEE 803.1ahリンクの動作およびメン
テナンスを有効にします。リンク OAMが有効な場合、この UNIと顧客のアクセススイッチの
間のリンク状態に関連するイベントが表示されます。
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9. [リンク管理の有効化（Enable Link Management）]を選択すると、顧客のアクセススイッチでこ
の UNI、VLAN ID、UNI上のサービスなどの情報を取得できるようになります。

UNIテーブルのフィールドおよび属性の詳細については、新規 UNIの詳細リファレンス（23ページ）
を参照してください。

ステップ 15 次の詳細を設定することでL3VPNに関連付けるサービスエンドポイントを指定し、[次へ（Next）]をク
リックします。

• [VRF名（VRF Name）]：この VPNに関連付けることができる VRFを 1つ選択します。

• [IPv4およびIPv6アドレス（IPv4 and IPv6 address）]：サービスエンドポイントの IPアドレスおよび
ネットワークマスクを入力します。単にネットワークマスクの長さを表す整数としてマスクを入力

できます（または CIDR形式も可能です）。

• [VLANおよび内部 VLAN（VLAN and Inner VLANs）]：1～ 4094までの整数を使用して、内部およ
び外部の VLANの識別子を入力します。内部 VLANは、VLANタギングの第 2レベルの識別子で
す。

• [QoSポリシー（QoS Policy）]：（オプション）サービスエンドポイントに適用する必要があるQoS
ポリシーを選択します。上記のステップで UNI入力/出力 QoSプロファイルをサービスに関連付け
た場合は、このフィールドが無効になります。QoSプロファイルの作成については、QualityofService
（QoS）の設定を参照してください。

入力および出力方向に対し、検出された 2つの異なる QoSポリシーを選択できますが、
ユーザー定義のQoSポリシーの場合は両方の方向に 1つのQoSポリシーだけを選択できま
す。

（注）

• [サービス状態（Service State）]：関連付けられた IPエンドポイントのサービス状態を Trueまたは
Falseのいずれに設定する必要があるかを指定します。L3VPNがアクティブ状態の場合（上記のス
テップ 6で指定）、このチェックボックスは無効になり、すべてのサービス状態値が自動的に True
に設定されます。

• [統合ルーティングおよびブリッジングの使用（Use Integrated Routing & Bridging）]：サブインター
フェイスまたは BVI（仮想）インターフェイスで VRFおよび IPアドレスを設定する必要があるか
どうかを指定します。

このチェックボックスは、統合ルーティングおよびブリッジングをサポートするデバイス

（CiscoASR90XXデバイスなど）を選択している場合にのみ有効になります。CiscoASR90x
およびその他の IOS-XEデバイスでは、BDIインターフェイスによって設定が処理されるた
め、[Use Integrated Routing & Bridging]チェックボックスをオフにすることはできません。

（注）

•（オプション）HSRPの詳細を指定するには、[HSRPの有効化（Enable HSRP）]チェックボックス
をオンにします。HSRPの詳細のリファレンス（85ページ）を参照してください。

ステップ 16 [次へ（Next）]をクリックして、[PE-CEルーティング（PE-CE Routing）]ページに移動します。

ステップ 17 [+]アイコンをクリックして、PE-CEルーティングの詳細を追加します。PE-CEルーティングの詳細のリ
ファレンス（87ページ）を参照してください。
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ステップ 18 （オプション）一覧から既存の IP SLAパラメータを選択するか、以下の表で説明する IP SLA動作パラ
メータを指定して、[次へ（Next）]をクリックします。

説明IP SLAパラ
メータ

IP SLA設定

選択した L3VPNサービスに関する IP SLA動作を識別する一意の名前を
入力します。

[名前
（Name）]

動作設定

このL3VPNサービスに参加するデバイス用に生成する必要がある IPSLA
動作のタイプを選択します。選択できるオプションは、次のとおりです。

• [UDPエコー（UDPEcho）]：応答所要時間を測定し、シスコデバイ
スと IPv4または IPv6を使用するデバイスの間のエンドツーエンド
接続をテストするように、IP SLAの User Datagram Protocol（UDP）
エコー動作を設定します。

• [ICMPエコー（ICMPEcho）]：シスコデバイスと、IPv4または IPv6
を使用するその他のデバイス（後述する送信元/宛先値）との間のエ
ンドツーエンドネットワーク応答所要時間を測定できるようにしま

す。[ICMPエコー（ICMP Echo）]タイプの IP SLA動作で、[接続損
失（Connection Loss）]アクション変数を関連付けることはできませ
ん。

• [UDPジッター（UDP Jitter）]UDPジッター動作を設定します。これ
により、IPv4または IPv6ネットワークで UDPトラフィックを伝送
するネットワークのラウンドトリップ遅延、一方向遅延、一方向ジッ

ター、一方向パケット損失、および接続を分析できます。

タイプ

（Type）

IP SLA設定の生成の送信元ポイントとして機能するデバイスを指定しま
す。IP SLA応答は、この送信元デバイスと宛先デバイスの間の接続に基
づいて生成されます。この動作のVRF値は、送信元の選択に応じて自動
的に選択されます。

ソース

（Source）

0～ 65535の範囲の数値を 1つ入力し、IP SLA動作の設定対象となる送
信元ポートの値を指定します。

送信元ポー

ト（Source
Port）

IP SLA設定の生成の宛先ポイントとして機能するデバイスを指定しま
す。IP SLA応答は、送信元デバイスとこの宛先デバイス間の接続に基づ
いて生成されます。

[接続先
（Destination）]

0～ 65535の範囲の数値を 1つ入力し、IP SLA動作の生成対象となる宛
先ポート値を指定します。

[宛先ポート
（Destination
Port）]

VRFの詳細は、IP SLA動作の送信元として指定したデバイスに基づいて
自動的に選択されます。

VRF
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説明IP SLAパラ
メータ

IP SLA設定

IP SLA反応をトリガーする条件となる変数を選択します。たとえば、モ
ニターリング対象の値が指定のレベルを超えるか下回った場合、または

タイムアウトや接続損失などのモニターリング対象のイベントが発生し

た場合です。

• [接続損失（ConnectionLoss）]：接続損失が発生した場合にイベント
をトリガーする必要があることを指定します。動作のタイプとして

[ICPMエコー（ICPM Echo）]を選択した場合、この値は表示されま
せん。

• [ラウンドトリップ時間（RoundTripTime）]：このアクション変数を
選択した場合、[上限しきい値（Upper Threshold Value）]および [下
限しきい値（Lower Threshold Value）]を入力する必要があります。
これらは、モニタリング対象の値が特定の上限しきい値を超えるか

下限を下回った場合に、イベントをトリガーする必要があることを

示します。

• [タイムアウト（Time Out）]：指定された一連のタイムアウトが連
続して発生した場合に、イベントをトリガーする必要があることを

示します。

• [エラーの確認（Verify Error）]：VerifyErrorタイプのエラーが発生し
た場合に、イベントをトリガーする必要があることを示します。

アクション

変数（Action
Variable）

反応設定

[アクション変数（Action Variable）]フィールドに設定された条件に基づ
いて実行する必要のあるアクションを、次の中から 1つ選択します。

• [なし（None）]：アクションは実行されません。

• [トラップおよびトリガー（Trap andTrigger）]：違反条件に一致した
場合に、以下の [トラップのみ（Trap Only）]および [トリガーのみ
（Trigger Only）]オプションの定義に従って、両方の SNMPトラッ
プをトリガーし、別の IP SLA動作を開始します。

• [トラップのみ（Trap Only）]：モニター対象の要素で特定の違反タ
イプが発生した場合に、SNMPロギングトラップを送信します。

• [トリガーのみ（TriggerOnly）]：違反条件に一致した場合に、1つ以
上のターゲット動作の動作状態を [保留（pending）]から [アクティ
ブ（active）]に変更します。ターゲット動作は、ターゲット動作の
ライフタイム値の設定に従い、その存続期間が満了するまで続行さ

れます。トリガーされたターゲット動作が再びトリガーされるには、

その前に存続期間が終了している必要があります。

アクション

タイプ
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説明IP SLAパラ
メータ

IP SLA設定

IP SLAイベントの生成条件とするしきい値タイプを選択します。

• [平均（Average）]：このしきい値タイプを選択する場合は、[N値（N
Value）]を入力します。これは、指定された上限しきい値を超える
か下限しきい値を下回り、Nプローブの合計値の平均に達した場合
に、イベントをトリガーする必要があることを示します。

• [連続（Consecutive）]：このしきい値タイプを選択する場合は、反応
設定の一部として [連続値（Consecutive Values）]を入力してくださ
い。このしきい値タイプは、指定回数を超えて違反が連続発生した

場合にのみ、イベントをトリガーします。たとえば連続値 5を入力
して連続違反タイプを使用した場合、タイムアウトが 5回連続して
発生した場合、またはラウンドトリップ時間が上限しきい値を 5回
連続して超えた場合にアクションが実行されます。

• [即時（Immediate）]：反応タイプ（応答所要時間など）の値が上限
しきい値を超えるか下限しきい値を下回った場合、またはタイムア

ウト、接続の切断、エラーの検証イベントが発生した場合に、即座

にイベントをトリガーします。

• [しない（Never）]：イベントをトリガーしません。

• [X/Y回（X out of Y occurrences）]：このしきい値タイプを選択した
場合は、[X値（X Values）]および [Y値（Y Values）]を入力して、
発生回数を指定します。これを選択すると、y回のプローブ動作内
に x回の違反が発生した場合に（x回/y回）、イベントがトリガー
されます。

しきい値タ

イプ

（Threshold
Type）
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説明IP SLAパラ
メータ

IP SLA設定

次の値を入力して、個別の IP SLA動作のスケジュールパラメータを入
力します。

• [頻度（Frequency）]：経過時間を秒数で入力します。この時間内に
動作が繰り返されます。

• [ライフタイム（Life Time）]：動作がアクティブ状態に保たれる時
間の合計を秒数で入力します。単一の動作は、その動作のライフタ

イム中に、指定された頻度で繰り返し実行されます。

• [エージアウトする（Age Out）]：動作をアクティブ状態に保つ時間
の長さを秒数で入力します。たとえば、エージアウトの値を 43200
に指定すると、非アクティブ状態が12時間続いた後で動作がエージ
アウトします。

• [今すぐ開始（Start Now）]および [後で開始（Start After）]：[今すぐ
開始（StartNow）]チェックボックスをオンにすると、保存後ただち
に IP SLA動作を実行するようにスケジュールされます。または [後
で開始（Start After）]フィールドを使用し、分数を指定すると、そ
の経過後に動作が実行されます。

-単純なスケ

ジュール

（Simple
Schedule）

ステップ 19 （オプション）[サービステンプレート（Service Template）]ページを使用すると、サービスに参加する
デバイスに設定される追加の CLIコマンドを含むテンプレートを付加できます。詳細については、テン
プレートを使用した回線/VCの拡張（150ページ）を参照してください。

ステップ 20 サービスに必要な情報をすべて入力したら、[送信（Submit）]をクリックします。デバイスに展開され
る CLIのプレビューを表示することを選択した場合、プレビューがこの時点で表示され、[属性の編集
（Edit Attributes）]をクリックして L3VPN属性を変更できます。そうでない場合は、設定が即座にデバ
イスに展開されます。

サービスに参加しているデバイスのうち 1台でも展開に失敗した場合は、サービスに参加しているすべ
てのデバイスで設定がロールバックされます。サービスに関連付けられているエンドポイントを削除す

るには、L3VPNサービスエンドポイントの削除を参照してください。この L3VPNサービスにさらに
VRFを追加するには、L3VPNサービスへの VRFの追加およびコピー（98ページ）を参照してくださ
い。

HSRPの詳細のリファレンス

Hot Standby Router Protocol（HSRP）は、デフォルトゲートウェイ IPアドレスが設定された
IEEE 802 LAN上の IPホストにファーストホップ冗長性を確保することでネットワークの可用
性を高めるシスコの標準方式です。Hot Standby Router Protocol（HSRP）は、IPネットワーク
に冗長性をもたらし、ユーザートラフィックが確実に最初のホップルータ障害から即座かつ

透過的に回復できるようにします。HSRPを使用すると、1つのLAN上の複数のルータが、ホ
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スト上のデフォルトゲートウェイとして設定された仮想 IPとMACアドレスを共有できます。
HSRPグループで設定されたルータのグループには、アクティブルータとして選択された 1台
のルータと、スタンバイルータとして選択されたもう 1台のルータがあります。アクティブ
ルータは、仮想 IPアドレスに送信されるパケットを転送するロールを担います。アクティブ
ルータで障害が発生すると、スタンバイルータが新しいアクティブルータのロールを引き継

ぎます。Cisco EPNManagerでは、IPベースまたは IPサービスイメージを実行するスイッチで
は IPv4用の HSRPがサポートされており、IPv6用の HSRPはユニキャストルーティングでサ
ポートされています。HSRPは、アドレスファミリ IPv6の IOS-XEデバイスではサポートされ
ていません。次の表に、HSRP属性のリストを示し、説明します。

表 12 : HSRP設定

説明属性

IOS-XEデバイスまたは IOS-XRデバイスのスタンバイグループ番号を入力します。推奨され
る値の範囲は次のとおりです。

• IOS-XEの値の範囲：0～ 255

• IOS-XRの値の範囲：1～ 4095

グループ番号（Group
Number）

IPv4/IPv6アドレスを入力します。仮想 IPアドレスと SEPアドレスが同じサブネット内に入力
されていることを確認します。

仮想 IP（Virtual IP）

優先度を入力して、プライマリルータにするルータを決定します。

優先順位の値の範囲：0～ 255

プライオリティ

（Priority）

helloパケット間の時間を秒単位で入力します。

[Helloタイマー（HelloTimer）]と [最小遅延（MinimumDelay）]の値を指定した IOS-XR
デバイスでは、[ホールドタイマー（Hold Timer）]と [リロード遅延（Reload Delay）]
の値を入力する必要があります。

（注）

Hello時間値の範囲：1～ 255

Helloタイマー（Hello
Timer）

最小遅延時間を秒単位で入力します。

遅延値の範囲：0～ 10000

最小遅延（Minimum
Delay）

ルータのプリエンプト遅延を指定します。

遅延値の範囲：0～ 3600

プリエンプト最小遅

延（PreemptMinimum
Delay）

グループ番号が 1～ 255の場合は、認証キーを入力します。これにより、認証メッセージを
HSRPマルチキャストに含めることができます。これにより、承認されたルータのみが HSRP
グループに確実に含まれます。

認証キー

（Authentication
Key）
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説明属性

保留時間を秒単位で入力します。

保留時間値の範囲：1～ 255

保留時間は、XEデバイスの helloタイマーよりも長くする必要があります。（注）

ホールドタイマー

（Hold Timer）

リロードの遅延時間を入力します。

遅延値の範囲：0～ 10000

リロード遅延

（Reload Delay）

プリエンプト再読み込み遅延を入力します。

遅延値の範囲：0～ 3600

このフィールドは、IOS-XRデバイスではサポートされていません。

プリエンプトリロー

ド遅延（Preempt
Reload Delay）

PE-CEルーティングの詳細のリファレンス

次の表に、レイヤ 3 VPNサービスをプロビジョニングするための PE-CEを定義する属性のリ
ストを示し、説明します。

表 13 : PE-CEルーティングのリファレンス

説明属性

ルーティングプロトコル設定（Routing Protocol Settings）

擬似回線デバイスの名前。PEデバイス（PE
Device）

ウィザードの [VRF]ページで指定したVRF名が読み込まれています。VRF

[BGP]、[OSPF]、または [OSPFv3]をレイヤ 3 VPNサービスのルー
ティングプロトコルとして選択します。

選択したルーティングプロトコルに基づいて、[BGPネイ
バー情報（BGP Neighbor Information）]セクションまたは
[OSPFプロセス情報（OSPF Process Information）]セクショ
ンが表示されます。

XRデバイスおよび XEデバイスの場合、PE-CE認証はルー
ティングプロトコルタイプと認証タイプの選択に基づきま

す。詳細については、「PE-CE認証」テーブルを参照して
ください。

（注）

ルーティングプロトコ

ルタイプ（Routing
Protocol Type）

アドレスファミリを IPv4または IPv6として選択します。

IPv6は OSPFルーティングプロトコルではサポートされて
いません。

（注）

アドレスファミリ

（Address Family）
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説明属性

認証タイプを選択します。MD5認証タイプのみがサポートされます。

[認証タイプ（AuthenticationType）]フィールドは、ルーティ
ングプロトコルとして OSPFまたは OSPFv3を選択した場
合にのみ使用できます。

（注）

認証タイプ

（AuthenticationType）

BGPネイバー情報（BGP Neighbor information）

このセクションは、ルーティングプロトコルとして BGPを選択した場合にのみ使
用できます。

（注）

ネイバーの IPアドレスを入力します。ネイバーアドレス

（Neighbor Address）

このネイバーの自律システム番号を入力します。これは、BGPネイ
バーとのピアリングセッションを確立するために使用される固有識

別子です。

ネイバーAS（Neighbor
AS）

このネイバーから受信した BGPルートに適用されるルートポリシー
を入力します。

入力ルートポリシー

（Ingress Route
Policy）

このネイバーに送信されるルートに適用するルートポリシーを入力

します。

出力ルートポリシー

（Egress Route Policy）

BGPネイバーとのピアリングセッションを確立するために使用され
る固有のローカル識別子を入力します。

ローカル AS（Local
AS）
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説明属性

ローカル自律システム（AS）番号に関連付ける必要があるアクショ
ンタイプを、次の中から 1つ選択します。

• [付加（Prepend）]：このオプションを使用すると、ネイバーから
受信するルートに AS番号を付加するように BGPが設定されま
す。

• [付加しない（No Prepend）]：このオプションを使用すると、ネ
イバーから受信するルートにAS番号を付加しないようにBGPが
設定されます。

• [付加しない（NoPrepend）]、[ASを置換（ReplaceAS）]：[ASを
置換（Replace AS）]を使用すると、（ip-addressで設定された）
ローカル AS番号のみが AS_PATH属性に付加されます。ローカ
ルBGPルーティングプロセスからのAS番号は付加されません。

• [付加しない（No Prepend）]、[ASを置換（Replace AS）]、[デュ
アルAS（Dual AS）]：デュアルASオプションを使用して、ピア
リングセッションを確立するように eBGPネイバーを設定しま
す。これを行うには、AS番号（ローカルBGPルーティングプロ
セスから）または ip-address引数で設定されたAS番号（local-as）
を使用します。

ASアクション（AS
Action）

OSPFプロセス情報（OSPF Process Information）

このセクションは、ルーティングプロトコルとしてOSPFまたはOSPFv3を選択し
た場合にのみ使用できます。

（注）

デフォルトでは、このチェックボックスがオンになっており、プロセ

ス IDが自動生成されます。

このチェックボックスは、IOS-XRデバイスにのみ適用され
ます。

（注）

自動生成プロセス ID

[自動生成プロセスID（Auto Generate Process ID）]チェックボックス
をオフにすると、既存のプロセス IDから選択できます。

既存プロセス ID

OSPFプロトコルの IPv4アドレスを指定します。ルータ ID（Router
ID）

OSPFプロトコルのエリアを定義します。有効範囲は 0～ 4294967295
です。

エリア ID（Area ID）

OSPFプロトコルの数値を指定します。メトリック

必要なドメインタイプを選択します。ドメインタイプ

（Domain Type）
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説明属性

6オクテットの 16進数形式でドメイン値を入力します。たとえば、
00000000000Fなどです。

ドメイン値（Domain
Value）

制御パケットがネイバーに送信される最小間隔を入力します。範囲は

3～ 30000ミリ秒です。
BFD最小間隔（BFD
Min Interval）

最小 Rx値を入力します。範囲は 3～ 30000ミリ秒です。BFD Min Rx

この乗数は、BFDがネイバーのダウンを宣言するまでのパケットが失
われる回数です。OSPFプロトコルの範囲は Cisco IOS-XRでは 2〜
50、Cisco IOS-XRデバイスでは 3〜 50です。

BFDの乗数（BFD
Multiplier）

隣接する転送エンジン間のパスで障害を迅速に検出するには、この

チェックボックスをオンにします。

BFD高速検出（BFD
Fast Detect）

EPNMでは、対象の L3VPNインスタンスの PE-CEルーティング用に作成できる OSPFプロセ
スは 1つだけです。XEプラットフォームの場合はこれで十分です。これは、単一の OSPFv3
プロセスで IPv4と IPv6の両方のアドレスファミリを管理できるためです。ただし、IOS-XR
プラットフォームでは、OSPFv3は IPv6のみをサポートし、IPv4をサポートしません。お客様
が IPv4と IPv6の両方のアドレスファミリを使用する場合、OSPFと OSPFv3の両方のプロセ
スを EPNMから作成する必要があります。

（注）

PE-CE認証

次の表に、XEデバイスとXRデバイスの選択に基づいた PE-CE認証のルーティングプロトコ
ルと認証タイプの関連する組み合わせのリストを示します。
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表 14 : PE-CE認証のリファレンス

パスワードタイプ（Password Type）認証タイプ

（Authentication
Type）

ルーティング

プロトコル

（Routing
Protocol）

デバイス

（Device）

次のオブションボタンのいずれかをク

リックします。

• [プレーンテキスト（Plain
Text）]：パスワードを入力できる
ようにします。

• [暗号化（Encrypted）]：パスワー
ドとして16進数値を入力できるよ
うにします。

—BGPXE

——OSPF

—キーチェーン認証タ

イプのみが使用でき

ます。

[キーチェーン（Key
Chain）]ドロップダ
ウンリストから、デ

バイス上に設定され

ている認証キー

チェーンを選択しま

す。

OSPFv3
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パスワードタイプ（Password Type）認証タイプ

（Authentication
Type）

ルーティング

プロトコル

（Routing
Protocol）

デバイス

（Device）

次のオブションボタンのいずれかをク

リックします。

• [プレーンテキスト（Plain
Text）]：パスワードを入力できる
ようにします。

• [暗号化（Encrypted）]：パスワー
ドとして16進数値を入力できるよ
うにします。

—BGPXR

次のオブションボタンのいずれかをク

リックします。

• [プレーンテキスト（Plain
Text）]：パスワードを入力できる
ようにします。

• [暗号化（Encrypted）]：パスワー
ドとして16進数値を入力できるよ
うにします。

MD5またはキー
チェーンを選択しま

す。

OSPF

次のオブションボタンのいずれかをク

リックします。

• [プレーンテキスト（Plain
Text）]：パスワードを入力できる
ようにします。

• [暗号化（Encrypted）]：パスワー
ドとして16進数値を入力できるよ
うにします。

認証タイプとして、

[IPSec -MD5]または
[IPSec-SHA1]のいず
れかを選択します。

OSPFv3

設定例：L3VPNサービスのプロビジョニング
次に、以下のパラメータを使用して Cisco ASR 9000デバイスに展開する設定例を示します。

• BDI（仮想）インターフェイルでのVRFアドレスと IPアドレス（IPv4と IPv6の両方）の
作成。

• OSPFプロトコルを BGPプロトコルの再配布。
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例：Cisco ASR 9000デバイスの BVI対応インターフェイス（サブインターフェイス）での
L3VPNサービスのプロビジョニング。
vrf vrfrbvibdi9k
vpn id aaaaaa:21
address-family ipv4 unicast
import route-target
6:55

address-family ipv6 unicast
import route-target
6:55

export route-target
6:55

interface GigabitEthernet0/0/0/17
no shutdown
exit

interface GigabitEthernet0/0/0/17.1
encapsulation dot1q 1198
shutdown

interface BVI 1
vrf vrfrbvibdi9k
ipv4 address 88.7.6.4 255.224.0.0

l2vpn
bridge group BDI1
bridge-domain 1
routed interface BVI 1
interface GigabitEthernet0/0/0/17.1

router bgp 140
vrf vrfrbvibdi9k
rd auto
address-family ipv6 unicast
address-family ipv4 unicast
exit

exit
exit

例：OSPFルート配布を使用して L3VPNサービスをプロビジョニングするための BVI対応イ
ンターフェイスの使用（デュアル ASを使用）。
vrf definition VRF2-2VRF-2UNI-BDI
vpn id AAAAAA:2
rd 532533:2
address-family ipv4
route-target import 6:5
route-target export 6:5

address-family ipv6
route-target export 6:5

interface GigabitEthernet0/0/0
duplex full
service instance 2 ethernet
encapsulation dot1q 761
bridge-domain 14
shutdown

exit
interface BDI14
vrf forwarding VRF2-2VRF-2UNI-BDI
ip address 5.44.3.7 255.255.0.0

router bgp 120
address-family ipv4 vrf VRF2-2VRF-2UNI-BDI
neighbor 55.4.3.2 remote-as 71
neighbor 55.4.3.2 activate
redistribute rip metric 6
neighbor 55.4.3.2 local-as 387

address-family ipv6 vrf VRF2-2VRF-2UNI-BDI
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neighbor c5::98 remote-as 50
neighbor c5::98 activate
redistribute ospf 65 match external metric 2
neighbor c5::98 local-as 324 no-prepend replace-as dual-as
exit

exit

L3VPNサービスの詳細表示
Cisco EPNManagerを使用すると、次の方法で L3VPNサービスに関する詳細情報を表示できま
す。

• [回線/VC 360（Circuit/VC 360）]ビューの使用：[回線/VC 360（Circuit/VC 360）]ビューに
は、Cisco EPNManagerを使用して作成された特定の L3VPNに関する詳細情報が表示され
ます。「View Circuit/VC Details」を参照してください。L3VPNサービスに関連付けられ
ているさまざまなパラメータは、[要約（Summary）]、[VRF（VRFs）]、[サイトの詳細
（Site Details）]、[HSRP]、[PE-CEルーティング（PE-CE Routing）]の 5つのタブに表示
されます。

サービス検出時にHSRPのさらに詳しい説明を表示するには、[サ
イトの詳細（SiteDetails）]タブをクリックし、IPエンドポイント
から行を選択します。また、選択したOSPFv3ルーティングプロ
トコルタイプと IPv6アドレスファミリの 6VPE認証プロパティ
を表示するには、[PE-CEルーティング（PE-CERouting）]タブを
クリックします。

（注）

• [ネットワークトポロジ（NetworkTopology）]と [サービスの詳細（ServiceDetails）]ビュー
の使用：[ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウには、デバイスのグラ
フィカルなトポロジマップビュー、デバイス間のリンク、デバイスまたはリンクのアク

ティブアラームが示されます。また、表示されたトポロジマップ内でL3VPNを視覚化す
ることもできます。

• L3VPNとその詳細の完全なリストを表示するには、トポロジウィンドウのデバイス
グループの回線/VCリストの表示を参照してください。 [回線/VC 360（Circuit/VC
360）]ビューを参照してください。

•特定のデバイスの L3VPNサービスの詳細を表示するには、「View Circuits/VCs In
Which a Specific Device Participates」を参照してください。

•アラームテーブルの使用：Cisco EPN Managerのアラームテーブルには、L3VPNサービ
スに問題があるかどうかを一目で確認する方法がいくつかあります。「CheckCircuits/VCs
for Faults」を参照してください。
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HSRPのより詳細な説明の表示
ホットスタンバイルーティングプロトコル（HSRP）の詳細を使用して L3VPNサービスを作
成した後、[回線 360/拡張詳細（Circuit 360/extended details）]ビューでHSRPプロパティを表示
できます。

ステップ 1 左側のペインから、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネットワークトポロジ
（Network Topology）]を選択します。

[ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウが開きます。

ステップ 2 ツールバーから [デバイスグループ（DeviceGroups）]をクリックした後、L3VPNサービスをフィルタ処理
して表示します。

ステップ 3 図に示すように、L3VPNサービスを選択して HSRPのオーバーレイを表示します。

図 1 :オーバーレイ：HSRP

ステップ 4 HSRPノードまたはそれに接続されているリンクをクリックし、次に示す HSRPに関連する詳細を表示し
ます。
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図 2 : HSRPの詳細

ステップ 5 HSRPのより詳しい説明を表示するには、次の手順を実行します。

• [360度表示（View 360）]ハイパーリンクをクリックします。[回線/VC 360*（Circuit/VC 360*）]ペー
ジが表示されます。

• [表示（View）] > [詳細（Details）]を選択します。

• [回線/VCの詳細（Circuit-VC Details）]ウィンドウで、[サイトの詳細（Site Details）]タブをクリック
します。

• IPエンドポイントを選択した後、[HSRP]タブをクリックしてプロパティを表示します。
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図 3 :より詳細な説明（Extended Details）

L3VPNおよび VRFの変更
Cisco EPNManagerを使用して作成されて展開された L3VPNサービスには変更を加えることが
できます。サービスに関連付けられているフルメッシュプレフィックス、QoSプロファイル、
ルートターゲット値、OSPF設定は変更できますが、サービスに関連付けられている顧客の詳
細、VPN名、サービスMTU値などのパラメータを変更することはできません。これらのパラ
メータを変更するには、サービスを削除してから新しい値を設定してサービスを再作成する必

要があります。また、L3VPNサービスに関連付けられている VRFを変更することもできま
す。

L3VPNサービスおよび VRFを変更するには、次の手順に従います。

始める前に

Cisco EPNManagerを使用して検出されてプロモートされた L3VPNサービスに変更を加えるに
は、L3VPNサービスのルート識別子が rd device_ip:numberの形式で指定されていることを確
認する必要があります。次に例を示します。

vrf definition vdvvgfr420
rd 10.104.120.133:420
vpn id 36B:420
!

address-family...
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ルート識別子が他の形式で指定されている場合、サービスを編集することはできません。

ステップ 1 [マップ（Maps）] > [ネットワークトポロジ（Network Topology）]に移動します。

ステップ 2 [回線/VC（Circuits/VCs）]タブをクリックし、変更を加える L3VPNサービスを選択します。

ステップ 3 鉛筆（変更）アイコンをクリックします。

ステップ 4 選択した L3VPNに変更を加えるには、[VPNの変更（Modify VPN）]を選択し、[次へ（Next）]をクリッ
クします。

[プロビジョニング（Provisioning）]ウィザードに、選択した L3VPNに関連付けられている VRF、エンド
ポイントおよびその他の詳細が表示されます。

ステップ 5 必要に応じて、[IP MTU]の値を変更できます。

ステップ 6 選択したL3VPNに関連付けられているVRFを変更するには、[VRFの変更（ModifyVRF）]を選択し、[次
へ（Next）]をクリックします。

[プロビジョニング（Provisioning）]ウィザードに、選択した L3VPNに関連付けられている VRF、エンド
ポイントおよびその他の詳細が表示されます。既存のVRFパラメータを変更するだけでなく、新しいルー
トターゲット値を VRFに関連付けることもできます。

VRFを変更する際に、UNIに関連付けられているQoSプロファイルを変更することはできませんが、サー
ビスエンドポイントに関連付けられている QoSポリシーは変更できます。

選択した L3VPNに関連付けられている VRF名とデバイスを変更することはできません。（注）

ステップ 7 必要に応じて変更した後、[送信（Submit）]をクリックしてデバイスに展開される設定をプレビューしま
す。

VPNを変更する際に、VPNに関連付けられている VRFを変更することはできません。VRFを変
更する場合は、L3VPNサービスへの VRFの追加およびコピー（98ページ）を参照してくださ
い。

（注）

ステップ 8 変更内容を確認してから [展開（Deploy）]をクリックしてデバイスに変更を展開します。

サービスに参加しているデバイスのうち 1台でも展開に失敗した場合は、サービスに参加しているすべて
のデバイスで設定がロールバックされます。

ステップ 9 変更が保存されていることを確認するには、L3VPNサービスの詳細を表示します。L3VPNサービスの詳
細表示（94ページ）を参照してください。

L3VPNサービスへの VRFの追加およびコピー
Cisco EPN Managerを使用して、新しい VRFを作成したり、それを既存の L3VPNサービスに
関連付けたりすることができます。また、L3VPNサービス用に新しい VRFを作成するため、
ルートターゲットやその他の詳細を既存の VRFからコピーすることもできます。

新しい VRFを L3VPNサービスに関連付けるには、以下の手順を実行します。
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ステップ 1 [マップ（Maps）] > [ネットワークトポロジ（Network Topology）]に移動します。

ステップ 2 [回線/VC（Circuits/VCs）]タブをクリックして、新しいVRFを関連付けるL3VPNサービスを選択します。

また、[設定（Configuration）] > [ネットワーク（Network）] > [サービスプロビジョニング（Service
Provisioning）]の順に選択することによって、[L3VPNプロビジョニング（L3VPNProvisioning）]ウィザー
ドにアクセスすることもできます。

ステップ 3 鉛筆（変更）アイコンをクリックします。

[L3VPNプロビジョニング（L3VPN Provisioning）]ウィザードが表示されます。

ステップ 4 [VRFの追加（Add VRF）]を選択して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [+]アイコンをクリックして、新しい VRFの詳細を手動で追加します。VRFの詳細を自動入力するには、
マップでデバイスをクリックし、その VRFを選択します。デバイスの詳細と VRFの新しい名前は、VRF
のページに自動的に入力されます。

ステップ 6 [コピー元（Copy From）]ドロップダウンリストをクリックして必要な VRFを選択し、既存の VRFから
VRFの詳細をコピーできます。

選択した L3VPNに関連付けられたそれらのVRFのみが、VRFルートターゲットおよびルート再配布の詳
細とともに表示されます。

ステップ 7 それ以外の場合は、選択した VPNサービスに追加する VRFの詳細を手動で指定します。さまざまな VRF
パラメータの詳細については、「新規L3VPNサービスの作成およびプロビジョニング」を参照してくださ
い。

ステップ 8 エンドポイントや BGPネイバーの詳細の追加など必要な変更を加え、[送信（Submit）]をクリックしま
す。

ステップ 9 デバイスに導入する設定をプレビューし、必要な変更を加え、[導入（Deploy）]をクリックしてデバイス
への変更を導入します。

導入された変更を確認するには、選択した L3VPNサービスの詳細を表示します。「L3VPNサービスの詳
細表示」を参照してください。

L3VPNサービスの変更や削除の詳細については、L3VPNサービスエンドポイントの削除およびL3VPNお
よび VRFの変更（97ページ）を参照してください。

回線エミュレーションサービスのプロビジョニング
• Cisco EPN Manager CEMのプロビジョニングサポートの概要（100ページ）

• CEMプロビジョニングの前提条件（100ページ）

•新しい CEMサービスの作成とプロビジョニング（100ページ）

•プロビジョニング順序の保存とスケジュール（108ページ）

• EM-Voice CEMサービスのプロビジョニング （111ページ）
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Cisco EPN Manager CEMのプロビジョニングサポートの概要
Cisco EPN Managerは、回線エミュレーション（CEM）サービスのプロビジョニングをサポー
トします。CEMは、従来の TDMネットワークとパケットスイッチドネットワーク（PSN）
の間のブリッジを提供します。これは、TDMデータをパケットにカプセル化し、適切なヘッ
ダーを付与して、それらのパケットをPSN経由で宛先ノードに送信します。詳細については、
サポートされる回線エミュレーションサービスを参照してください。

さらに、MPLS TEトンネルを CEMサービスに割り当て、CEMサービスがネットワークを通
過できるようにすることができます。プロビジョニングウィザードの [優先パス（Preferred
Path）]ドロップダウンリストを使用して、CEMサービスにMPLS TEトンネルを割り当てま
す。詳細については、CEMサービスの詳細（102ページ）を参照してください。

優先パスで選択されたトンネルに十分な帯域幅がない場合、CEMサービスのプロビジョニン
グは失敗します。

（注）

CEMプロビジョニングの前提条件
CEMサービスをプロビジョニングするには、次の前提条件を満たしている必要があります。

• CEMサービスの発信側と着信側のエンドポイントで、IP/MPLS接続を有効にする必要が
あります。

•ループバックインターフェイスや ACRグループなどの CEM設定を、CEMサービスで使
用されるデバイスで設定する必要があります。詳細については、回線エミュレーションの

設定を参照してください。

• CEMサービスがプロビジョニングされるデバイスのインベントリ収集ステータスが、[完
了済み（Completed）]である必要があります。これを確認するには、[インベントリ
（Inventory）]> [デバイス管理（Device Management）]> [ネットワークデバイス（Network
Devices）]を選択し、[最後のインベントリ収集ステータス（Last InventoryCollectionStatus）]
列でステータスを確認します。

•オプションで、顧客をシステムに作成して、サービスの作成中およびプロビジョニングプ
ロセス中にCEMサービスを顧客に関連付けることができます。左のサイドバーから [イン
ベントリ（Inventory）] > [その他（Other）] > [顧客（Customers）]を選択して、顧客を
作成および管理します。

新しい CEMサービスの作成とプロビジョニング
Cisco EPNManagerでCEMサービスを作成してプロビジョニングするには、次の操作を行いま
す。

• CEMサービスのエンドポイントの指定。
• CEMサービスとそのエンドポイントを介して配信されるトラフィックの処理方法に影響
する属性の定義。
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始める前に

CEMサービスをプロビジョニングする前に満たしている必要がある前提条件については、CEM
プロビジョニングの前提条件（100ページ）を参照してください。

ステップ 1 左側のサイドバーのメニューから、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネット
ワークトポロジ（Network Topology）]の順に選択します。

ステップ 2 [デバイスグループ（Device Groups）]をクリックして、CEMサービスを作成する場所を選択します。

ステップ 3 [デバイスグループ（Device Groups）]ポップアップウィンドウを閉じます。

ステップ 4 [ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウで [回線/VC（Circuits/VCs）]をクリックしま
す。

ステップ 5 [+]アイコンをクリックします。マップ右側の新しいペインにプロビジョニングウィザードが表示されま
す。

プロビジョニングウィザードを表示するもう 1つの方法として、[設定（Configuration）] > [ネットワー
ク（Network）]> [サービスプロビジョニング（Service Provisioning）]の順に選択する方法があります。

ステップ 6 [テクノロジー（Technology）]ドロップダウンリストから [回線エミュレーション（Circuit Emulation）]
を選択します。

ステップ 7 [サービスタイプ（Service Type）]ドロップダウンリストから、回線のデータ転送速度に基づいて必要な
CEMサービスタイプを選択します。Cisco EPN Managerでサポートされている CEMサービスタイプの
リストについては、サポートされる回線エミュレーションサービスを参照してください。

ステップ 8 さまざまなサービスの属性を設定するためにプロファイルを定義している場合は、[プロファイルの選択
（Select Profile）]ドロップダウンリストから必要なプロファイルを選択します。回線/VCプロファイル
（148ページ）を参照してください。

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックして [カスタマーサービスの詳細情報（Customer Service Details）]ページに移
動します。

ステップ 10 （オプション）EVCの作成対象顧客を選択します。リストに顧客が表示されない場合は、Inventory >
Other > Customersに移動し、システムで顧客を作成し、プロビジョニングウィザードに移動して CEM
サービスのプロビジョニングを開始します。

ステップ 11 [アクティブ化（Activate）]チェックボックスをオンにし、プロビジョニングするサービスに関連付けら
れているインターフェイスをアクティブにします。

ステップ 12 サービス名と説明を入力します。

ステップ 13 [展開アクション（Deployment Action）]フィールドに、CEMサービス作成プロセス完了時のアクション
を指定します。実際に展開する前に関連デバイスに展開される設定のプレビューを要求するか、または

完了後すぐに設定を展開することができます。

[展開（Deploy）]を選択した場合は、次の展開オプションのいずれかをクリックします。

• [今すぐ展開（Deploy Now）]：プロビジョニング順序を直接展開します。

• [後で展開（Deploy Later）]：作成されたプロビジョニング順序を保存しておき、後で同じ順序を展
開します。
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• [展開のスケジュール（Schedule Deployment）]：プロビジョニングの順序をスケジュールし、スケ
ジュールされた時刻に展開します。この [展開のスケジュール（Schedule Deployment）]オプション
ボタンをクリックした場合は、次を指定します。

• [スケジュール時刻の展開（DeployScheduleTime）]：プロビジョニング順序の展開のスケジュー
ル時刻を指定します。

• [サーバー時刻（Server Time）]：現在のサーバー時刻を表示します。

ステップ 14 [次へ（Next）]をクリックし、[Aエンド（A End）]設定と [Zエンド（Z End）]設定、および CEMサー
ビスの転送設定を入力します。フィールドと属性の説明については、CEMサービスの詳細（102ページ）
を参照してください。

ステップ 15 エンドポイントの 1つがCisco EPNManagerにより管理されていないデバイス上のインターフェイスの場
合は、[管理対象外デバイス（Unmanaged Device）]チェックボックスをオンにし、その管理対象外デバ
イスの情報を入力します。詳細については、アンマネージドエンドポイントを使用した回線/VCのプロ
ビジョニング（150ページ）を参照してください。

[管理対象外デバイス（Unmanaged Device）]チェックボックスは、[Zエンド設定（Z End
Configurations）]ページだけで使用できます。

（注）

ステップ 16 （オプション）サービスに参加するデバイスで設定される追加の CLIコマンドがあるテンプレートを追
加するには、[テンプレートの詳細（Template Details）]ページで追加してください。詳細については、
テンプレートを使用した回線/VCの拡張（150ページ）を参照してください。

ステップ 17 サービスに必要な情報をすべて入力したら、[送信（Submit）]をクリックします。デバイスに展開され
る CLIのプレビューを表示することを選択した場合は、プレビューが表示されます。この場合、属性の
編集（EditAttributes）]をクリックすることで、属性を変更できます。そうでない場合は、すぐに設定が
デバイスに展開されます。

CEMサービスを [ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウの [回線/VC
（Circuits/VCs）]ペインのリストに追加する必要があります。プロビジョニング状態を確認す
るには、回線/VC名の横の [i]アイコンをクリックします。[回線/VC 360（Circuit/VC 360）]
ビューが表示されます。Also, you can view the saved provisioning job in the Planned Circuits/VCs
tab from [インベントリ（Inventory）] > [その他（Other）] > [回線/VCおよびネットワークイ
ンターフェイス（Circuits/VCs & Network Interfaces）]> [計画回線/VC（Planned Circuits/VCs）]
から [計画回線/VC（Planned Circuits/VCs）]タブで保存されたプロビジョニングジョブを表示
することもできます。

CEMサービスの詳細

次の表では、CEMサービスのタイプを定義する属性をリストし、説明しています。

表 15 :回線セクションのリファレンス - CEMサービスタイプ

説明属性

[Aエンド（A End）]と [Zエンドの設定（Z End Configurations）]
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説明属性

CEMサービスの送信元と宛先のデバイスの名前。Device

作業パスと保護パス

CEMサービスにおける送信元と宛先デバイスのインターフェイス名。
ポート名またはポートグループを選択できます。

[保護パス（Protecting Path）]エリアの下にあるポート名を選択する
と、単方向パススイッチ型リング（UPSR）保護メカニズムが有効に
なります。

[保護パス（Protecting Path）]エリアの下にあるポートグループを選
択すると、自動保護スイッチング（APS）の保護メカニズムが有効に
なります。保護グループの設定方法の詳細については、APSまたは
MSPおよび UPSRまたは SNCP保護グループの設定を参照してくだ
さい。

ポート名またはイン

ターフェイス名（Port
Name or Interface
Name）

SONET/SDH回線がチャネライズされると、高次パス（HOP）および
低次パス（LOP）と呼ばれる、より小さな帯域幅のチャネルに論理的
に分割されます。HOPまたは同期転送信号（STS）パスは、より高い
帯域幅のTDMデータを伝送するために使用されます。HOPは、その
中に LOPを含むこともできます。

CEMサービスで使用可能なパスとパスモードを選択します。

高次パス

LOPまたはバーチャルトリビュタリ（VT）パスは、より低い帯域幅
の TDMデータを伝送するために使用されます。

低次パス

DS0グループで使用できる1つ以上のタイムスロットを選択します。

このフィールドは、[サービスタイプ（ServiceType）]フィー
ルドの [DS0]を選択するときにのみ使用できます。

（注）

DS0タイムスロット
（DS0 Time Slot）

クロッキング

ネットワーク内のノードは、クロックレートが異なる可能性があります。ノードでのタイミ

ングの違いによって、受信ノードは、送信された情報をドロップしたり、再読み取りしたり

する可能性があります。すべてのノードを同じクロックレートに同期させるには、クロッキ

ングが必要です。クロッキングの詳細については、CEMのクロッキングの設定を参照してく
ださい。
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説明属性

すべてのノードを同じクロックレートで同期できるように、単一の

送信元からクロックレートを回復できるようにします。値は次のとお

りです。

• [内部（Internal）]：ホストから回復されるクロックレート。

• [回線（Line）]：SONET/SDH回線から回復されるクロックレー
ト。

• [適応クロック回復（Adaptive Clock Recovery）]：デジッタバッ
ファフルレベルに基づいてクロックレートが回復されます。遅

延変動により、デジッタバッファフルレベルは常に変動しま

す。TDMサービスクロックは、変動をフィルタリングした後に
回復されます。復元クロックの精度は遅延変動によって異なりま

す。

• [差分クロックリカバリ（Differential ClockRecovery）]：クロック
レートは Sync-Eを使用してプライマリクロックから回復されま
す。ネットワークのプライマリクロックを設定する方法の詳細に

ついては、Sync-E、BITS、および PTPを使用したクロックの同
期を参照してください。

Clock Source

QOS

選択可能なプロファイルのリストには、デバイスで設定され、システムによって検出された

ポリシーマップ、およびユーザー定義の QoSプロファイルが含まれます。

Aエンドデバイスと Zエンドデバイスで設定されている入力 QoSポ
リシーを選択します。

入力QoSプロファイル
（Ingress QoS Profile）

管理されていないデバイス詳細

次のフィールドは Zエンドの設定でのみ使用できます。（注）

CiscoEPNManagerで管理されていないデバイスを含めて、部分的サー
ビスを作成する場合に、このチェックボックスをオンにします。

管理対象外デバイス

（UnmanagedDevice）

新しい管理対象外デバイスを作成する場合に、このチェックボックス

をオンにします。

新規デバイス（New
Device）

ドロップダウンリストから管理対象外デバイスを選択します。

このフィールドは、[新規デバイス（NewDevice）]チェック
ボックスがオフになっている場合にだけ使用できます。

（注）

Device
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説明属性

作成する新しい管理対象外デバイスの一意の名前を入力します。

このフィールドは、[新規デバイス（NewDevice）]チェック
ボックスがオンになっている場合にだけ使用できます。[新
規デバイス（New Device）]チェックボックスがオフの場
合、[デバイス（Device）]ドロップダウンリストで選択し
た管理対象外デバイスの名前がこのフィールドに入力され

ます。

（注）

デバイス名（Device
Name）

作成する新しい管理対象外デバイスの IPアドレスを入力します。

このフィールドは、[新規デバイス（NewDevice）]チェック
ボックスがオンになっている場合にだけ使用できます。[新
規デバイス（New Device）]チェックボックスがオフの場
合、[デバイス（Device）]ドロップダウンリストで選択し
た管理対象外デバイスの IPアドレスがこのフィールドに入
力されます。

（注）

デバイス IP（Device
IP）

管理対象外デバイスの有効な LDP IPを入力します。LDP IP

管理対象外デバイスの仮想回線（VC）の固有 IDを入力します。VC ID

転送設定

このフィールドは表示専用で、CEMサービスの作成時に選択した
CEMサービスタイプに基づいて自動入力されます。値は [CESoPSN]、
[SAToP]、[FRAMED_SAToP]、および [CEP]です。

サービスタイプが [T1]、[T3]、[E1]、および [E3 CEM]の場合は、フ
レームタイプを [SAToP]または [FRAMED_SAToP]として選択しま
す。

E3コントローラ上のサービスタイプ E3のフレームタイプ CEPを選
択できます。

CEMサービスの展開後、 SDHを持つ SONETフレームモー
ドを介した T1/T3サービスと E1/E3サービスの CLI変更を
[デバイスプレビューの設定（Device Preview Config）]に表
示します。FRAMED-SAToPフレームタイプは、NCS42xx
デバイスまたはASR9xxデバイスでサポートされています。

（注）

フレームタイプ

（Frame Type）

各 IPパケットに入れられるバイト数。有効な範囲は64～1312です。
範囲は、デバイスの機能、サポートレベル、および設定されたデジッ

タバッファサイズの値に応じて異なります。

ペイロードサイズ

（Payload Size）
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説明属性

ネットワークジッターを許容するエミュレートされた回路の能力を

決定します。有効な範囲は 1～ 32です。範囲は、デバイスの機能、
サポートのレベル、および設定されたペイロードサイズの値によって

異なります。

デジッタバッファサ

イズ（Dejitter Buffer
Size）

サービスがダウンしたときにデータを送信するアイドルパターン。

有効範囲は 0x00～ 0xFFです。
アイドルパターン

（Idle pattern）

損失フレームまたは破損フレームの穴埋め用ビットパターンを設定

できます。値はラストフレームとユーザー定義です。

ダミーモード

（Dummy Mode）

損失フレームまたは破損フレームの穴埋め用ビットパターン。有効

範囲は 0x00～ 0xFFです。デフォルトは 0xFFです。

このフィールドは、ユーザー定義としてダミーモードを選

択した場合にのみ有効になります。

（注）

ダミーパターン

（Dummy Pattern）

CEMサービスの Real-Time Transport Protocol (RTP)ヘッダーを有効に
するには、このチェックボックスをオンにします。

RTPヘッダー対応
（RTP Header
Enabled）

パケットが送信される前にパケットの IPヘッダーを圧縮するには、
このチェックボックスをオンにします。ネットワークのオーバーヘッ

ドを削減し、RTPの伝送を高速化します。

RTP圧縮対応（RTP
Compression Enabled）

疑似回線の設定

優先パスタイプを双方向または単方向として選択します。優先パスタイプ

（Preferred Path Type）

CEMサービスを通過させるMPLS双方向TEトンネルを選択します。

このフィールドは、優先パスタイプに [双方向
（Bidirectional）]を選択したときにのみ使用できます。

（注）

優先経路（Preferred
Path）

Aエンドポイントから Zエンドポイントまで CEMサービスを移動さ
せるために必要な単方向トンネルを選択します。

このフィールドは、優先パスタイプに [単方向
（Unidirectional）]を選択したときにのみ使用できます。

（注）

優先パス（A～Z）
（Preferred Path
(A-Z)）

Zエンドポイントから Aエンドポイントに CEMサービスを移動させ
るために必要な単方向トンネルを選択します。

このフィールドは、優先パスタイプに [単方向
（Unidirectional）]を選択したときにのみ使用できます。

（注）

優先パス（Z～A）
（Preferred Path
(Z-A)）
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説明属性

選択した優先パスがダウンした時に、CEMサービスがデフォルトの
MPLS Label Distribution Protocol（LDP）にフォールバックされるよう
にするには、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスは、[優先パス（PreferredPath）]フィー
ルドで有効なMPLS TEトンネルを選択した場合にのみ使用
できます。

（注）

LDPへのフォールバッ
クを許可（Allow
Fallback to LDP）

接続の両側で疑似回線ペイロードを特定するためにコントロールワー

ドを使用する場合は、このチェックボックスをオンにします。

送信コントロールワー

ド（Send Control
Word）

EVCのエンドポイントのいずれかが管理対象外デバイスの場合、オ
プションを選択します。

[インターネットワー
キング

（Internetworking）]の
オプション

疑似回線に必要な帯域幅を入力します。帯域幅（kbps）
（Bandwidth (kbps)）

疑似回線識別子を入力します。この IDは、ポイントツーポイント
サービスの [擬似線設定（Pseudowire Settings）]に表示されます。

PWID

CEMサービスの変更
Cisco EPN Managerを使用して作成および展開された CEMサービスを変更できます。

始める前に

ステップ 1 左側のサイドバーから、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネットワークトポ
ロジ（Network Topology）]の順に選択します。

ステップ 2 [Device Groups]をクリックして、変更する CEMサービスがある場所を選択します。

ステップ 3 [デバイスグループ（Device Groups）]ポップアップウィンドウを閉じます。

ステップ 4 [Network Topology]ウィンドウで、[Circuits/VCs]タブをクリックし、変更する CEMサービスを選択しま
す。

ステップ 5 鉛筆（変更）アイコンをクリックします。

[Modify CEM]ウィンドウが表示されます。[Z Endpoint]の詳細のみを変更できます。

ステップ 6 [Device]を変更するには、[Device]ドロップダウンリストからデバイスを選択します。

ステップ 7 [Working Path]を変更するには、ドロップダウンリストから [Interface Name]を選択します。

ステップ 8 [Higher Order Path]を変更するには、ドロップダウンリストから [Available Paths]と [Path Mode]を選択し
ます。
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ステップ 9 [Lower Order Path]を変更するには、ドロップダウンリストから [Available Paths]を選択します。

ステップ 10 必要に応じて変更したら、[送信（Submit）]をクリックしてデバイスに展開される設定をプレビューし
ます。

ステップ 11 変更内容を確認してから [展開（Deploy）]をクリックしてデバイスに変更を展開します。

プロビジョニング順序の保存とスケジュール

回線/VC、MPLSトンネル、またはL3VPNサービステクノロジーなどのプロビジョニングサー
ビスを作成、変更、または削除すると、サービスをプレビューまたは展開できます。プロビ

ジョニング順序を保存またはスケジュールする前に、[今すぐ展開（DeployNow）]、[後で展開
（Deploy Later）]、[展開のスケジュール（Schedule Deployment）]などの展開オプションを選
択できます。

[計画回線/VC（Planned Circuits/VCs）]タブに保存されたプロビジョニング順序を表示し、必
要に応じて計画サービスを変更するか、後続サービスを作成することができます。次に、制限

事項の一部を示します。

•計画バージョンが存在する場合は、ライブ回線の変更および削除操作はすべて無効になり
ます。また、[インベントリ（Inventory）] > [回線/VCおよびネットワークインターフェ
イス（Circuits/VCs & Network Interfaces）]で計画順序のサービスを修正することはでき
ません。詳細については、「次の作業」の項を参照してください。

• [計画回線（PlannedCircuits）]から順序を編集する場合、Cisco EPNMでは計画に変更を加
えることができます。

• [計画回線（Planned Circuits）]からの削除アクションは、最後に試行されたプロビジョニ
ングされたバージョンに戻される計画サービスを削除します。スケジュール順序の場合、

ジョブダッシュボードから時刻が更新されると、同じ時刻が [計画回線（PlannedCircuits）]
に反映されません。

展開を保存してスケジュールするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 次のパスのいずれかを使用して計画プロビジョニングの順序を作成するには、次の手順を実行します。

[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネットワークトポロジ（Network Topology）]
を選択します。

または

[インベントリ（Inventory）] > [回線/VCsおよびネットワークインターフェイス（Circuits/VCs&Network
Interfaces）]を選択します。

ステップ 2 「での回線/VCのプロビジョニング Cisco EPN Manager」というトピックのステップ 2～ 12を繰り返しま
す。

ステップ 3 展開を保存してスケジュールするには、次の手順を実行します。
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a) [展開（Deploy）]領域で、[後で展開（Deploy Later）]オプションボタンをクリックして、プロビジョ
ニング順序を保存します。

b) [展開（Deploy）]領域で、[展開のスケジュール（Schedule Deployment）]オプションボタンをクリッ
クし、指定した時刻に今後の展開の順序を保存します。次の値を指定します。

• [スケジュール時刻の展開（Deploy Schedule Time）]：プロビジョニング順序の展開のスケジュー
ル時刻を指定します。

• [サーバー時刻（Server Time）]：現在のサーバー時刻を表示します。

c) [次へ（Next）]をクリックしてエンドポイントを選択し、選択したテクノロジーに基づいて属性を定義
します。

d) [送信（Submit）]をクリックします。選択した展開アクションに応じて、関連するアクションが実行さ
れます。つまり、設定のプレビューを選択した場合は、設定を表示できるプレビューページが表示さ

れ、その後に [展開（Deploy）]をクリックします。展開を選択した場合、設定は関連するデバイスに
直接展開されます。展開の保存/スケジュールが成功したことを示すメッセージを受け取ったら、[閉じ
る（Close）]をクリックします。

ステップ 4 左側のペインで、[回線/VC（Circuit/VCs）]ハイパーリンクをクリックします。[場所/すべての場所/未割り
当て（Locations/All Locations/Unassigned）]拡張ビューウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [計画回線 VC（Planned Circuits VC）]タブをクリックし、新しく作成されたプロビジョニングサービスの
詳細を表示します。新しく作成されたプロビジョニングサービスのステータスは、[計画済みの作成（Create
Planned）]として表示されます。展開スケジュールの時刻、プロビジョニングするサービスのタイプおよ
び名前、顧客名、および最終変更日時を表示します。必要に応じて、サービスは再度変更することができ

ます。計画されたサービスの場合、展開するまでは何度でも修正できます。ステータスは [計画済みの変更
（Modify Planned）]として表示されます。

[計画回線/VC（Planned Circuits/VCs）]タブは、[マップ（Maps）] > [トポロジ（Topology）] >
[ネットワークトポロジ（Network Topology）]から [回線/VC（Circuit/VCs）]をクリックした場
合にのみ使用できます。[後で展開（Deploy Later）]オプションの場合は、展開スケジュール時刻
が表示されません。

何度かの修正の間に最新バージョンがキャプチャされます。スケジュールされた順序があり、最

新バージョンが [後で展開（DeployLater）]に設定されている場合は、そのうちに以前にスケジュー
ルされたすべての順序が [ジョブ（Job）]ダッシュボードから削除されます。

（注）

ステップ 6 計画順序の作成をクリックした後、[アクション（Actions）] > [展開（Deploy）]を選択してサービスを直
接展開します。

ステップ 7 （オプション）必要に応じて他のアクションを実行できます。

a) 新しいプロビジョニングワークフローを作成するには、[+]アイコンをクリックします。
b) 計画したサービスを削除するには、[X]アイコンをクリックします。サービスが削除されると、ウィン
ドウの右下隅に成功か失敗かのメッセージが表示されます。

c) [後でデプロイ（DeployLater）]サービスは、[X]をクリックすると削除され、計画されていたデプロイ
サービスに関するトレースは EPNMに保存されません。

d) デプロイされたスケジュール済みのサービスが削除されると、対応するジョブとサービスがクリアさ
れます。
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ステップ 8 スケジュールしたプロビジョニングジョブを表示するには、[管理（Administration）] > [ダッシュボード
（Dashboard）] > [ジョブダッシュボード（Job Dashboard）]を選択します。ステータスは [スケジュール
済み（Scheduled）]として表示され、次回の展開の開始時刻などを表示できます。

a) （オプション）[スケジュールの編集（Edit Schedule）]をクリックして、スケジュールの順序を編集し
ます。

• [スケジュール（Schedule）]ウィンドウで、必要に応じてスケジュール時刻やその他の詳細を変更
します。

• [保存（Save）]をクリックして [ジョブダッシュボード（JobDashboard）]ウィンドウに戻ります。

b) （オプション）ジョブを削除するには、[X]アイコンをクリックします。

ジョブが正常にデプロイされると、エントリのリストがジョブダッシュボードに表示されます。[後で展開
（Deploy Later）]オプションでは、時刻が定義されていないため、ジョブは作成されません。

次のタスク

[インベントリ（Inventory）] > [回線/VCおよびネットワークインターフェイス
（Circuits/VCs&Networkインターフェイス]を選択して計画回線/VCを表示します。新しいプ
ロビジョニングワークフローの作成、既存のサービスの展開、または特定のプロビジョニング

順序のサービスの修正を行えます。正常に展開されると、プロビジョニング順序のエントリが

[計画回線/VC（Planned Circuits）]タブからクリアされます。

[回線/VC（Circuit/VCs）]タブに展開した回線/VCを、[計画回線/VC（Planned Circuits/VCs）]
タブに計画回線を表示します。

（注）

回線/VCの変更または削除操作は実行できません。これは、展開したバージョンにさらに修正
を加える前に、まず計画したバージョンをクリアする必要があるためです。[計画回線/VC
（PlannedCircuits/VCs）]をクリックして、選択した回線/VCに修正を加えるか、または計画し
たバージョンを展開します。

削除操作

計画したバージョンを削除すると、ウィンドウの右下隅に成功または失敗を示すメッセージが

表示されます。[回線/VC（Circuits/VCs）]タブでサービスを削除すると、[計画の変更がキャン
セルされました（Modify Plan Canceled）]と [計画の削除がキャンセルされました（Delete Plan
Canceled）]というステータスが表示されます。

[計画回線/VC（PlannedCircuit/VCs）]タブからサービスを削除すると、関連付けられたUNIも
[ネットワークインターフェイス（Network Interface）]タブから削除されます。削除されたUNI
は再利用可能になります。

設定のプレビュー

新しいプロビジョニング回線/VCの作成時に [展開アクション（Deployment Action）]が [プレ
ビュー（Preview）]として選択されている場合は、[展開（Deploy）]ページに [今すぐ展開
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（Deploy Now）]または [後で展開（Deploy Later）]あるいは [展開のスケジュール（Schedule
Deployment）]のいずれかを選択するオプションが表示されます。

ネットワークインターフェイスの表示

[回線/VC（Circuits/VCs）]タブで [ネットワークインターフェイス（Network Interfaces）]をク
リックして、サービスをプロビジョニングするためのネットワークインターフェイスの詳細を

表示します。ウィザードを使用してインターフェイスを変更または削除できます。

EM-Voice CEMサービスのプロビジョニング
EM IMでは、ポート 0～ 3が 1つのグループを形成し、ポート 4と 5が別のグループを形成し
ます。これらのグループそれぞれに適用可能な EMタイプがサービスプロビジョニング時に
EPNMに反映され、各ポートに適用可能なタイプのリストが表示されるようになります。

選択したサービスタイプ EM-Voiceの CEMサービスをプロビジョニングするには、次の手順
を実行します。

ステップ 1 左側のペインで、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネットワークトポロジ
（Network Topology）]を選択します。

ステップ 2 [デバイスグループ（Device Groups）]をクリックして、CEMサービスを作成する場所を選択します。

ステップ 3 [デバイスグループ（Device Groups）]ポップアップウィンドウを閉じます。

ステップ 4 [ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウで [回線/VC（Circuits/VCs）]をクリックしま
す。

ステップ 5 [+]アイコンをクリックします。マップ右側の新しいペインにプロビジョニングウィザードが表示されま
す。

プロビジョニングウィザードを表示するもう 1つの方法として、[設定（Configuration）] > [ネットワー
ク（Network）]> [サービスプロビジョニング（Service Provisioning）]の順に選択する方法があります。

ステップ 6 [テクノロジー（Technology）]ドロップダウンリストから [回線エミュレーション（Circuit Emulation）]
を選択します。

ステップ 7 [サービスタイプ（Service Type）]ドロップダウンリストから、[EM-Voice]を選択してデータを送信しま
す。Cisco EPN Managerでサポートされている CEMサービスタイプのリストについては、サポートされ
る回線エミュレーションサービスを参照してください。

ステップ 8 さまざまなサービスの属性を設定するためにプロファイルを定義している場合は、[プロファイルの選択
（Select Profile）]ドロップダウンリストから必要なプロファイルを選択します。回線/VCプロファイル
（148ページ）を参照してください。

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックした後、サービス名とその説明を入力します。

ステップ 10 [次へ（Next）]をクリックした後、CEMサービスの [Aエンド（A End）]設定を入力します。フィール
ドと属性の説明については、CEMサービスの詳細（102ページ）を参照してください。

a) [ポート名（Port Name）]ドロップダウンリストからインターフェイス名を選択します。デバイスの
設定に基づいて、ポートのリストが表示され、各ポートに適用可能なタイプのリストを表示できま

す。
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b) [EMタイプ（EMType）]ドロップダウンリストから、ポート上に設定できるタイプを選択します。

[タイプ（Type）]は [ポート名（Port Name）]フィールドで選択したインターフェイス名と
[該当するタイプ（Applicable Type）]に基づいて一覧表示されます。

（注）

ステップ 11 [次へ（Next）]をクリックした後、CEMサービスの [Zエンド（Z End）]設定を入力します。

EMタイプは、Aエンドポイント EMタイプと同じである必要があります。（注）

ステップ 12 [送信（Submit）]をクリックして、設定をデバイスにプッシュします。デバイスに展開される CLIのプ
レビューを表示することを選択した場合は、プレビューが表示されます。この場合、[属性の編集（Edit
Attributes）]をクリックすることで、属性を変更できます。そうでない場合は、すぐに設定がデバイスに
展開されます。

MPLSトラフィックエンジニアリングサービスのプロビ
ジョニング

• Cisco EPN Manager MPLS TEのプロビジョニングサポートの概要（112ページ）

• MPLS TEサービスのプロビジョニング機能（112ページ）

• MPLS TEサービスのプロビジョニングの前提条件（122ページ）
• MPLS TEトンネルの作成とプロビジョニング（123ページ）

• MPLS TEレイヤ 3リンクの作成とプロビジョニング（113ページ）

Cisco EPN Manager MPLS TEのプロビジョニングサポートの概要
Cisco EPN Managerは、MPLSトラフィックエンジニアリングサービスのプロビジョニングを
サポートしています。MPLS TEを使用すると、MPLSバックボーンはレイヤ 2の TE機能をレ
イヤ 3上に復元し、拡張できます。MPLS TEは、バックボーン全体でラベルスイッチドパス
（LSP）を確立および維持するために、Resource Reservation Protocol（RSVP）を使用します。
詳細については、サポートされているMPLSトラフィックエンジニアリングサービスを参照
してください。

MPLS TEサービスのプロビジョニング機能
Cisco EPN Managerは次のMPLS TE機能をサポートしています。

•明示的なルーティング、制約ベースのルーティング、およびトランクアドミッションコ
ントロールのサポート。

•リンク障害とノード障害に対するパス保護メカニズムのプロビジョニング。
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•ラベル交換パス（LSP）を確立し、維持するための Resource Reservation Protocol（RSVP）
の使用。

• OSPFと ISISを使用して TEリンクをアドバタイズする機能。

Cisco EPN ManagerのMPLS TE制限事項を次に示します。

• MPLS TEトンネルは、NCS 4206、4216デバイス、NCS4K、NCS 5500、ASR9k、および
ASR9XXでのみサポートされています。ただし、インベントリサポートは NCS 4201と
NCS 4202に対して提供されます。

• OSPFおよび ISISは、MPLS TEを実装するための IGPとしてサポートされています。

• NCS5500デバイスでは、ラップ保護、BFD、および障害 OAMはサポートされていませ
ん。

• MPLS TE属性は、属性が Cisco EPNManagerWebインターフェイスを介してプロビジョニ
ングされている場合にのみ使用でき、データベースに入力されます。

MPLS TEトンネルのプロビジョニングをサポートするデバイスのリストについては、次を参
照してください。 Cisco Evolved Programmable Network Managerのサポート対象デバイス

（注）

MPLS TEレイヤ 3リンクの作成とプロビジョニング
MPLS TEレイヤ 3リンクをプロビジョニングするには、次の手順を実行します。

始める前に

MPLSTEレイヤ3リンクをプロビジョニングする前に満たす必要がある前提条件については、
「MPLS TEサービスのプロビジョニングの前提条件（122ページ）」を参照してください。

ステップ 1 左側のサイドバーから、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネットワークトポ
ロジ（Network Topology）]を選択します。

ステップ 2 [Device Groups]をクリックして、MPLS TEレイヤ 3リンクを作成する場所を選択します。

ステップ 3 [デバイスグループ（Device Groups）]ポップアップウィンドウを閉じます。

ステップ 4 [ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウで [回線/VC（Circuits/VCs）]をクリックしま
す。

ステップ 5 [+]アイコンをクリックします。マップ右側の新しいペインにプロビジョニングウィザードが表示されま
す。

ステップ 6 [テクノロジー（Technology）]ドロップダウンリストから [MPLS TE]を選択します。Cisco EPN Manager
は、関連するサービスタイプのリストを [サービスタイプ（Service Type）]領域に表示します。

ステップ 7 [サービスタイプ（Service Type）]領域で、[レイヤ 3リンク（Layer 3 Link）]を選択します。
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ステップ 8 さまざまなサービスの属性を設定するためにプロファイルを定義している場合は、[プロファイルの選択
（Select Profile）]ドロップダウンリストから必要なプロファイルを選択します。回線/VCプロファイル
（148ページ）を参照してください。

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックして [リンク設定（Link Settings）]ページに移動します。

ステップ 10 レイヤ 3リンクの名前と説明を入力します。

ステップ 11 次のいずれかの方法で、[Aエンドデバイス（A End Device）]、[Aエンドインターフェイス（A End
Interface）]、[Zエンドデバイス（ZEndDevice）]、および [Zエンドインターフェイス（ZEnd Interface）]
フィールドを選択します。

•マップ上のリンクをクリックすると、[Aエンドデバイス（AEndDevice）]、[Aエンドインターフェ
イス（AEnd Interface）]、[Zエンドデバイス（Z End Device）]、および [Zエンドインターフェイス
（Z End Interface）]の各フィールドが自動的に設定されます。

•マップ上のデバイスノードをクリックすると、[Aエンドデバイス（A End Device）]フィールドが
自動的に設定されます。Aエンドデバイスが 1つのデバイスのみに接続されている場合は、[Zエン
ドデバイス（Z End Device）]フィールドが自動的に設定されます。[Aエンドデバイス（A End
Device）]が複数のデバイスに接続されている場合は、[Zエンドデバイス（Z End Device）]を手動
で選択する必要があります。

ステップ 12 Aエンドデバイスと Zエンドデバイスの IPアドレスとマスクを入力します。

ステップ 13 次のオプションから L2検出プロトコルを選択します。

• [なし（NONE）]：レイヤ 3リンクに対して有効にする L2 Discovery Protocolがありません。
• [CDP]：ネットワークに接続されているシスコデバイス間での通信を容易にするためにレイヤ 3リ
ンクに対して有効にする Cisco Discovery Protocol。

• [LLDP]：シスコ以外のデバイスをサポートし、IEEE 802.1AB LLDPをサポートする他のデバイス間
の相互運用を可能にするために、レイヤ 3リンクに対して有効にするLink Layer Discovery Protocol。

• [ALL]：レイヤ 3リンクに対して有効にする CDPと LLDPの両方。

ステップ 14 レイヤ 3リンクに必要なルーティングプロトコルを選択します。値は [BGP]、[ISIS]、および [OSPF]で
す。ルーティングプロトコルの設定方法については、次を参照してください。ルーティングプロトコル

とセキュリティの設定

ステップ 15 （オプション）レイヤ 3リンクのリンク VLAN IDを入力します。

ステップ 16 （オプション）プロビジョニングするレイヤ 3リンクでMPLS TEをサポートするには、[MPLS TEの有
効化（Enable MPLS TE）]チェックボックスをオンにします。

このチェックボックスは、ルーティングプロトコルとして OSPFまたは ISISを選択した場合に
のみ使用できます。

（注）

ステップ 17 [次へ（Next）]をクリックし、[Aエンド（AEnd）]と [Zエンド（ZEnd）]の詳細を入力します。フィー
ルドと属性の説明については、MPLS TEレイヤ 3リンクの Aエンドの詳細と Zエンドの詳細に関する
フィールド参照（115ページ）を参照してください。

ステップ 18 [展開アクション（DeploymentAction）]フィールドに、MPLSレイヤ 3リンクの作成プロセス完了時のア
クションを指定します。実際に展開する前に、該当するデバイスに展開される設定のプレビューを表示

するように指定することも、完了時にすぐに設定を展開するように指定することもできます。
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ステップ 19 [送信（Submit）]をクリックします。デバイスに展開される CLIのプレビューを表示することを選択し
た場合は、プレビューが表示されます。この場合、属性の編集（Edit Attributes）]をクリックすること
で、属性を変更できます。そうでない場合は、すぐに設定がデバイスに展開されます。

サービスが [ネットワークトポロジ（NetworkTopology）]ウィンドウの [回線/VC（Circuits/VCs）]
タブのリストに追加されます。プロビジョニング状態を確認するには、回線/VC名の横にある
[i]アイコンをクリックし、[回線/VC 360（Circuit/VC 360）]ビューを表示します。

MPLS TEレイヤ 3リンクの Aエンドの詳細と Zエンドの詳細に関するフィールド参照

次の表に、MPLS TEレイヤ 3リンクを定義する属性のリストを示し、説明します。

表 16 : MPLS TEレイヤ 3リンクの Aエンドの詳細と Zエンドの詳細に関するフィールド参照

ルーティングプロトコルが次の場

合に使用できます。

説明属性

BGP、ISIS、および OSPFAエンドデバイスとZエンドデバイスの両
方に同じルーティングおよびMPLS-TE設
定を使用する場合は、このチェックボック

スをオンにします。

このチェックボックスは、プロ

ビジョニングウィザードの [Zエ
ンドの詳細（Z End Details）]
ページでのみ使用できます。

（注）

Aエンドと同
じ（Same as
A End）

BGPネットワークに割り当てられている固有の

BGP自律システム番号を選択します。
BGP AS番号
（BGP AS
Number）

BGPBGPが格納するルートとルーティングテー
ブルから取得するルートを制御するには、

ルーティングポリシーを選択します。

ルートポリ

シー（ルート

ポリシー）

BGPローカルルートのリフレクタのルートリ

フレクタクライアントとして BGPネイ
バーを設定して使用可能なルートをアドバ

タイズするには、このチェックボックスを

オンにします。

ルートリフ

レクタクラ

イアント

（Route
Reflector
Client）
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ルーティングプロトコルが次の場

合に使用できます。

説明属性

BGPレイヤ 3リンクに Accumulated Interior
Gateway Protocol（AIGP）メトリック属性
を使用するには、このチェックボックスを

オンにします。AIGPは、ネットワーク内
のパスの累積エンドツーエンドメトリッ

クを伝送する BGP属性です。

AIGPの使用
（Use
AIGP）

BGP必要な送信元インターフェイスを選択しま

す。

このフィールドは、[AIGPの使
用（UseAIGP）]チェックボック
スがオフになっている場合にの

み使用できます。

（注）

更新の送信元

（Update
Source）

ISISAエンドデバイスと Zエンドデバイスの
両方で使用できる ISISルーティングプロ
セス IDを選択します。ISISプロセスを設
定する方法については、 IS-ISの設定を参
照してください。

ISISプロセス
ID（ISIS
Process ID）

ISIS選択した ISISプロセス IDに基づいて、
ネットワークIDが自動的に設定されます。

ネットワーク

（Network）
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ルーティングプロトコルが次の場

合に使用できます。

説明属性

ISIS次のオプションから、レイヤ3リンクに必
要な隣接関係のタイプを選択します。

• [なし（NONE）]：隣接関係は確立さ
れません。

• [レベル 1（Level-1）]：選択したデバ
イスとそのネイバー間に共通するエリ

アアドレスが 1つ以上ある場合は、
レベル 1隣接関係を確立します。

• [レベル 2のみ（Level-2-only）]：回線
上にレベル 2の隣接関係を確立しま
す。隣接デバイスがレベル1のみのデ
バイスの場合、隣接関係は確立されま

せん。

• [レベル 1-2（Level-1-2）]：ネイバー
もレベル 1-2デバイスとして設定され
ており、共通するエリアが1つ以上あ
る場合、レベル 1と 2の隣接関係を確
立します。共通のエリアがない場合

は、レベル2の隣接関係が確立されま
す。

回線タイプ

（Circuit
Type）

ISISレベル 1（エリア内）ルーティングの SPF
計算で使用する必要があるメトリックを入

力します。

このフィールドは、[回線タイプ
（Circuit Type）]を [レベル 1
（Level-1）]または [レベル 1-2
（Level-1-2）]として選択した場
合にのみ使用できます。

（注）

レベル1メト
リック

（Level 1
Metric）

ISISレベル 2（エリア間）ルーティングの SPF
計算で使用する必要があるメトリックを入

力します。

このフィールドは、[回線タイプ
（Circuit Type）]を [レベル 2
（Level-2）]または [レベル 1-2
（Level-1-2）]として選択した場
合にのみ使用できます。

（注）

レベル2メト
リック

（Level 2
Metric）
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ルーティングプロトコルが次の場

合に使用できます。

説明属性

OSPFOSPFルーティングプロセス IDを選択し
ます。OSPFプロセスを設定する方法につ
いては、 OSPFの設定を参照してくださ
い。

Zエンドデバイスの OSPFルー
ティングプロセスは変更できま

せん。

（注）

OSPFプロセ
ス ID（OSPF
Process ID）

OSPFOSPFルーティングプロセスを展開するエ
リアを入力します。

OSPF Area

OSPFOSPFルーティングプロセスで使用される
ルーティングメトリックを入力します。

メトリック

（Metric）

ISISおよび OSPFレイヤ 3リンクの BFDテンプレートを選
択します。BFDテンプレートは、BFDセッ
ションで使用される設定可能パラメータの

セットを定義します。これには、BFD制
御およびエコーパケットに使用される送

受信タイマー、セッションがCV関数を提
供するときに使用される送信タイマー間

隔、乗数値、およびエコー受信間隔が含ま

れます。

BFDテンプレートは、IOS-XEデ
バイスに適用できます。

（注）

BFDテンプ
レート（BFD
Template）

BGP、ISIS、および OSPF対応するBFD設定範囲のBFDセッション
の最小制御パケット間隔を入力します。

このフィールドは、[BFDテンプ
レート（BFDTemplate）]を選択
していない場合にのみ使用でき

ます。

（注）

BFD最小間
隔（BFDMin
Interval）
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ルーティングプロトコルが次の場

合に使用できます。

説明属性

BGP、ISIS、および OSPFBFD乗数を入力します。この値は BFD最
小間隔とともに使用して、バンドルメン

バリンクの非同期モードでの制御パケッ

トとエコーパケットの両方の間隔と障害

検出時間を決定します。

このフィールドは、[BFDテンプ
レート（BFDTemplate）]を選択
していない場合にのみ使用でき

ます。

（注）

BFDの乗数
（BFD
Multiplier）

BGP、ISIS、および OSPF隣接する転送エンジン間のパスで障害を迅

速に検出するには、このチェックボックス

をオンにします。

これは、Cisco IOS-XRデバイス
にのみ適用されます。

（注）

BFD高速検
出（BFD Fast
Detect）

ISISISISパケットの送受信に必要な認証モード
を選択します。

認証フィールドは、Cisco IOSXE
デバイスを選択した場合にのみ

使用できます。使用可能なオプ

ションは、[なし（NONE）]、
[HMAC_MD5]、および [テキス
ト（TEXT）]です。デフォルト
では、[なし（NONE）]が選択さ
れます。

（注）

認証モード

（Authentication
Mode）

ISIS認証キーチェーンを選択します。これに

より、ルーティングプロトコルの認証が

有効になり、認証キーのグループを識別し

ます。

認証キー

チェーン

（Authentication
Key Chain）

ISIS送信される ISISパケットに対してのみ認
証を実行するには、このチェックボックス

をオンにします。

これは、IOS-XEデバイスにのみ
適用されます。

（注）

送信専用の認

証

（Authentication
for Send
Only）

回線/VCのプロビジョニング
119

回線/VCのプロビジョニング

MPLS TEレイヤ 3リンクの Aエンドの詳細と Zエンドの詳細に関するフィールド参照



ルーティングプロトコルが次の場

合に使用できます。

説明属性

BGPパスワードタイプを [暗号化（Encrypted）]
または [プレーンテキスト（Plain Text）]
として選択します。

パスワード

タイプ

（Password
Type）

BGP目的のパスワードを入力します。2つのピ
ア間の接続を確立するには、パスワードが

必要です。

パスワード

（Password）

MPLS-TE

ISISおよび OSPFレイヤ 3リンクのループバックインター
フェイスアドレスを選択します。ループ

バックインターフェイスを設定する方法

については、「ループバックインターフェ

イスの設定」を参照してください。

ループバック

インターフェ

イス

ISISおよび OSPFMPLS TEトンネルメトリックを絶対モー
ドで入力します。

Administrative
Weight

ISISおよび OSPFパス選択時にトンネルのアフィニティビッ

トと比較するMPLS TEリンク属性を入力
します。

TE属性（TE
Attributes）

ISISおよび OSPFレイヤ3リンクの帯域幅をパーセンテージ
で割り当てるには、このチェックボックス

をオンにします。

パーセンテー

ジを使用（Is
Percentage）

ISISおよび OSPFCBRのレイヤ 3リンク用に予約される通
常の TEトンネル帯域幅を入力します。

たとえば、レイヤ3リンクのグローバル帯
域幅として 10%を割り当てる場合は、
[パーセンテージを使用（Is Percentage）]
チェックボックスをオンにし、[グローバ
ル帯域幅（Global Bandwidth）]フィールド
に値 10を入力します。一方で、グローバ
ル帯域幅として 50Kbpsを割り当てる場合
は、[パーセンテージを使用（Is
Percentage）]チェックボックスをオフに
し、[帯域幅の単位（Bandwidth Unit）]ド
ロップダウンリストから [Kbps]を選択し、
[グローバル帯域幅（Global Bandwidth）]
フィールドに値 50を入力します。

グローバル帯

域幅（Global
Bandwidth）
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ルーティングプロトコルが次の場

合に使用できます。

説明属性

ISISおよび OSPFグローバルプール帯域幅から予約されて

いるサブプール帯域幅を入力します。

たとえば、レイヤ3リンクのサブプール帯
域幅として 10%を割り当てる場合は、
[パーセンテージを使用（Is Percentage）]
チェックボックスをオンにし、[サブプー
ル帯域幅（Subpool Bandwidth）]フィール
ドに値10を入力します。一方で、サブプー
ル帯域幅として 50Kbpsを割り当てる場合
は、[パーセンテージを使用（Is
Percentage）]チェックボックスをオフに
し、[帯域幅の単位（Bandwidth Unit）]ド
ロップダウンリストから [Kbps]を選択し、
[サブプール帯域幅（Subpool Bandwidth）]
フィールドに値 50を入力します。

サブプール帯

域幅

（Subpool
Bandwidth）

ISISおよび OSPFこのチェックボックスをオンにして、ルー

タがMPLS TEトンネルを使用して設定さ
れたインターフェイスでバックアップトン

ネルが動的に構築できるようにします。

自動トンネル

バックアップ

（AutoTunnel
Backup）

ISISおよび OSPFこのチェックボックスをオンにして、特定

のインターフェイスに関連付けられた自動

トンネルバックアップの特定のリンク上

で、SRLG値の除外を有効にできるように
します。

バックアップ

トンネルでの

SLRGの除外
（Exclude
SLRG for
Backup
Tunnel）

ISISおよび OSPF隣接する転送エンジン間のパスで障害を迅

速に検出するには、このチェックボックス

をオンにします。

BFD高速検
出（BFD Fast
Detect）

QoS

BGP、ISIS、および OSPFAエンドデバイスと Zエンドデバイスで
設定されている入力 QoSポリシーを選択
します。

Ingress Policy

BGP、ISIS、および OSPFAエンドデバイスと Zエンドデバイスで
設定されている出力 QoSポリシーを選択
します。

出力ポリシー

（Egress
Policy）

追加設定（Additional Settings）
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ルーティングプロトコルが次の場

合に使用できます。

説明属性

ISISおよび OSPFプロビジョニングするレイヤ 3リンクで
MPLSをサポートするには、このチェック
ボックスをオンにします。

Enable MPLS
TE

BGP、ISIS、および OSPFレイヤ 3リンクのインターフェイスレベ
ルで同期イーサネットを有効にするには、

このチェックボックスをオンにします。

これは、IOS-XEデバイスにのみ
適用されます。

（注）

SyncEの有効
化（Enable
SyncE）

MPLS TEサービスのプロビジョニングの前提条件
MPLS TEサービスをプロビジョニングするには、次の前提条件を満たす必要があります。

• OSPFまたは IS-ISは、MPLSTEサービスに参加するデバイスで設定する必要があります。

• MPLS TE L3リンクをプロビジョニングする前に、LLDP/CDPを有効にする必要がありま
す。

• MPLS TEサービスプロビジョニングに使用されるすべてのリンクは TEに対応している
必要があります。

• TEに対応しているリンクは、運用上、稼働している必要があります。

•トンネルの送信元ノードと宛先ノードに到達可能である必要があります。

• WAEパラメータ RESTコールは EPN Managerから自動的にセットアップできます。

• MPLS到達可能性は、デバイス間で設定する必要があります。MPLSコアネットワーク設
定をセットアップする必要があります。

• MPLSTEサービスがプロビジョニングされるデバイスのインベントリ収集ステータスが、
[完了済み（Completed）]である必要があります。これを確認するには、[インベントリ
（Inventory）]> [デバイス管理（Device Management）]> [ネットワークデバイス（Network
Devices）]に移動し、[最後のインベントリ収集ステータス（Last InventoryCollectionStatus）]
列でステータスを確認します。

•必要に応じて、顧客をシステムに作成して、サービスの作成中およびプロビジョニングプ
ロセス中にMPLS TEサービスを顧客に関連付けることができます。左のサイドバーから
[インベントリ（Inventory）] > [その他（Other）] > [顧客（Customers）]を選択して、顧
客を作成および管理します。
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MPLS TEトンネルの作成とプロビジョニング
MPLS TEトンネルをプロビジョニングするには、次の手順を実行します。

始める前に

MPLS TEトンネルをプロビジョニングする前に満たす必要がある前提条件については、次を
参照してください。MPLS TEサービスのプロビジョニングの前提条件（122ページ）

ステップ 1 左側のサイドバーから、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネットワークトポ
ロジ（Network Topology）]を選択します。

ステップ 2 [デバイスグループ（Device Groups）]をクリックして、MPLS TEトンネルを作成する場所を選択しま
す。

ステップ 3 [デバイスグループ（Device Groups）]ポップアップウィンドウを閉じます。

ステップ 4 [ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウで [回線/VC（Circuits/VCs）]をクリックしま
す。

ステップ 5 [+]アイコンをクリックします。マップ右側の新しいペインにプロビジョニングウィザードが表示されま
す。

ステップ 6 [テクノロジー（Technology）]ドロップダウンリストから [MPLS TE]を選択します。Cisco EPN Manager
は、関連するサービスタイプのリストを [サービスタイプ（Service Type）]領域に表示します。

ステップ 7 [サービスタイプ（Service Type）]領域で、[単方向 TEトンネル（Unidirectional TE Tunnel）]または [双
方向 TEトンネル（Bidirectional TE Tunnel）]を選択します。

ステップ 8 さまざまなサービスの属性を設定するためにプロファイルを定義している場合は、[プロファイルの選択
（Select Profile）]ドロップダウンリストから必要なプロファイルを選択します。回線/VCプロファイル
（148ページ）を参照してください。

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックして [カスタマーサービスの詳細情報（Customer Service Details）]ページに移
動します。

ステップ 10 （オプション）サービスをプロビジョニングする対象としての顧客を選択します。リストに顧客が表示

されない場合は、[インベントリ（Inventory）] > [その他（Other）] > [顧客（Customers）]の順に移動
し、システムで顧客を作成してから、プロビジョニングウィザードを再起動します。

ステップ 11 サービス名とその説明を入力した後、サービスの詳細を入力します。サービスの詳細に関するフィール

ド参照：MPLS TEトンネル（124ページ）を参照してください。

•サービス名を指定しない場合、Cisco EPN Managerは次の形式でサービス名を割り当てま
す。

•送信元デバイスと宛先デバイスに共通のトンネル IDがある場合、サービス名は
<SourceDeviceName>_<TunnelId>_<DestinationDeviceName>形式で割り当てられます。

•送信元デバイスと宛先デバイスに固有のトンネル IDがある場合、サービス名は
<SourceDeviceName>_<ATunnelId>_<ZTunnelId>_<DestinationDeviceName>形式で割り当
てられます。

•トンネルのシグナル名は、システム内のデバイス間で一意である必要があります。

（注）
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ステップ 12 [次へ（Next）]をクリックした後、トンネル作成パラメータを入力します。フィールドと属性の説明に
ついては、トンネルの作成に関するフィールド参照：MPLS TEトンネル（125ページ）を参照してくだ
さい。

ステップ 13 [次へ（Next）]をクリックした後、パスの制約の詳細を入力します。フィールドと属性の説明について
は、パスの制約の詳細に関するフィールド参照：MPLSTEトンネル（134ページ）を参照してください。

ステップ 14 [送信（Submit）]をクリックします。デバイスに展開される CLIのプレビューを表示することを選択し
た場合は、プレビューが表示されます。この場合、属性の編集（Edit Attributes）]をクリックすること
で、属性を変更できます。そうでない場合は、すぐに設定がデバイスに展開されます。

[ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウの [回線/VC（Circuits/VCs）]ペイン
のリストにサービスが追加されます。プロビジョニング状態を確認するには、回線/VC名の横
にある [i]アイコンをクリックし、[回線/VC 360（Circuit/VC 360）]ビューを表示します。

サービスの詳細に関するフィールド参照：MPLS TEトンネル

次の表に、MPLS TEトンネルを作成するためのサービスの詳細を定義する属性のリストを示
し、説明します。

表 17 : [サービスの詳細（Service Details）]セクションのリファレンス：MPLS TEトンネル

説明属性

デフォルトでは、このチェックボックスはオンになっています。展開

時にトンネルをアクティブにすることができます。

アクティブ化

このチェックボックスをオンにすると、MPLS TEトンネルのリンク
とノード保護を提供する高速再ルーティング機能が有効になります。

このチェックボックスは、単方向TEトンネルを作成する場
合にのみ使用できます。

（注）

FRRの有効化（Enable
FRR）

トラフィックに基づいて TEトンネルに最大帯域幅と最小帯域幅を自
動的に割り当てるには、このチェックボックスをオンにします。

自動帯域幅の有効化

（Enable Auto
Bandwidth）

中間リンクの障害シナリオを検出するには、このチェックボックスを

オンにします。

このチェックボックスは、双方向TEトンネルを作成する場
合にのみ使用できます。

（注）

ラップ保護（Wrap
Protection）

MPLS TEトンネルのプロビジョニングとメンテナンスをサポートす
る障害OAMプロトコルとメッセージを有効にするには、このチェッ
クボックスをオンにします。

このチェックボックスは、双方向TEトンネルを作成する場
合にのみ使用できます。

（注）

障害 OAMの有効化
（Enable Fault OAM）
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説明属性

トンネルの自動ルートを有効にするには、このチェックボックスをオ

ンにします。

自動ルートの有効化

（Enable Autoroute）

Bidirectional Forwarding Detection（BFD）プロトコルを有効にするに
は、このチェックボックスをオンにします。BFDは、高速転送パスの
障害検出時刻と、一貫した障害検出方式を提供します。

BFD設定の有効化
（Enable BFD
Settings）

TEトンネルには、次のいずれかの保護メカニズムを選択します。

• [動作中（Working）]：トンネルには動作中のパスのみが存在しま
す。

• [動作中 +保護（Working + Protected）]：トンネルには動作中のパ
スと保護されたパスがあり、動作中のパスに障害が発生した場

合、トラフィックフローは、リンクがダウンすることなく、保

護されたパスに自動的にルーティングされます。

• [動作中 +復元（Working + Restore）]：トンネルには動作中のパ
スと復元パスがあり、動作中のパスに障害が発生するとリンクが

ダウンし、トラフィックフローが復元パスにルーティングされ

ます。

• [動作中+保護+復元（Working + Protected + Restore）]：トンネル
には動作中のパス、保護パス、および復元パスがあり、動作中の

パスに障害が発生した場合、トラフィックフローは保護された

パスにルーティングされます。また、保護されたパスにも障害が

発生すると、リンクがダウンし、トラフィックフローが復元パ

スにルーティングされます。

保護タイプ（Protection
Type）

MPLS TEトンネル作成プロセスが完了したときにどのようになるか
を指定するには、次のいずれかのオプションを選択します。

• [プレビュー（Preview）]：実際の展開前に、関連するデバイスに
展開される設定をプレビューします。

• [展開（Deploy）]：完了直後に設定を展開します。

展開アクション

（Deployment Action）

トンネルの作成に関するフィールド参照：MPLS TEトンネル

次の表に、MPLS TEトンネルの作成を定義する属性のリストを示し、説明します。

表 18 : [トンネル作成（Tunnel Creation）]セクションのリファレンス：MPLS TEトンネル

説明属性

トンネルの作成（Create Tunnel）
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説明属性

トンネルの送信元または Aエンドポイント。送信元（Source）

TEが有効で、選択した送信元エンドポイントで設定されているOSPF
または ISISルーティングプロセス。OSPFまたは ISISルーティング
プロセスに基づいて、送信元エンドポイントで設定されたルータ ID
とループバックアドレスを決定できます。

送信元ルーティングプ

ロセス（Source routing
Process）

トンネルの宛先または Zエンドポイント。接続先（Destination）

TEが有効になっており、選択した宛先エンドポイントで設定されて
いるOSPFまたは ISISルーティングプロセス。OSPFまたは ISISルー
ティングプロセスに基づいて、宛先エンドポイントで設定されたルー

タ IDとループバックアドレスを決定できます。

宛先ルーティングプロ

セス（Destination
Routing Process）

トンネル設定（Tunnel Setting）

送信元と宛先の両方のエンドポイントに割り当てられているグローバ

ル ID。この IDは、2つの単方向トンネルを 1つの双方向 TEトンネ
ルにバインドする IDと同じである必要があります。デフォルト値は
0です。

この属性は、双方向TEトンネルを作成する場合にのみ使用
できます。EPNMは、1～2147483647の範囲内でのみグロー
バル IDをサポートします。

（注）

グローバル ID（Global
ID）

アフィニティビットは、動的バックアップパスの設定時に双方向 TE
トンネルが使用するリンク属性を決定します。

アンフィニティビット

（Affinity Bits）

アフィニティマスクは、ルータが確認する必要があるリンク属性を決

定します。

アフィニティビットとアフィニティマスクを使用して、動的バック

アップパスを構成するときにリンク属性を含めるか除外することが

できます。マスクのビットが0の場合、そのビットに関連付けられて
いるリンク属性の値とは無関係です。この場合、動的バックアップ

パスを設定する際に、リンク属性は除外されます。マスクのビットが

1の場合、関連付けられているリンク属性の値は、そのビットのトン
ネルのアフィニティと一致する必要があります。この場合、動的バッ

クアップパスを設定するときに link属性が含まれます。

アフィニティマスク

（Affinity Mask）
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説明属性

単方向または双方向の TEトンネルの LSPに割り当てられているセッ
トアップ優先度。この優先度に基づいて、LSPは、ブロックする既存
のトンネルか、または優先度の低い LSPを決定できます。

有効な値は 0〜 7です。値が小さいほど、プライオリティが高いこと
を示します。たとえば、セットアップ優先順位が 0の LSPは、セッ
トアップ優先順位が 1～ 7の任意の LSPをブロックできます。

セットアップ優先度を保留優先度より高くすることはでき

ません。

（注）

セットアップ優先度

（Setup Priority）

単方向または双方向の TEトンネルの LSPに割り当てられている保留
優先度この優先度に基づいて、LSPはセットアップ優先度の高い別の
シグナリング LSPによってブロックする必要があるかどうかを決定
できます。

有効な値は 0〜 7です。値が小さいほど、プライオリティが高いこと
を示します。たとえば、保留優先度が 0の LSPは、別の LSPによっ
てブロックすることはできません。

保留優先度（Hold
Priority）

MPLS TEの制約ベースルーティング（CBR）の各リンクの予約可能
帯域幅を管理するために使用される帯域幅プール。値は次のとおりで

す。

• [グローバル（Global）]：通常の TEトンネル帯域幅。

• [サブプール（Subpool）]：グローバルプールの一部。サブプー
ル帯域幅は、使用中以外はグローバルプールから予約されませ

ん。サブプールトンネルには、グローバルプールトンネルより

も高い優先度が必要です。

このフィールドは、[自動帯域幅の有効化（Enable Auto
Bandwidth）]チェックボックスがオフになっている場合に
のみ使用できます。

（注）

帯域幅プールタイプ

（Bandwidth Pool
Type）

双方向 TEトンネルの帯域幅。ドロップダウンリストから帯域幅の単
位を選択できます。使用可能な単位は、[Kbps]、[Mbps]、および [Gbps]
です。

たとえば、トンネルに 1000000 Kbpsの帯域幅を割り当てる場合は、
値を 1000 Gbpsと入力します。

このフィールドは、[自動帯域幅の有効化（Enable Auto
Bandwidth）]チェックボックスがオフになっている場合に
のみ使用できます。

（注）

帯域幅（Bandwidth）
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説明属性

CiscoEPNManagerは、トラフィックに基づいてTEトンネルの最大帯
域幅を自動的に割り当てます。ただし、必要に応じて帯域幅を変更で

きます。ドロップダウンリストから帯域幅の単位を選択できます。使

用可能な単位は、[Kbps]、[Mbps]、および [Gbps]です。

このフィールドは、[顧客サービスの詳細（Customer Service
Detail）]画面の [自動帯域幅の有効化（Enable Auto
Bandwidth）]チェックボックスをオンにした場合にのみ使
用できます。

（注）

自動最大帯域幅（Auto
Bandwidth Max）

CiscoEPNManagerは、トラフィックに基づいてTEトンネルの最小帯
域幅を自動的に割り当てます。ただし、必要に応じて帯域幅を変更で

きます。ドロップダウンリストから帯域幅の単位を選択できます。使

用可能な単位は、[Kbps]、[Mbps]、および [Gbps]です。

このフィールドは、[顧客サービスの詳細（Customer Service
Detail）]画面の [自動帯域幅の有効化（Enable Auto
Bandwidth）]チェックボックスをオンにした場合にのみ使
用できます。

（注）

自動最小帯域幅（Auto
Bandwidth Min）

帯域幅変更頻度を秒単位で入力します。有効な範囲は 300〜 604800
です。

このフィールドは、トンネルの作成時に [顧客サービスの詳
細（Customer Service Detail）]ページの [自動帯域幅の有効
化（Enable Auto Bandwidth）]チェックボックスをオンにし
た場合にのみ使用できます。

（注）

帯域幅変更頻度（秒）

（Bandwidth Change
Frequency (Sec)）

最大のサンプルパーセンテージが現在の帯域幅よりも大きいか、ま

たは小さい場合に、調整をトリガーする帯域幅調整しきい値をパーセ

ンテージ単位で入力します。調整しきい値は、現在のトンネル帯域幅

と絶対（最小）帯域幅のパーセンテージです。トンネルに再度シグナ

リングするには、自動帯域幅の両方のしきい値を満たす必要がありま

す。トンネル帯域幅は、最大のサンプル出力レートと現在のトンネル

帯域幅の差分が調整しきい値よりも大きい場合に調整されます。

Cisco IOS-XRデバイスを接続するトンネルの有効範囲は 1〜 100で
す。Cisco IOS-XEデバイスを接続するトンネルの範囲は1〜99です。

このフィールドは、トンネルの作成時に [顧客サービスの詳
細（Customer Service Detail）]ページの [自動帯域幅の有効
化（Enable Auto Bandwidth）]チェックボックスをオンにし
た場合にのみ使用できます。

（注）

調整しきい値

（Adjustment
Threshold）
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説明属性

オーバーフロー検出をトリガーするには、オーバーフローしきい値を

パーセンテージで入力します。これは、実際にシグナリングされたト

ンネル帯域幅のパーセンテージです。測定された帯域幅と実際の帯域

幅の差分が、連続してN回のオーバーフローしきい値のパーセンテー
ジよりも大きい場合、オーバーフロー検出がトリガーされます。こ

れは、オーバーフロー制限とも呼ばれます。

Cisco IOS-XRデバイスを接続するトンネルの有効な範囲は 1～ 100
で、Cisco IOS-XEデバイスを接続するトンネルの範囲は1～99です。

このフィールドは、トンネルの作成時に [顧客サービスの詳
細（Customer Service Detail）]ページの [自動帯域幅の有効
化（Enable Auto Bandwidth）]チェックボックスをオンにし
た場合にのみ使用できます。

（注）

オーバーフローしきい

値（Overflow
Threshold）

測定された帯域幅と実際のトンネルの帯域幅のちがいがトンネル用に

定義されているオーバーフローしきい値を超える場合がある連続的な

収集期間の数を入力します。

有効な範囲は 1～ 10です。

このフィールドは、トンネルの作成時に [顧客サービスの詳
細（Customer Service Detail）]ページの [自動帯域幅の有効
化（Enable Auto Bandwidth）]チェックボックスをオンにし
た場合にのみ使用できます。

（注）

オーバーフロー制限

（Overflow Limit）

トンネルの帯域幅情報を収集するには、このチェックボックスをオン

にします。

このフィールドは、トンネルの作成時に [顧客サービスの詳
細（Customer Service Detail）]ページの [自動帯域幅の有効
化（Enable Auto Bandwidth）]チェックボックスをオンにし
た場合にのみ使用できます。

（注）

収集帯域幅（Collect
Bandwidth）

BFD設定（BFD Settings）

デフォルトでは、[BFD設定の有効化（Enable BFD Settings）]チェッ
クボックスをオンにすると、このチェックボックスはオンになりま

す。プロビジョニング中に双方向（Flex LSP）と単方向のトンネルの
両方に対して新しい BFDテンプレートを作成できます。

新規BFD（NewBFD）

新しい BFDテンプレートの名前を入力します。BFDテンプレート名
（BFD Template
Name）
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説明属性

デバイス名を連結して、選択したBFDテンプレート名を表示します。
たとえば、AエンドデバイスやZエンドデバイスから連結します。既
存のテンプレート名から既存のテンプレートを選択すると、関連する

[最小間隔（Min Interval）]と [乗数（Multiplier）]の範囲値がデフォル
トで表示されます。

アルファベット、数字、および特殊文字の _（アンダースコア）、-
（ハイフン）、.（ドット）を使用することができ、BFDテンプレー
ト名の長さは 32文字未満である必要があります。

BFDテンプレート名には .（ドット）または数字または数字と .（ドッ
ト）の組み合わせは使用できません。

このフィールドは、[新規 BFD（New BFD）]チェックボッ
クスをオフにした場合にのみ使用できます。

（注）

BFDテンプレート
（BFD Template）

BFDは、間隔と乗数を使用して、非同期モードで制御およびエコーパ
ケットが送信される期間を指定します。また、それらに対応する障害

検出も実行します。障害検出タイマーは次の式に基づいて起動しま

す。この場合、Iは最小間隔を指定し、Mは乗数（I x M）です。

これらのフィールドは、[BFD設定の有効化（Enable BFD
Settings）]チェックボックスと [新規 BFD（New BFD）]
チェックボックスがオンになっている場合にのみ使用でき

ます。

[最小間隔（Min Interval）]と [乗数（Multiplier）]の値が新
しいBFDと既存のBFDの両方に表示されます。既存のBFD
の場合は、値を編集することはできません。

（注）

最小間隔（Min
Interval）

Multiplier（乗数）

BFDテンプレートの使用に関するロジック

XEデバイスの単方向および FLEXの LSPトンネルに BFDテンプレー設定を使用します。XR
デバイスの単方向およびFLEXのLSPトンネルには、インライン設定を使用します。EPNMに
は、新しい BFDテンプレートを作成するか、または次のロジックに基づいて既存の BFDテン
プレートを再利用するオプションが用意されています。

FLEX LSPトンネルは双方向トンネルと呼ばれています。（注）

次の表に、BFDテンプレートを使用するためのロジックを示します。

表 19 : BFDテンプレートのロジック：MPLS TEトンネル

単一方向（Unidirectional）
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設定ロジックの説明デバイス名の組み合わ

せ

XEデバイスを送信元と宛先（または XRデバイスを宛先）として選
択した場合、ロジックは BFDテンプレート設定として動作します。

新しい BFDテンプレートを作成するには、次の手順を実行します。

1. EPNMは、デフォルトで選択された [新規 BFD（New BFD）]
チェックボックスを表示します。

2. BFDテンプレートの名前を入力します。

3. [最小間隔（Min Interval）]に 4～ 1000の範囲値を入力します。

4. [乗数（Multiplier）]に 3～ 50の範囲値を入力します。

既存のBFDテンプレートを再利用するには、次の手順を実行します。

1. [新規 BFD（New BFD）]チェックボックスをオフにします。

2. [BFDテンプレート（BFD Template）]ドロップダウンリストか
ら、既存の BFDテンプレートを選択します。Aエンドデバイス
の既存の BFDテンプレート名すべてのリストが表示されます。

3. [最小間隔（Min Interval）]と [乗数（Multiplier）]の範囲値が表示
されます。

4. [送信（Submit）]をクリックします。

XE-XE

XE-XR

XRデバイスを送信元と宛先（または XEデバイスを宛先）として選
択した場合、ロジックはインライン設定として動作します。EPNM
は、[最小間隔（MinInterval）]フィールドと [乗数（Multiplier）]フィー
ルドのみを表示します。

XR-XR

XR-XE

双方向
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XEデバイスを送信元と宛先として選択した場合、ロジックはBFDテ
ンプレート設定として動作します。

BFDテンプレートを作成するには、次の手順を実行します。

1. EPNMは、デフォルトで選択された [新規 BFD（New BFD）]
チェックボックスを表示します。

2. BFDテンプレートの名前を入力します。

3. [最小間隔（Min Interval）]に 4～ 1000の範囲値を入力します。

4. [乗数（Multiplier）]に 3～ 50の範囲値を入力します。

既存のBFDテンプレートを再利用するには、次の手順を実行します。

1. [新規 BFD（New BFD）]チェックボックスをオフにします。

2. [BFDテンプレート（BFD Template）]ドロップダウンリストか
ら、既存の BFDテンプレートを選択します。Aエンドデバイス
と Zエンドデバイスの既存の BFDテンプレート名すべてのリス
トが表示されます。

3. [最小間隔（Min Interval）]と [乗数（Multiplier）]の範囲値が表示
されます。

4. [送信（Submit）]をクリックします。

XE-XE
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XEデバイスを送信元、XRデバイスを宛先として選択した場合、ロ
ジックは BFDテンプレート設定として動作します。

新しい BFDテンプレートを作成するには、次の手順を実行します。

1. EPNMは、デフォルトで選択された [新規 BFD（New BFD）]
チェックボックスを表示します。

2. BFDテンプレート名を入力します。

3. [最小間隔（Min Interval）]に 4～ 1000の範囲値を入力します。

4. [乗数（Multiplier）]に 3～ 10の範囲値を入力します。

既存のBFDテンプレートを再利用するには、次の手順を実行します。

1. [新規 BFD（New BFD）]チェックボックスをオフにします。

2. [BFDテンプレート（BFD Template）]ドロップダウンリストか
ら、既存のBFDテンプレートを選択します。これにより、Aエン
ドデバイスの既存のすべての BFDテンプレート名のリストが表
示されます。

3. [最小間隔（Min Interval）]と [乗数（Multiplier）]の範囲値が表示
されます。

4. [送信（Submit）]をクリックします。

XE-XR

XRデバイスを送信元と宛先として選択した場合、ロジックはインラ
イン設定として動作します。EPNMは、[最小間隔（Min Interval）]
フィールドと [乗数（Multiplier）]フィールドのみを表示します。

XR-XR
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XRデバイスを送信元、XEデバイスを宛先として選択した場合、ロ
ジックは BFDテンプレート設定として動作します。

新しい BFDテンプレートを作成するには、次の手順を実行します。

1. EPNMは、デフォルトで選択された [新規 BFD（New BFD）]
チェックボックスを表示します。

2. BFDテンプレートの名前を入力します。

3. [最小間隔（Min Interval）]に 4～ 1000の範囲値を入力します。

4. [乗数（Multiplier）]に 3～ 10の範囲値を入力します。

既存のテンプレートを再利用するには、次の手順を実行します。

1. [新規 BFD（New BFD）]チェックボックスをオフにします。

2. [BFDテンプレート（BFD Template）]ドロップダウンリストか
ら、既存の BFDテンプレートを選択します。Zエンドデバイス
の既存の BFDテンプレート名がすべて一覧表示されます。

3. [最小間隔（Min Interval）]と [乗数（Multiplier）]の範囲値が表示
されます。

4. [送信（Submit）]をクリックします。

XR-XE

パスの制約の詳細に関するフィールド参照：MPLS TEトンネル

次の表に、MPLS TEトンネルを作成するためのパスの制約の詳細を定義する属性のリストを
示し、説明します。

表 20 :パスの制約の詳細に関するセクションのリファレンス：MPLS TEトンネル

説明属性

TEトンネルに必要なパスを選択します。値は、[動作中（Working）]、
[保護（Protected）]、および [復元（Restore）]です。[パスタイプ（Path
Type）]フィールドで選択した値に基づいて、[ワーキングパス
（Working Path）]、[プロテクションパス（Protection Path）]、および
[リストアパス（Restore Path）]フィールドグループを使用できます。

Path Type

動作中の LSPを再最適化しない場合は、このチェックボックスをオ
ンにします。

ロックダウンの有効化

（Enable Lock Down）

SRLGを有効にする場合は、このチェックボックスをオンにします。

これは、保護パスでのみ設定できます。（注）

Enable SRLG
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説明属性

トンネルパスが変更された場合に新しい LSPに切り替えないように
するには、このチェックボックスをオンにします。

ロックダウンが有効になっている場合にのみ、ワーキング

パス用に設定できます。

（注）

スティッキの有効化

（Enable Sticky）

動作中のパスが復元された場合でも、プロテクションパスから最初の

ワーキングパスに戻さない場合は、このチェックボックスをオンにし

ます。

これは、保護パスでのみ設定できます。（注）

非リバーティブの有効

化（Enable
Non-Revertive）

トンネルに動作中のパスまたは保護パスのタイプを選択します。値は

[動的（Dynamic）]および [明示的（Explicit）]です。
タイプ（Type）

トンネルに新たに動作中のパス、保護パス、または復元パスを作成す

る場合にこのチェックボックスをオンにします。

以下のすべてのフィールドは、[タイプ（Type）]フィール
ドで [明示的（Explicit）]を選択した場合にのみ使用できま
す。

（注）

新規パス（NewPath）

トンネルに既存の明示的な動作中のパス、保護パス、または復元パス

を選択します。

このフィールドは、[新規パス（NewPath）]チェックボック
スをオフにした場合にのみ使用できます。

（注）

既存のパスの選択

（Select Existing Path）

WAEネットワークとパスを指定するには、このチェックボックスを
オンにします。

このフィールドは、[新規パス（NewPath）]チェックボック
スをオンにした場合にのみ使用できます。

[動的（Dynamic）]タイプと [パス（Path）]タイプを [動作
中（Working）]に選択した場合は、このチェックボックス
をオンまたはオフにすることができます。明示的なパスを

WAEサーバーから直接読み取り、手動で設定しない場合
は、このチェックボックスをオンにすることを推奨します。

（注）

WAEサーバーからの
パスの選択（Choose
path fromWAE server）

下向き矢印をクリックして、ダイアログボックスからWAEネット
ワークを選択します。

このフィールドは、[WAEサーバーからのパスの選択
（Choose path from WAE server）]チェックボックスをオン
にした場合にのみ使用できます。

（注）

WAEネットワークの
選択（Select WAE
Network）
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説明属性

下向きの矢印をクリックして、明示的なパスを選択します。

このフィールドは、[WAEサーバーからのパスの選択
（Choose path from WAE server）]チェックボックスをオン
にした場合にのみ使用できます。

（注）

WAEパスの選択
（Select the WAE
Path）

作成する明示的なパスの名前を入力します。[動作中のパス（Working
Path）]テーブル、[保護パス（Protection Path）]テーブル、または [復
元パス（Restore Path）]テーブルで、[+]ボタンをクリックしてテーブ
ルに新しい行を追加した後、MPLS対応デバイス、デバイスのイン
ターフェイスとして明示的なパスコントローラ、およびパスの制約

タイプを選択します。

パステーブルでは、送信元デバイスと宛先デバイスを除くMPLS対応
デバイスを選択できます。Cisco EPN Managerは厳密なパス制約タイ
プのみをサポートしています。

このフィールドは、[新規（New）]チェックボックスをオン
にした場合にのみ使用できます。

（注）

パス名（Path Name）

[動作中のパス LSP属性リスト（Working Path LSP Attribute List）]、[保護パス LSP属性リス
ト（Protection Path LSP Attribute List）]、および [復元パス LSP属性リスト（Restore Path LSP
Attribute List）]

[パスタイプ（Path Type）]フィールドで選択した値に基づいて、それぞれのフィールドグ
ループを使用できます。

ここで定義するLSP属性は、[パスタイプ（Path Type）]フィールドで選択したパスオプショ
ンに関連付けられており、これらの属性は送信元デバイスと宛先デバイスに適用できます。

特定のパスオプションに定義されている値は、インターフェイストンネルレベル

で指定された値をオーバーライドします。たとえば、動作中のパスのLSP属性を定
義した場合、これらの値はインターフェイストンネルレベルの [トンネル設定
（Tunnel Settings）]セクションで定義した値をオーバーライドします。これは、す
べてのパスオプションに共通しています。

双方向トンネルでは、[ロックダウンの有効化（Enable Lock Down）]チェックボッ
クスをオフにした場合にのみ、[ワーキングパス（Working Path）] LSP属性リスト
を設定できます。

（注）

選択したパスタイプに新しい LSP属性リストを作成するには、この
チェックボックスをオンにします。

新しいLSP属性リスト
（New LSP Attribute
List）
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説明属性

選択したパスタイプの既存の LSP属性リストを選択します。

このフィールドは、[新規LSP属性リスト（NewLSPAttribute
List）]チェックボックスをオフにした場合にのみ使用でき
ます。

（注）

既存のLSP属性リスト
（Existing LSPAttribute
List）

作成する LSP属性リストの名前を入力します。

このフィールドを含む以下のすべてのフィールドは、[新し
い LSP属性リスト（New LSP Attribute List）]チェックボッ
クスがオフの場合、読み取り専用として表示されます。

（注）

LSP属性リスト名
（LSP Adjustment
Threshold Name）

バックアップパス（動作中、保護、または復元）の設定時に双方向

TEトンネルが使用するリンク属性を決定する LSPアフィニティビッ
トを入力します。

LSPアフィニティビッ
ト（LSPAffinity Bits）

バックアップパスの設定時にルータが確認する必要があるリンク属

性を決定する LSPアフィニティマスクを入力します。
LSPアフィニティマス
ク（LSP Affinity
Mask）

選択したパスタイプの LSPに割り当てられているセットアップ優先
度を入力します。この優先度に基づいて、LSPは、ブロックする既存
のトンネルか、または優先度の低い LSPを決定できます。

有効な値の範囲は 0～ 7です。値が小さいほど、プライオリティが高
いことを示します。たとえば、セットアップ優先順位が0のLSPは、
セットアップ優先順位が 1～ 7の任意の LSPをブロックできます。

LSPセットアップ優先度を LSP保留優先度より高くするこ
とはできません。

（注）

Cisco IOS-XRデバイスの場合、[LSPセットアップ優先度
（LSP Setup Priority）]フィールドと [LSP保留優先度（LSP
Hold Priority）]フィールドは適用されません。

（注）

LSPセットアップ優先
度（LSP Setup
Priority）
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説明属性

選択したパスタイプの LSPに割り当てられている保留優先度を入力
します。この優先度に基づいて、LSPはセットアップ優先度の高い別
のシグナリング LSPによってブロックする必要があるかどうかを決
定できます。

有効な値の範囲は 0～ 7です。値が小さいほど、プライオリティが高
いことを示します。たとえば、保留優先度が 0の LSPは、別の LSP
によってブロックすることはできません。

Cisco IOSデバイスの場合、LSP保持優先度を指定しない場
合は、Cisco EPNManagerは [LSPセットアップ優先度（LSP
Setup Priority）]フィールドで指定された値を取得します。

（注）

Cisco IOS-XRデバイスの場合、[LSPセットアップ優先度
（LSP Setup Priority）]フィールドと [LSP保留優先度（LSP
Hold Priority）]フィールドは適用されません。

（注）

LSP保留優先度（LSP
Hold Priority）

チェックボックスをオンにして、LSPが使用するルートを記録しま
す。

LSPレコードルート
（LSP Record Route）

シリアルサービスのプロビジョニング
•シリアル回線/VCプロビジョニングの前提条件（138ページ）

•新しいシリアル回線/VC（RS232、RS422、RS485）の作成とプロビジョニング（139ペー
ジ）

•新しいシリアル回線/VC（rawソケット）の作成とプロビジョニング（144ページ）

シリアル回線/VCプロビジョニングの前提条件
次に、シリアル回線/VCをプロビジョニングするための前提条件を示します。

•デバイス間の通信は、シリアル回線/VCをプロビジョニングする前にセットアップする必
要があります。

•シリアル回線/VCをプロビジョニングするデバイスのインベントリ収集のステータスは
[完了（Completed）]である必要があります。これを確認するには、[インベントリ
（Inventory）]> [デバイス管理（Device Management）]> [ネットワークデバイス（Network
Devices）]に移動し、[最後のインベントリ収集ステータス（Last InventoryCollectionStatus）]
列でステータスを確認します。

•必要に応じて、システムに顧客を作成し、回線/VCの作成およびプロビジョニングプロセ
ス中に顧客に回線/VCを関連付けられるようにする必要があります。左のサイドバーから
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[インベントリ（Inventory）] > [その他（Other）] > [顧客（Customers）]を選択して、顧
客を作成および管理します。

新しいシリアル回線/VC（RS232、RS422、RS485）の作成とプロビジョ
ニング

新しいシリアル回線/VCを作成するには、次の手順を実行します。

始める前に

シリアル回線/VCをプロビジョニングする前に満たしている必要がある前提条件については、
シリアル回線/VCプロビジョニングの前提条件（138ページ）を参照してください。

ステップ 1 左側のサイドバーのメニューから、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネット
ワークトポロジ（Network Topology）]の順に選択します。

[ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウが開きます。

ステップ 2 ツールバーで [デバイスグループ（Device Groups）]をクリックし、マップ上に表示するデバイスのグ
ループを選択します。

ステップ 3 [回線/VC（Circuits/VCs）]タブをクリックします。

ステップ 4 [回線/VC（Circuits/VCs）]ペインのツールバーで、[+]（作成）アイコンをクリックします。

マップの右側に新しいペインが開き、[プロビジョニングウィザード（ProvisioningWizard）]が表示され
ます。

ステップ 5 [テクノロジー（Technology）]ドロップダウンリストで [シリアル（Serial）]を選択します。

ステップ 6 [サービスタイプ（Service Type）]リストで、作成するシリアルサービスのタイプを選択します。Cisco
EPN Managerがサポートしているシリアルサービスのタイプについては、サポートされているシリアル
サービスを参照してください。

ステップ 7 さまざまなサービスの属性を設定するプロファイルを定義している場合、[プロファイルの選択（Select
Profile）]ドロップダウンリストから必要なプロファイルを選択します。回線/VCプロファイル （148
ページ）を参照してください。

ステップ 8 Nextをクリックして [カスタマーサービスの詳細（Customer Service Details）]ページに移動します。

ステップ 9 回線/VCの作成対象顧客を選択します。リストに顧客が表示されない場合は Inventory>Other>Customers
に移動し、システムで顧客を作成してからプロビジョニングウィザードを再起動します。

ステップ 10 [アクティブ化（Activate）]チェックボックスをオンにして、サービスをアクティブ状態にする必要があ
るかどうかを指定します。アクティブ状態の場合、トラフィックが回線を通過できるようになり、関連

付けられているすべてのエンドポイントのサービス状態が自動的に Trueに設定されます。

ステップ 11 サービス名と説明を入力します。

ステップ 12 [展開アクション（DeploymentAction）]フィールドに、回線/VCの作成プロセス完了時のアクションを指
定します。実際に展開する前に、該当するデバイスに展開される設定のプレビューを表示するように指

定することも、完了時にすぐに設定を展開するように指定することもできます。
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ステップ 13 [次へ（Next）]をクリックして、エンドポイントを設定するページに移動します。シリアルサービスの
詳細のリファレンス（140ページ）を参照してください。

ステップ 14 エンドポイントのいずれかがCiscoEPNManagerで管理されないデバイス上のインターフェイスである場
合、その管理対象外デバイスの情報を入力します。アンマネージドエンドポイントを使用した回線/VC
のプロビジョニング（150ページ）を参照してください。

ステップ 15 [次へ（Next）]をクリックして、[回線設定（Line Settings）]ページと [擬似回線の設定（Pseudowire
Settings）]ページに移動します。「シリアルサービスの詳細のリファレンス（140ページ）」を参照して
ください。

ステップ 16 これはオプションです。回線/VCに参加するデバイスで設定される追加のCLIコマンドがあるテンプレー
トを追加するには、[テンプレートの詳細（Template Details）]ページで追加してください。詳細につい
ては、テンプレートを使用した回線/VCの拡張（150ページ）を参照してください。

ステップ 17 回線/VCに必要な情報をすべて入力したら、[送信（Submit）]をクリックします。デバイスに展開される
CLIのプレビューを表示することを選択した場合は、プレビューが表示されます。この場合、属性の編
集（EditAttributes）]をクリックすることで、属性を変更できます。そうでない場合は、すぐに設定がデ
バイスに展開されます。

回線/VCが、[ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウの [回線/VC
（Circuits/VCs）]ペインのリストに追加されているはずです。

シリアルサービスの詳細のリファレンス

次の表では、シリアルサービスのタイプを定義する属性をリストし、説明しています。

表 21 :回線セクションのリファレンス：シリアルサービスタイプ

説明属性

[Aエンドポイント（A Endpoint）]と [Zエンドポイント（Z Endpoint）]の設定

シリアルインターフェイスサービス用に選択されたメディアタイプ。メディアタイプ

（Media Type）

シリアルサービスの送信元と宛先のデバイスの名前。デバイス名（Device
Name）

シリアルサービスの送信元デバイスと宛先デバイス上のインターフェ

イスの名前と説明。

ポート名および説明

（Port Name and
Description）

管理されていないデバイス詳細

以下のフィールドは、[Zエンドポイントの設定（Z Endpoint Configurations）]での
み使用できます。

（注）

CiscoEPNManagerで管理されていないデバイスを含めて、部分的サー
ビスを作成する場合に、このチェックボックスをオンにします。

管理対象外デバイス

（UnmanagedDevice）
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説明属性

新しい管理対象外デバイスを作成する場合に、このチェックボックス

をオンにします。

新規デバイス（New
Device）

既存の RS232または RS422サービスのメディアタイプとして RS232
または RS422のいずれかを選択し、ポイントツーポイント RS232か
ら RS422へのサービスを作成します。たとえば、既存のメディアタ
イプ RS232がある場合、Aエンドでは、ポイントツーポイントサー
ビス設定の Zエンドでメディアタイプとして RS232または RS422の
いずれかを選択できます。

メディアタイプは、作成後に変更することはできません。（注）

メディアタイプ

（Media Type）

作成する新しい管理対象外デバイスの一意の名前を入力します。

[新規デバイス（NewDevice）]チェックボックスをオフにす
ると、このフィールドはドロップダウンリストとして使用

できます。Zエンドポイントとして管理対象外デバイスを選
択できます。

（注）

デバイス名（Device
Name）

作成する新しい管理対象外デバイスの IPアドレスを入力します。

このフィールドは、[新規デバイス（NewDevice）]チェック
ボックスがオンになっている場合にだけ使用できます。[新
規デバイス（New Device）]チェックボックスがオフの場
合、[デバイス（Device）]ドロップダウンリストで選択し
た管理対象外デバイスの IPアドレスがこのフィールドに入
力されます。

（注）

デバイス IP（Device
IP）

管理対象外デバイスの有効な LDP IPを入力します。LDP IP

管理対象外デバイスの仮想回線（VC）の固有 IDを入力します。VC ID

回線の設定

シリアルリンクの速度（キロビット/秒）。速度（Speed）

シリアル回線/VCを介して送信されるパケットあたりの実際のデータ
の測定値。値は 5、6、7、および 8です。

データビット（Data
Bits）
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説明属性

1つのパケットの通信の終了を示します。値は 1、1.5、および 2ビッ
トです。

データは回線を横切ってクロックされ、各デバイスには独自のクロッ

クが備わっているため、2台のデバイスがわずかに同期しなくなる可
能性があります。したがって、ストップビットは送信の終了を示す

だけでなく、異なるクロックを同期するようにも考慮します。ストッ

プビットに使用されるビット数が多いほど、異なるクロックを同期

するために考慮する幅が大きくなり、データ伝送速度は遅くなりま

す。

ストップビット（Stop
Bits）

シリアル通信のエラーを確認するために使用されます。値は次のとお

りです。

• [なし（None）]：回線/VCに定義されているパリティなし。

• [偶数（Even）]：シリアルポートはパリティビット（データビッ
トの後ろの最後のビット）を、伝送に偶数のロジック上位ビット

が必ず含まれる値に設定します。たとえば、データが011だった
場合、偶数パリティでは、パリティビットが 0になり、ロジッ
ク上位ビット数を偶数に保ちます。

• [奇数（Odd）]：シリアルポートはパリティビット（データビッ
トの後ろの最後のビット）を、伝送に奇数のロジック上位ビット

が必ず含まれる値に設定します。たとえば、データが011だった
場合、奇数パリティでは、パリティビットが 1になり、ロジッ
ク上位ビットが 3つになります。

• [マーク（Mark）]：パリティビットを高く設定します。これによ
り、受信側デバイスはビットの状態を把握して、ノイズがデータ

を破損させているか、または送信デバイスと受信側のデバイスの

クロックが同期していないかを判断できます。

• [スペース（Space）]：パリティビットを低く設定します。これに
より、受信側デバイスはビットの状態を把握して、ノイズがデー

タを破損させているか、または送信デバイスと受信側のデバイス

のクロックが同期していないかを判断できます。

パリティ（Parity）
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説明属性

シリアルサービスに必要なデュプレックスモードを次のオプション

から選択します。

• [半二重（HalfDuplex）]：エンドポイント間の両方向の通信をサ
ポートしますが、同時にはサポートしません。データは一度に単

方向に伝送されます。

• [全二重（FullDuplex）]：両方のエンドポイントが全二重をサポー
トしていると想定し、エンドポイント間での双方向への同時通信

をサポートします。一方の側が全二重をサポートしていない場

合、ポートはダウンします。

このフィールドは、RS485および RS422サービスタイプで
のみ使用できます。RS485および RS422サービスタイプの
詳細は編集できます。これは、RS485と RS422では、半二
重と全二重からデュプレックスモードを選択できるためで

す。ただし、RS232では全二重モードのみしか選択できな
いため、RS232サービスタイプの詳細は編集できません。

（注）

デュプレックスモード

（Duplex Mode）

疑似回線の設定

優先パスタイプを双方向または単方向として選択します。優先パスタイプ

（Preferred Path Type）

シリアルサービスを通過させるMPLS双方向TEトンネルを選択しま
す。

このフィールドは、優先パスタイプに [双方向
（Bidirectional）]を選択したときにのみ使用できます。

（注）

優先経路（Preferred
Path）

Aエンドポイントから Zエンドポイントまでシリアルサービスを移
動させるために必要な単方向トンネルを選択します。

このフィールドは、優先パスタイプに [単方向
（Unidirectional）]を選択したときにのみ使用できます。

（注）

優先パス（A～Z）
（Preferred Path
(A-Z)）

Zエンドポイントから Aエンドポイントまでシリアルサービスを移
動させるために必要な単方向トンネルを選択します。

このフィールドは、優先パスタイプに [単方向
（Unidirectional）]を選択したときにのみ使用できます。

（注）

優先パス（Z～A）
（Preferred Path
(Z-A)）

接続の両側で疑似回線ペイロードを特定するためにコントロールワー

ドを使用する場合は、このチェックボックスをオンにします。

送信コントロールワー

ド（Send Control
Word）
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新しいシリアル回線/VC（rawソケット）の作成とプロビジョニング
rawソケットタイプの新しいシリアル回線/VCを作成するには、次の手順を実行します。

始める前に

rawソケット回線/VCをプロビジョニングする前に満たしている必要がある前提条件について
は、シリアル回線/VCプロビジョニングの前提条件（138ページ）を参照してください。

ステップ 1 左側のサイドバーのメニューから、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネット
ワークトポロジ（Network Topology）]の順に選択します。

[ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウが開きます。

ステップ 2 ツールバーで [デバイスグループ（Device Groups）]をクリックし、マップ上に表示するデバイスのグ
ループを選択します。

ステップ 3 [回線/VC（Circuits/VCs）]タブをクリックします。

ステップ 4 [回線/VC（Circuits/VCs）]ペインのツールバーで、[+]（作成）アイコンをクリックします。

マップの右側に新しいペインが開き、[プロビジョニングウィザード（ProvisioningWizard）]が表示され
ます。

ステップ 5 [テクノロジー（Technology）]ドロップダウンリストで [シリアル（Serial）]を選択します。

ステップ 6 [サービスタイプ（Service Type）]リストで、[rawソケット（Raw Socket）]を選択します。rawソケット
回線/VCの詳細については、サポートされているシリアルサービスを参照してください。

ステップ 7 さまざまなサービスの属性を設定するプロファイルを定義している場合、[プロファイルの選択（Select
Profile）]ドロップダウンリストから必要なプロファイルを選択します。回線/VCプロファイル （148
ページ）を参照してください。

ステップ 8 [次へ（Next）]をクリックして [カスタマーサービスの詳細情報（Customer Service Details）]ページに移
動します。

ステップ 9 回線/VCの作成対象顧客を選択します。リストに顧客が表示されない場合は、[インベントリ
（Inventory）] > [その他（Other）] > [顧客（Customer）]の順に移動し、システムで顧客を作成してか
ら、プロビジョニングウィザードを再起動します。

ステップ 10 サービス名と説明を入力します。

ステップ 11 [展開アクション（DeploymentAction）]フィールドに、回線/VCの作成プロセス完了時のアクションを指
定します。実際に展開する前に、該当するデバイスに展開される設定のプレビューを表示するように指

定することも、完了時にすぐに設定を展開するように指定することもできます。

ステップ 12 [次へ（Next）]をクリックして [サーバー側の設定（Server Side Configuration）]ページに移動します。
フィールドと属性の説明については、rawソケットサービスの詳細のリファレンス（145ページ）を参照
してください。

ステップ 13 [次へ（Next）]をクリックして [クライアント側の設定（Client Side Configuration）]ページに移動しま
す。[rawソケットクライアント（Raw Socket Client）]テーブルの [+]アイコンをクリックし、クライア
ント側の設定用の新しい行を追加します。フィールドと属性の説明については、rawソケットサービス
の詳細のリファレンス（145ページ）を参照してください。
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ステップ 14 これはオプションです。回線/VCに参加するデバイスで設定される追加のCLIコマンドがあるテンプレー
トを追加するには、[テンプレートの詳細（Template Details）]ページで追加してください。詳細につい
ては、テンプレートを使用した回線/VCの拡張（150ページ）を参照してください。

ステップ 15 回線/VCに必要な情報をすべて入力したら、[送信（Submit）]をクリックします。デバイスに展開される
CLIのプレビューを表示することを選択した場合は、プレビューが表示されます。この場合、属性の編
集（EditAttributes）]をクリックすることで、属性を変更できます。そうでない場合は、すぐに設定がデ
バイスに展開されます。

回線/VCが、[ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウの [回線/VC
（Circuits/VCs）]ペインのリストに追加されているはずです。[サービス（Services）]タブか
ら、新たに作成されたシリアルインターフェイスサービスの横にある [i]アイコンをクリック
し、最近サーバー上で作成したエンドポイントを、両方のエンドポイント（サーバーと関連ク

ライアント）とともに [回線/VC360*（Circuits/VCs360*）]ダイアログボックスに表示します。
また、[プロビジョニング状態（Provisioning State）]の横にある [i]アイコンをクリックし、各
エンドポイントにプッシュされている設定を表示します。

rawソケットサービスの詳細のリファレンス

次の表に、rawソケットサービスのタイプを定義する属性のリストを示し、説明します。

表 22 : [rawソケットのサービスタイプ（Raw Socket Service Type）]：サーバー側とクライアント側の設定

説明属性

[サーバー設定（Server Settings）]と [クライアント設定（Client Settings）]

[メディアタイプ（Media Type）]ドロップダウンリストから次のい
ずれかを選択し、クロス回線サービスの一部としてマルチポイント

RS422サービスまたは RS4232サービスを設定します。

• [RS232]：RS232オプションをメディアタイプとして選択した場
合、SyncRS232チェックボックスは、シリアルインターフェイス
のその他の設定とともに、同期操作に使用できます。

RS232を使用してサービス（シリアル Rawソケットな
ど）を作成する場合、対応するサーバーと関連付けら

れたクライアントを一度に 1つのメディアタイプのみ
で設定できるように、サポートされているサービスの

設定時に両方のエンドに RS232または RS422が搭載さ
れている必要があります。これらの設定は、デバイス

上とともに EPNMからも行えます。

（注）

• [RS422]：RS 422マルチポイントサービスのクライアント、サー
バー、およびパケット化を設定できます。

メディアタイプ

（Media Type）

サービスに対してRS232の同期モードを有効にするには、このチェッ
クボックスをオンにします。

RS232の同期（Sync
RS232）
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説明属性

rawソケットサービスでサーバーとクライアントとして機能するデバ
イスの名前。

デバイス名（Device
Name）

rawソケットサービスのサーバーデバイスとクライアントデバイス
上のインターフェイスの名前。

ポート名（PortName）

サーバーの IPアドレスとポート番号。サーバーアドレスと

サーバーポート

（Server Address and
Server Port）

インターフェイスごとのTCPrawソケットセッション数の制限を事前
設定用。デフォルト値は 32です。

許容セッション数

（Allowed Sessions）

クライアントの IPアドレスとポート番号。クライアントアドレス

とクライアントポート

（Client Address and
Client Port）

rawソケットサービスの TCPセッションのタイムアウト設定。この
間隔でクライアントとサーバーの間でデータが転送されない場合、

TCPセッションは終了します。その後、クライアントはサーバーとの
TCPセッションの再確立を自動的に試みます。

接続アイドルタイムア

ウト（Connection Idle
Timeout）

サーバーとクライアントが接続してデータを転送する Virtual Route
Forwarding（VRF）インターフェイス。

VRF定義がサーバーとクライアントの両方で共通であるこ
とを確認します。

（注）

VRF

シリアルリンクの速度（キロビット/秒）。この回線設定は、[同期
サービス設定（Sync service settings）]ではオプションです。

速度（Speed）

シリアル回線/VCを介して送信されるパケットあたりの実際のデータ
の測定値。値は5、6、7、および8です。この回線設定は、[同期サー
ビス設定（Sync service settings）]ではオプションです。

データビット（Data
Bits）

1つのパケットの通信の終了を示します。値は 1、1.5、および 2ビッ
トです。この回線設定は、[同期サービス設定（Sync service settings）]
ではオプションです。

ストップビット（Stop
Bits）

シリアル通信のエラーを確認します。この回線設定は、[同期サービ
ス設定（Sync service settings）]ではオプションです。

パリティ（Parity）

選択したシリアルサービスのデュプレックスモード。この回線設定

は、[同期サービス設定（Sync service settings）]ではオプションです。
デュプレックスモード

（Duplex Mode）
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説明属性

次のいずれかのオプションを選択します。

• [使用済み（Used）]：接続されたケーブルがない場合は、顧客エ
ンドからデータ端末レディ（DTR）機器を設定できます。

• [未使用（Not Used）]：接続されたケーブルがない場合は、顧客
エンドからデータ端末レディ（DTR）機器を設定できません。

このオプションは、SyncRS232チェックボックスがオンの
場合にのみ使用できます。

（注）

DTR

サービスに対して目的のクロックレートをビット/秒単位（bps）で選
択します。有効な値は 48000と 64000です。

クロックレート

（Clock Rate）

サービスに対してNonReturn-to-Zero Inverted（NRZI）エンコードメカ
ニズムを有効にするには、このチェックボックスをオンにします。

NRZIエンコーディン
グ（NRZI Encoding）

ハードウェア制御信号をリモート PEに送信する必要があるかどうか
を指定するには、このチェックボックスをオンにします。

制御信号トランスポー

ト（Control Signal
Transport）

必要な周波数を入力します。有効な値は、50～ 200です。

このフィールドは、[制御信号トランスポート（ControlSignal
Transport）]チェックボックスをオンにした場合にのみ使用
できます。

（注）

周波数（Frequency）

内部信号の転送に使用する次のオプションから、必要なフレーム形式

のいずれかを選択します。

• [BCN]：ビーコン

• [CFGR]：テスト用の設定

• [NR0]：非予約 0

• [NR1]：非予約 1

• [NR2]：非予約 2

• [NR3]：非予約 3

フレームパターン

（Frame Pattern）

サービスの接続トポロジ（ポイントツーポイントまたはポイントツー

マルチポイントのいずれか）が表示されます。

接続トポロジ

（Connection
Topology）

パケット化設定（Packetization Settings）
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説明属性

シリアルデータをピアに送信するルーティングデバイス（サーバー

またはクライアントのいずれか）をトリガーするパケット長。デバイ

スがバッファ内の指定したバイト数のデータを収集すると、蓄積され

たデータをパケット化して rawソケットピアに転送します。

パケット長（Packet
Length）

このチェックボックスをオンにすると、このサービスのフレームリ

レーのフラグメント化が無効になります。

フラグメントオフ

（Fragment Off）

デバイス（サーバーまたはクライアントのいずれか）がストリーム内

で次の文字を受信するまでの時間をミリ秒単位で指定します。パケッ

トタイマーの期限終了までに文字が受信されない場合、デバイスが

バッファ内で累積したデータはパケット化され、rawソケットピアに
転送されます。

パケットタイマー

（Packet Timer）

バッファ内に蓄積されたデータをパケット化し、rawソケットピアに
送信するためにデバイス（サーバーまたはクライアントのいずれか）

をトリガーする文字。指定した特殊文字を受信すると、デバイスは蓄

積されたデータをパケット化し、rawソケットピアに送信します。

特殊文字（Special
Char）

回線/VCプロファイル
プロファイルには、各種回線/VC固有の一連の属性が含まれています。作成したプロファイル
は、回線/VCの作成時にすべてのユーザーに対して選択可能になります。プロファイルを選択
すると、プロビジョニングウィザードにプロファイル属性が読み込まれます。ユーザーが行う

必要がある操作はサービスのエンドポイントの定義だけです。また必要に応じて、回線/VCの
プロビジョニング前に多少変更を行います。

作成できるプロファイルのタイプは、プロビジョニング可能な回線/VCのタイプを反映してい
ます。

各プロファイルには一意の名前が指定されるので、回線/VCタイプごとに、必要に応じて複数
のプロファイルを作成できます。

プロファイルを作成するには、次の手順に従います。

ステップ 1 左側のナビゲーションペインで Inventory > Other > Profilesを選択します。[プロファイル（Profiles）]ウィ
ンドウが開き、既存のプロファイルの表が表示されます（存在する場合）。表でプロファイルを選択して、

そのプロファイルを編集または削除できます。

ステップ 2 Create Profileをクリックします。

ステップ 3 プロファイル作成ウィザードで、プロファイルに一意の名前を指定し、説明を入力します。

ステップ 4 [テクノロジー（Technology）]リストから、[Carrier Ethernet]、[Optical]、または [L3VPN]を選択します。
選択したテクノロジーに関連するサービスタイプが表示されます。

ステップ 5 必要なサービスタイプを選択します。
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L3VPNのサービスの場合、ほとんどの L3VPNサービス作成フィールドに値を事前に読み込むことができ
るプロファイルを作成するには、[ユニキャスト（Unicast）]を選択します。L3VPNサービスの IP SLA固
有のオプションを使用してプロファイルを作成するには、[IPSLA操作（IPSLA Operations）]を選択しま
す。

ステップ 6 Nextをクリックし、属性定義ページに移動して、選択したサービスタイプの属性を定義します。プロファ
イルの属性は、プロビジョニングウィザードの属性と同じであり、次に示す関連セクションで説明してい

ます。

イーサネット VC属性の詳細については、次のトピックで説明します。

•サービス自体に関連する属性については、次を参照してください：サービス詳細の参考資料（22ペー
ジ）

• UNI固有の属性については、次を参照してください：新規 UNIの詳細リファレンス（23ページ）
•サービス内で機能する UNIに関連する属性については、UNIサービス詳細の参照（24ページ）を参
照してください。

• UNI属性については、次を参照してください。UNIとしてのデバイスおよびインターフェイスの設定
（28ページ）

• ENNI属性については、次を参照してください：デバイスとインターフェイスを ENNIとして設定す
る（29ページ）

OCH属性と OTN属性については、OCH回線タイプの [回線（Circuit）]セクションリファレンス（43
ページ）とOTN回線タイプの回線セクション参照（63ページ）で説明します。

L3VPN属性については、新規L3VPNサービスの作成およびプロビジョニング（77ページ）とL3VPNサー
ビスの詳細表示（94ページ）で説明します。

ステップ 7 属性の定義が完了したら、Create Profileをクリックします。[プロファイル（Profiles）]ウィンドウの表に
プロファイルが追加されます。

顧客の作成
回線/VCプロビジョニングプロセス中に選択に使用できるように、システムに顧客を作成する
必要があります。

顧客を作成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 左側のサイドバーから Inventory > Other > Customersを選択します。

ステップ 2 Create Customerをクリックします。

ステップ 3 顧客の名前と（必要に応じて）説明を入力します。

ステップ 4 OKをクリックします。これで、顧客が顧客のテーブルに追加されます。編集または削除する顧客を選択
できます。
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アンマネージドエンドポイントを使用した回線/VCのプ
ロビジョニング

1つ以上のエンドポイントがCisco EPNManagerで管理されないデバイスであっても、回線/VC
を作成してプロビジョニングすることができます。[プロビジョニングウィザード（Provisioning
Wizard）]を使用することで、エンドポイントデバイスを「アンマネージド」として識別した
り、システムが回線/VCを作成できるようにアンマネージドデバイスに関する情報を指定した
りできます。アンマネージドデバイスを識別すると、そのデバイスはシステムのアンマネージ

ドデバイスグループ内で有効になり、他のサービスに使用できるようになります。

ステップ 1 回線/VCのプロビジョニング（1ページ）の説明に従って、対象のテクノロジーに応じた回線/VC作成プ
ロセスを開始します。

ステップ 2 ポイントツーポイント EVCおよび CEMサービスの場合：

a) Zエンドポイントを定義する際に、[アンマネージドデバイス（Unmanaged Device）]チェックボック
スをオンにします。[アンマネージドデバイスの詳細（UnmanagedDeviceDetails）]パネルが開きます。

b) システム内ですでに識別されているアンマネージドデバイスの場合、[新規デバイス（New Device）]
チェックボックスをオフにして、リストから必要なデバイスを選択します。新しいアンマネージドデ

バイスを識別する場合は、デバイス名、IPアドレス、および LDP IPを入力します。LDP IPは、管理
対象デバイス上の疑似回線のネイバーアドレスとして使用されます。

ステップ 3 ポイントツーマルチポイントまたはマルチポイントツーマルチポイントEVCの場合、[アンマネージドUNI
（Unmanaged UNI）]ページでテーブル内のプラスアイコンをクリックして行を追加し、選択した行に対
するアンマネージドデバイスの詳細とサービスエンドポイントの詳細を定義します。

ステップ 4 回線/VCのプロビジョニング（1ページ）の説明に従って、対象テクノロジーの回線/VCの作成およびプ
ロビジョニングプロセスを完了します。

テンプレートを使用した回線/VCの拡張
回線/VCを作成してプロビジョニングすると、CiscoEPNManagerは参加デバイスに一連のCLI
コマンドを設定します。同じデバイスに追加のコマンドを設定する必要がある場合は、それら

のコマンドを含むテンプレートを作成して、回線/VCの作成プロセス中にそのテンプレートを
含めることができます。こうすることで、Cisco EPN Managerによる設定内容を超えて、回
線/VCを効果的に拡張できます。この機能はプロビジョニングウィザードで使用できますが、
回線/VCの作成前または変更前に作成されるテンプレートに依存しています。

CLIテンプレートを使用した回線/VCの拡張には、次の手順が含まれます。

1. 空白のテンプレートまたは既存のテンプレートを使用して、CLIテンプレートを作成しま
す。空白テンプレートを使用した新しいCLI設定テンプレートの作成および既存のテンプ
レートを使用した新規 CLI設定テンプレートの作成を参照してください。
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2. 回線/VCを作成または変更し、CLIテンプレートを付加します。回線/VCのプロビジョニ
ング（1ページ）を参照してください。

ステップ 1 CLIテンプレートを作成します。

a) 左のサイドバーで、[設定（Configuration）] > [テンプレート（Templates）] > [機能およびテクノロジー
（Features & Technologies）]を選択します。

b) [テンプレート（Templates）]パネルで、[CLIテンプレート（CLI Templates）] > [CLI]を選択します。
c) CLI、グローバル変数、および/またはテンプレート変数を使用して、新しい回線の識別情報を指定し、
テンプレートの内容を定義します。「CLIテンプレートの作成」およびテンプレートでのグローバル変
数の使用を参照してください。

d) [新しいテンプレートとして保存（Save as New Template）]をクリックします。
e) [マイテンプレート（My Templates）] > [CLIテンプレート（ユーザー定義）（CLI Templates (User

Defined)）]の下に、新しい CLIテンプレートが保存されます。

ステップ 2 作成したテンプレート（または該当する場合には異なるテンプレート）を含むサービスを作成または変更
します。

a) 左側のサイドバーから、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネットワークト
ポロジ（Network Topology）]を選択します。

[ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウが開きます。

b) [回線/VC（Circuits/VCs）]タブをクリックします。
c) [回線/VC（Circuits/VCs）]ペインツールバーから、[+]（[作成（Create）]）アイコンをクリックする
か、回線を選択してから鉛筆（[変更（Modify）]）アイコンをクリックします。

マップの右側の新しいペインでプロビジョニングウィザードが開きます。

d) 必要な回線または VCの作成または変更を開始します。回線/VCのプロビジョニング（1ページ）お
よび回線/VCの変更を参照してください。

e) [サービステンプレート（Service Template）]ページで、テンプレートをサービス設定のプレフィック
スにする場合は [事前設定（Pre-Configuration）]セクションを使用し、テンプレートをサービス設定の
サフィックスにする場合は [事後設定（Post-Configuration）]セクションを使用します。

f) [テンプレート（Template）]ドロップダウンメニューで、必要な CLIテンプレートを選択します。

事前設定オプションと事後設定オプションの両方に同じ CLIテンプレートを選択することはできませ
ん。

g) [テンプレートの使用（Template Usage）]ドロップダウンメニューで、デバイスにCLIテンプレートを
設定する条件を示すオプションを選択します。たとえば [サービス作成のみ（Service Create Only）]を
選択した場合、サービスの作成時にのみ、テンプレート CLIがデバイスに設定されます。サービスの
変更時には設定されません。

h) テンプレートパラメータの値を入力します。ここに示すパラメータは、テンプレートに定義された変
数によって異なります。

i) [送信（Submit）]をクリックします。
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デフォルトでは、サービスに参加するすべてのデバイスに、選択された CLIテンプレートが
関連付けられます。CLIテンプレートに関連付ける特定のデバイスを選択することはできませ
ん。

（注）

ステップ 3 設定したテンプレート用のロールバックテンプレートを設定できます。設定例：ロールバックテンプレー
ト（157ページ）を参照してください。

ステップ 4 インタラクティブテンプレートを設定することもできます。設定例：インタラクティブテンプレート（158
ページ）を参照してください。

設定例：CLIテンプレートを使用した回線/VCの拡張
設定例 1：グローバルおよびテンプレート（ローカル）変数を持つ CLIテンプレートを使用し
た Cisco ASR 903デバイスでの L3VPNサービスの拡張：
vrf definition Testdoc1
exit
vrf Testdoc1
vpn id 36B:3
address-family ipv4 unicast
import route-target
65:1

export route-target
65:1

address-family ipv6 unicast
import route-target
65:1

export route-target
65:1

interface GigabitEthernet0/0/0/11.2
vrf Testdoc1
ipv4 address 4.5.7.8 255.255.255.0
mtu 1522

router bgp 140
vrf Testdoc1
rd auto
address-family ipv6 unicast
address-family ipv4 unicast
redistribute static metric 54

neighbor 3.4.6.8
remote-as 21
address-family ipv4 unicast
exit

exit
exit

exit
interface GigabitEthernet0/0/6
desc postconfig
delay 5988
mtu 436
exit

設定例 2：グローバル変数とテンプレート（ローカル）変数を持つ CLIテンプレートを使用し
た CEMサービスの拡張：
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#set($interfaceNameList = $gv.service-cem-cemInterfaceNameList.split(","))
#set($cemGroupNumberList = $gv.service-cem-cemGroupNumberList.split(","))
#set($count = 0)
#foreach($interfaceName in $interfaceNameList)
interface $interfaceName
service-policy input MainInterfacePolicy
#if($count == 0)
cem $cemGroupNumberList[0]

#else
cem $cemGroupNumberList[1]

#end
service-policy input servicePolicy

#set($count = $count+1)
#end

設定例 3：QoS over CEMを設定する CEMサービスの拡張：
#set($count = 0)
#foreach($interfaceName in $gv.service-cem-cemInterfaceNameList)
interface $interfaceName
service-policy input MainInterfacePolicy
#if($count == 0)
cem $gv.service-cem-cemGroupNumberList[0]
#else
cem $gv.service-cem-cemGroupNumberList[1]
#end
service-policy input servicePolicy
#set($count = $count+1)
#end
exit

設定例 4：CiscoME3800デバイス上でのグローバル変数とテンプレート変数を持つCLIテンプ
レートを使用したCEサービスの拡張：強調表示されたテキストは、CEサービスのプロビジョ
ニング設定の前後に追加される設定前と設定後の変更を表します。

ethernet cfm domain EVC level 4
service evplextnpseudowireclass_ evc evplextnpseudowireclass_
continuity-check
continuity-check interval 1s

ethernet evc evplextnpseudowireclass
interface GigabitEthernet0/11
no shutdown
no spanning-tree portfast
mtu 1522
ethernet uni id 3800x
service instance 1 ethernet evplextnpseudowireclass
encapsulation dot1q 88
xconnect 192.168.12.29 51 encapsulation mpls pw-class PWClass_51_192-168-12-29
mtu 1508

service instance 1 ethernet evplextnpseudowireclass_
cfm mep domain EVC mpid 2
ethernet lmi ce-vlan map 88

ip sla 17
ethernet y1731 loss SLM domain EVC evc evplextnpseudowireclass_ mpid 1 cos 5 source

mpid 2
history interval 5
aggregate interval 60

ip sla schedule 17 life forever start-time after 00:02:00

設定例 5：グローバル変数とテンプレート（ローカル）変数を持つ CLIテンプレートを使用し
たレイヤ 3リンクサービスの拡張：

回線/VCのプロビジョニング
153

回線/VCのプロビジョニング

設定例：CLIテンプレートを使用した回線/VCの拡張



##CREATE AND MODIFY CASE
#if($gv.service-serviceOperationType == "CREATE" || $gv.service-serviceOperationType ==
"MODIFY")
##XE DEVICE
#if($variant=="IOS-XE")
#if($gv.service-l3Link-routingProtocolName=="BGP")
router bgp $gv.service-l3Link-routerProcessId

address-family ipv4
neighbor $gv.service-l3Link-bgpNeighborName next-hop-self all

##assume A End as remote building
#if($gv.service-l3Link-isRouteReflectorClient=="TRUE" && $prefixListName!=""

&& $gv.service-l3Link-endPointDesignation=="AEND")
neighbor $gv.service-l3Link-bgpNeighborName capability orf prefix-list send

neighbor $gv.service-l3Link-bgpNeighborName prefix-list $prefixListName
in

#elseif($gv.service-l3Link-isRouteReflectorClient=="TRUE" &&
$prefixListName!="" && $gv.service-l3Link-endPointDesignation=="ZEND")

neighbor $gv.service-l3Link-bgpNeighborName capability orf prefix-list receive
#end

exit
exit
#end

#if($xeMTU!="" || $xeClnsMTU!="")
interface $gv.service-l3Link-interfaceName
#if($xeMTU!="")

mtu $xeMTU
#end
#if($xeClnsMTU!="")

clns mtu $xeClnsMTU
#end
exit

#end

#if($gv.service-l3Link-routingProtocolName=="BGP")
#if($addressFamily !="" && $addressFamily=="vpnv4")
router bgp $gv.service-l3Link-routerProcessId
address-family $addressFamily
neighbor $gv.service-l3Link-bgpNeighborName activate

neighbor $gv.service-l3Link-bgpNeighborName send-community both
#if($gv.service-l3Link-isRouteReflectorClient=="TRUE")
neighbor $gv.service-l3Link-bgpNeighborName route-reflector-client
#end
bgp additional-paths install
neighbor $gv.service-l3Link-bgpNeighborName next-hop-self all

exit
exit

#end
#end
##XR DEVICE
#else

#if($xrMTU!="")
#if($gv.service-l3Link-subInterfaceName!="")

interface $gv.service-l3Link-subInterfaceName
mtu $xrMTU

exit
#else

interface $gv.service-l3Link-interfaceName
mtu $xrMTU

exit
#end

#end

回線/VCのプロビジョニング
154

回線/VCのプロビジョニング

設定例：CLIテンプレートを使用した回線/VCの拡張



#if($gv.service-l3Link-routingProtocolName=="BGP")
#if($addressFamily !="" && $addressFamily=="vpnv4")
router bgp $gv.service-l3Link-routerProcessId
address-family $addressFamily unicast

additional-paths receive
exit

neighbor $gv.service-l3Link-bgpNeighborName
address-family $addressFamily unicast

#if($gv.service-l3Link-isRouteReflectorClient=="TRUE")
route-reflector-client

#end
aigp

#if( $routePolicyName!="")
route-policy $routePolicyName in

#end
exit

exit
exit

#end
#end

#end

##DELETE USE CASE
#elseif($gv.service-serviceOperationType == "DELETE")
##XE DEVICE
#if($variant=="IOS-XE")

#if($xeMTU!="" || $xeClnsMTU!="")
interface $gv.service-l3Link-interfaceName
#if($xeMTU!="")

no mtu $xeMTU
#end
#if($xeClnsMTU!="")

no clns mtu $xeClnsMTU
#end
exit

#end

#if($gv.service-l3Link-routingProtocolName=="BGP")
#if($addressFamily !="" && $addressFamily=="vpnv4")
router bgp $gv.service-l3Link-routerProcessId
no address-family $addressFamily
exit

#end
#end

##XR DEVICE
#else
#if($xrMTU!="")
#if($gv.service-l3Link-subInterfaceName=="")

interface $gv.service-l3Link-interfaceName
no mtu $xrMTU
exit

#end
#end

#if($gv.service-l3Link-routingProtocolName=="BGP")
#if($addressFamily !="" && $addressFamily=="vpnv4")
router bgp $gv.service-l3Link-routerProcessId
address-family $addressFamily unicast

no additional-paths receive
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exit
neighbor $gv.service-l3Link-bgpNeighborName

no address-family $addressFamily unicast
exit

exit

#end
#end

#end

#end

設定例 6：グローバル変数とテンプレート（ローカル）変数を持つ CLIテンプレートを使用し
た双方向 TEトンネルの拡張：
##CREATE AND MODIFY CASE
#if($gv.service-serviceOperationType == "CREATE" || $gv.service-serviceOperationType ==
"MODIFY")
#if($variant && $variant=="IOS-XE")

#if($gv.service-teTunnel-tunnelId && $gv.service-teTunnel-tunnelId!="")
#if($xeBandWidth && $xeBandWidth !="")

interface Tunnel$gv.service-teTunnel-tunnelId
bandwidth $xeMaxBandWidth

tunnel mpls traffic-eng auto-bw frequency $xeBandWidth max-bw
$xeMaxBandWidth min-bw $xeMinBandWidth

exit
#end

#end
#else

#if($gv.service-teTunnel-tunnelId && $gv.service-teTunnel-tunnelId!="")
#if($xrBandWidth && $xrBandWidth!="")

interface tunnel-te$gv.service-teTunnel-tunnelId
bandwidth $xrMaxBandWidth
auto-bw

bw-limit min $xrMinBandWidth max $xrMaxBandWidth
application $xrBandWidth

exit
exit

#end
#end
#end
#elseif($gv.service-serviceOperationType == "DELETE")
#if($variant && $variant=="IOS-XE")

#if($gv.service-teTunnel-tunnelId && $gv.service-teTunnel-tunnelId!="")
#if($xeBandWidth && $xeBandWidth!="")

interface Tunnel$gv.service-teTunnel-tunnelId
no bandwidth
no tunnel mpls traffic-eng auto-bw

exit
#end

#end
#else

#if($gv.service-teTunnel-tunnelId && $gv.service-teTunnel-tunnelId!="")
#if($xrBandWidth && $xrBandWidth!="")

interface tunnel-te$gv.service-teTunnel-tunnelId
no bandwidth
no auto-bw

exit
#end

#end
#end

#end
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設定例：ロールバックテンプレート
ロールバックテンプレートを作成して、展開に失敗した場合に使用することができます。

[Configuration] > [Templates] > [Features and Technologies]の順に移動し、[CLI Templates]を選択
してカスタムロールバックテンプレートを設定します。テンプレートを設定する際は、ロー

ルバックのフラグとして #ROLLBACK_CONFIG_STARTと #ROLLBACK_CONFIG_ENDを使
用する必要があります。これらのフラグの間で、CLIがロールバックする必要があるものを指
定する必要があります。これは、サービス前とサービス後の両方の設定に使用できます。

これらのロールバックテンプレートは、光サービスには適用されません。（注）

サンプルテンプレート形式

#ROLLBACK_CONFIG_START
interface GigabitEthernet0/0/20
mtu 1555
#ROLLBACK_CONFIG_END

設定例 1：パラメータのない設定前 CLIのロールバック：

CLIの例：
snmp-server enable traps
FAIL here
vrf definition PreConfigTest
vpn id 12:566
rd 23.23.23.23:2
address-family ipv4
route-target import 32:1
route-target export 32:1

interface GigabitEthernet0/10
service instance 3 ethernet
encapsulation dot1q 521
rewrite ingress tag pop 1 symmetric
bridge-domain 8
exit
interface Vlan8
no shutdown
mtu 1522
vrf forwarding PreConfigTest
ip address 33.44.24.55 255.255.255.0
router bgp 100
address-family ipv4 vrf PreConfigTest
exit

設定例 2:パラメータのない設定後 CLIのロールバック：

CLIの例：
snmp-server enable traps
vrf definition PreConfigTest
vpn id 12:566
rd 23.23.23.23:3
address-family ipv4
route-target import 24:1
route-target export 24:1
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interface GigabitEthernet0/10
service instance 4 ethernet
encapsulation dot1q 685
rewrite ingress tag pop 1 symmetric
bridge-domain 9
exit
interface Vlan9
no shutdown
mtu 1522
vrf forwarding PostConfigTest
ip address 23.44.55.56 255.255.255.0
router bgp 100
address-family ipv4 vrf PostConfigTest
exit
exit
snmp-server enable traps
FAIL here

設定例 3：設定前有効テンプレート、設定後無効テンプレート、展開失敗、およびロールバッ
ク CLI

CLIの例：
snmp-server enable traps
vrf definition PrePostConfig
vpn id 34:55
rd 23.23.23.23:4
address-family ipv4
route-target import 234:1
route-target export 234:1

interface GigabitEthernet0/10
service instance 5 ethernet
encapsulation dot1q 664
rewrite ingress tag pop 1 symmetric
bridge-domain 11
exit
interface Vlan11
no shutdown
mtu 1522
vrf forwarding PrePostConfig
ip address 44.55.22.55 255.255.255.0
router bgp 100
address-family ipv4 vrf PrePostConfig
exit
exit
snmp-server enable traps
FAIL here

設定例：インタラクティブテンプレート
設定例 1：単一のプロンプトを含むコマンドのインタラクティブテンプレート：

テンプレートの形式：

#INTERACTIVE
no username test<IQ>confirm<R>y
#ENDS_INTERACTIVE

CLIの例（サービス前設定として設定されたテンプレート）：
no username test
bridge-domain 8
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ethernet cfm domain EVC level 4
service b_evplan_4Mar evc b_evplan_4Mar vlan 8
continuity-check
continuity-check interval 1s

ethernet evc b_evplan_4Mar
oam protocol cfm domain EVC

interface GigabitEthernet0/0/1
ethernet uni id UniName3
service instance 2 ethernet b_evplan_4Mar
encapsulation dot1q 22
bridge-domain 8
cfm mep domain EVC mpid 1
ethernet lmi ce-vlan map 22
snmp trap link-status
exit

exit

設定例 2：複数のプロンプトを含むコマンドのインタラクティブテンプレート：

テンプレートの形式：

#INTERACTIVE
crypto key generate rsa<IQ>% Do you really want to replace them? [yes/no]:<EM><R>yes<IQ>How
many bits in the modulus [512]:<EM><R>512
#ENDS_INTERACTIVE

CLIの例（サービス後設定として設定されたテンプレート）：
bridge-domain 8
ethernet cfm domain EVC level 4
service b_evplan_4Mar evc b_evplan_4Mar vlan 8
continuity-check
continuity-check interval 1s

ethernet evc b_evplan_4Mar
oam protocol cfm domain EVC

interface GigabitEthernet0/0/0
ethernet uni id UniName4
ethernet lmi interface
service instance 1 ethernet b_evplan_4Mar
encapsulation dot1q 345
bridge-domain 8
cfm mep domain EVC mpid 1
ethernet lmi ce-vlan map 345
snmp trap link-status
exit

exit
crypto key generate rsa

プロビジョニング障害の syslog
サービスプロビジョニングの障害が発生すると、EPNMは syslogを生成し、EPNMで設定され
た受信者に送信します。このsyslogは、作成、変更、削除、および昇格操作のために生成され
ます。

受信者は、EPNMサーバーにログインすることによってCLIで設定できます。CLI経由の接続
を参照してください。confモードで logging security <syslog receiver ip>を実
行します。

syslogの視覚的な表現は、受信側のマシン/サーバーで使用されているソフトウェアによって異
なります。
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